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　　　序章　体内ダンジョンと寄生蟲







「うへっ、壁かべがブヨブヨしてる」

「おお、まさに体内っぽいな！」

　ワクワクした様子のタクたちとは対たい照しよう的に、俺は体内ダンジョンのブヨブヨとした感かん触しよくの床ゆかを恐おそる恐るといった足取りで進んでいく。

　ここは、超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢグランド・ロックの体内に存在するダンジョンだ。

　体内ダンジョンの壁から様々なＭＯＢが襲おそってくる。

　ブヨブヨとした真っ白い体の吸血ヒルが至るところに現れる。

　体内ダンジョンの肉の壁を這はって進むギョウチュウのようなＭＯＢが天てん井じようから降って来る。

　肉にく壁へきの中を穿せん孔こうして姿を現す寄生虫のようなＭＯＢもいる。

　それらのＭＯＢは、戦闘で倒たおれた後も色とりどりの状態異常バツドステータスの粘ねん液えきを撒まき散らしていく。

　この段階で俺のＳＡＮ値は、かなり削けずられていた。

　そして、体内ダンジョンには、敵ＭＯＢだけでなく俺のＳＡＮ値を更さらに削るギミックが待ち構えていた。

「おっ、こっちに下に降りる通路があるぞ！」

「ガンツ、待ってくれ。そこは嫌いやな感じがする」

「嫌な感じ？　何かセンスが反応しているのか？」

「いや、その、反応しているけど、俺の【看破】のセンスレベルが低くて何に対して反応しているか分からない」

　一応、グランド・ロックの体内ダンジョンに入る段階では俺の【看破】のセンスのレベルは20あったが、それでは判別できなかった。

「うーん。この場所にトラップが仕し掛かけられているのか、奥の敵ＭＯＢに反応しているのか……それが分からないとちょっと難しいな」

「だからと言ってパーティーの一人が先行して調べるわけにもいかないしな」

　腕うでを組んでそう真しん剣けんに考えるタクとケイ。その間に、別のパーティーがそのダンジョンの下り通路へと入り込んでいく。そして──

「う、うわぁぁぁぁぁぁっ──」

　通路の奥へと猛もう烈れつな勢いで連れ去られていくプレイヤーたち。

　そして、通路の入り口の擬ぎ態たいが解けて、目の退化した生物の頭が現れる。

「まさか、あれって下り通路じゃなくて……」

「生物の口だったのね。それなら落ちた先は──」

　ミニッツとマミさんは、女の子だから全部は言わないが、逆にはっきりと言わないために想像して恐きよう怖ふを搔かき立てられる。

「「「──うわぁぁぁぁぁっ！」」」

「ひぃっ!?」

　通路に擬態した生物の内部から取り込まれたプレイヤーの悲鳴が聞こえ、俺の顔は既すでに血の気が失せて真っ青から白になる。

「なにこのホラー空間。キツイ」

「ユンがこの調子だと流石さすがに駄だ目めか。仕方がない、一度もど……」

「タク、どうしたんだ？」

　なるべく見たくないものから目を背そむけていたが、タクの言葉が途と中ちゆうで止まったので不ふ審しんに思って顔を上げると、タクはある一点を見ていた。

「あー、ユンには悪いけど、すぐには戻もどれそうにないな」

　そう言うタクの視線の先を追えば、今まで通って来た通路を構成している肉壁が引き絞しぼられるようにして閉じていくのが見えた。

　その一方で、別の肉壁が拡張して新たな通路が現れる。

「俺は、大だい丈じよう夫ぶ。多分、気力で何とか耐たえられる」

　既に空から元気な状態の俺は、このグロ系ホラーな空間から一秒でも早く出たい衝しよう動どうを抑おさえて理性的に振ふる舞まう。

「これじゃ戻る道がなくなったな。ケイはどう思う？」

「時間経過によるダンジョンの構造変化だろうな。それならどこかに出口とボスへと道が確保されてるはずだ。ならば、慎しん重ちように進むしかないんじゃない？　タク、ユンのために、先に出口探すか？」

「そうだな。そうするか」

　そして、みんなで共に出口を探すために彷徨さまよったが、ここは構造を把は握あくしていない未知のダンジョンだ。

　一応は、マッピングしながらのダンジョン探たん索さくだったが、構造が変化するダンジョンであるために、規則性や一定のルートを見つけることができず、マッピングの地図は当てにならない。そうして当てもなく彷徨った結果──

「うわっ、吞のまれる！　肉の落とし穴に足が吞み込まれる！」

「ユン!?　今引っ張り出すぞ！」

「おい、敵が来たぞ！　ユンを守れ！」

　ブヨブヨとした肉の床ゆかが一いつ瞬しゆん沈しずんだかと思うと、俺の左足だけを吞み込み、俺は動けなくなる。

　それに合わせて、様々な敵ＭＯＢが肉の壁を突つき破やぶって姿を現し、タクたちに襲い掛かかる。

　俺は、片足を捉とらえられて動けないものの、エンチャントや弓による攻こう撃げきで援えん護ごしようとするが、片足が吞み込まれた肉の落とし穴の奥は、空くう洞どうになっているらしく、その中で何かが蠢うごめいているのを感じる。

「ひゃ!?　な、何かがいる！　ああ！　今触さわった！」

「ユンさん。気をしっかり持ってください！　すぐに助けます」

「うわぁぁぁっ、早く早く早く、気持ち悪い！」

　テレビ番組とかでよく、中身の分からない箱の中に手を入れて中身を当てるゲームを見るが、自分がその恐怖を味わうとは思わなかった。

　未知のものに触れる恐怖が、こんなに怖こわくておぞましいものだとは思っていなかったため、今は攻撃も支し援えんも全て放り出して喚わめくことしかできていない。

　そんな俺を励はげましてくれるマミさんに、しがみ付くように助けを求める。

　みんなが敵ＭＯＢを倒している間は誰も俺を助けることができないため、俺は泣きそうになりながらも、その未知の気持ち悪さをひたすら我慢していた。そうこうするうちに敵ＭＯＢは一掃されて、俺はやっと肉の落とし穴から足を引き抜いてもらえた。

　俺の足の周りに纏まとわりついていたのは、ドジョウっぽい生き物だった。

　それらが肉の落とし穴の中に溜たまった水の中を泳いでいる姿を見ると、こんなものに怯おびえていたのか、と愕がく然ぜんとすると共に、気力がゴリゴリ削れていく。

　そもそも、なんでこんなものがあるんだ、とがっくりと項うな垂だれる。

　その後も出口を探して歩いていると、転んだ拍ひよう子しに吸血ヒルのＭＯＢを鷲わし摑づかみにしてしまい、直に触れたブヨブヨとした感触に全身に鳥とり肌はだが立った。それを慌あわてて投げ捨てたら、ミニッツの方へと飛んでいき、ミニッツが悲鳴を上げる結果となった。

　一方、ガンツは壁から現れた寄生虫のＭＯＢに謎の液体を頭に掛けられて、毒や麻ま痺ひなど複合する状態異常バツドステータスと酸のようなスリップダメージを受ける。突とつ然ぜんの出来事に粘液の中で絶ぜつ叫きようするガンツの様子を見たマミさんは、腰こしを抜かしてしばらく粘液塗まみれの肉の床に座って震ふるえていた。

　最悪だったのが、ドブ色の核かくを持ったゲル状生物である巨きよ大だい単たん細さい胞ぼうＭＯＢ【フレッシュ・バクテリア】だった。

　これは、攻撃を受けるとＨＰが半分になって分ぶん裂れつし、その体当たり攻撃にはＨＰ吸収の効果がある。そのため、攻撃する度たびに爆ばく発はつ的に増ぞう殖しよくする敵ＭＯＢに数で苦戦を強しいられるだけではなく、ＨＰの高いケイが集中的に狙われて細さい胞ぼう群に取り囲まれてしまった。

「ケイ！　今、助けるぞ！」

「俺に構うな！　早くこいつらを倒せ！」

　細胞群に囲まれてＨＰを吸収され続け、戦いが長期戦になる。

　迫せまりくる細胞群への恐怖、倒しても倒しても終わらない虚むなしさ、無む駄だに消しよう耗もうされるアイテムの残量への焦あせりなどを抱かかえながらなんとかケイを救出して、【フレッシュ・バクテリア】をミニッツとマミさんの範囲魔法によって殲せん滅めつに成功した。次からは、見つけたら、全力で回かい避ひするようになった。

　そして、一秒でも早くダンジョンから脱だつ出しゆつしたい思いで歩けば──

「何で、グランド・ロックの心室まで辿たどり着つくの！　しかもグランド・ロックの心臓に憑とりついているやつがダンジョンのボスかよ！」

　ボス部屋であるグランド・ロックの心室には、心臓に憑りつくイソギンチャクのような無数の触しよく手しゆを持つボスＭＯＢの【電でん撃げき寄き生せい蟲ちゆう】が待ち構えていた。

　触手の先には電気玉を持ち、それで本体への攻撃を防ぎつつ、同時にそれを振り回して攻撃に転じる。電気を流しているために【麻痺】の状態異常バツドステータスも使ってくる。

　攻こう略りやく法としては、地道に触手を切り落として、電気玉を触手の中にまた取り込まれる前に破は壊かいしていくしかない。

「……触手を落として、電気玉を破壊。触手を落として、電気玉を破壊」

　かなりの長期戦とヌラヌラとした気持ち悪い敵ＭＯＢとの戦せん闘とうで、途中から壊こわれたロボットのように自分に与あたえられた動きを実行していく。

　そして、気が付いた時には、グランド・ロックの心臓に寄生したイソギンチャク型のボスＭＯＢの姿はなく、ボスＭＯＢによって浸しん食しよくされた弱々しい鼓こ動どうを刻む黒ずんだ巨きよ大だいな心臓と、俺たちの手元には、【電撃寄生蟲】のボスドロップである強化素材【パラサイト・ペースメイカー】が残された。

　すると、ボス部屋の壁の一部が開いて、上へと登る階段が現れた。また、新たに俺たちのメニューに期限付きクエストの開始が告知される。





──緊きん急きゆうクエスト：グランド・ロックの心臓を癒いやせ。（残り72時間）

【電撃寄生蟲】が倒されたことによって心臓の鼓動が弱まりつつある。

この間に一定以上の回復魔ま法ほうの使用、もしくは回復アイテムの使用によって心臓を治せ。この期限が切れた場合、心臓に残された【電撃寄生蟲】の卵が孵ふ化かして、再び寄生を始める。






「おおっ!?　期限付きのクエストか。これは好こう奇き心が刺し激げきされるな。それにうちのパーティーには、クエストに適した面子メンツがいるから」

　そう言って、タクが目を向けてくるのは、ボスとの戦闘直後で少し疲つかれた顔をしたミニッツと、既に心が死にそうな俺だ。

　俺はこの場に座り込みたかったが、足元の肉の床に座るのが嫌で気力で立っている。

「それじゃあ、私から行くわね。──《ラージ・ヒール》！」

　ミニッツが唱える回復魔法がグランド・ロックの心臓を包み込む。

　そして、クエストのメニューに新たな情報が追加される。

　──『１／１００００』の数字が。

「うわっ、一万回も回復魔法を使わないと駄目なの？」

　そう言って、使える魔法を色々と試すミニッツだが、状態異常バツドステータス回復系の魔法は効果がなく、最下級の魔法だと、表示はされないが、少数点以下もちゃんと累るい積せきしていると思われる。

「うーん。《ハイ・ヒール》が一回分。範はん囲いの《ラウンド・ヒール》が二回分。上位の《メガ・ヒール》が四回分かぁ。結構キツイなぁ」

「次は、ユンだな」

　と言われても既に無気力な俺は、インベントリ内のポーションを放出して全部タクたちに任せる。

　手作りの効果の高いポーション、基本的な効果のデフォルトポーション、蘇そ生せい薬など、様々なポーションを使用した結果──

　回復魔法での結果に近い効果だった。ポーションは小数点加算、ハイポーションが一回分。

　ただ、ブルーポーションは、安価でレベル制限のないポーションの割に二回分の効果を持っていた。一番は、蘇生薬の一本五回分。

　ブルーポーションには何らかの補正があるのか、他よりも費用対効果はいいようだ。

「うーん。一万回分のハイポーションによる回復は、厳きびしいな」

　冷静に自身の手持ちのポーションと相談してみるが、明らかにクエストの条件を達成するには足りない。

「それに、グランド・ロックの心臓に攻撃してもダメージが入った様子がないから、扱あつかいとしては、ＭＯＢではなくオブジェクトなんだろうな。仕方がない。今回は、これで切り上げるか！」

　やっと脱出できる！　そう思うとすぐ、俺はタクの腕うでを取って、引き摺ずるようにダンジョンの外へと連れ出す。

　ガンツたちが驚おどろき目を見張る中で、俺自身もエンチャント込みとはいえ俺のステータスでタクを引っ張れるとは思わなかった。

　用意された出口の階段を全力で駆かけ上がれば、ブヨブヨ肉の床が途と中ちゆうから岩のような硬かたさの地面に変わり少しだけ安心感を覚える。

　そして、遂ついに──

「やった。出られた……」

　入る前に居たあのセーフティーエリアへと戻もどって来た。

　既すでに夜になっており、天てん井じように開いた穴から月光がキラキラと降り注ぐ【生命の水】の泉に思いきって飛び込んだ。

　揺れる水面で乱反射した月の光が、洞窟内の天井や壁に散りばめられて幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを作り出している。

　あとから追ってきたガンツたちも泉の中に身を沈しずめた俺と泉の雰囲気に息を吞む中で、俺は、その場に座り込んでしまう。

「はぁ～～ようやく外だ……」

　体内ダンジョン探索だけで、俺の精神のキャパシティーを軽くオーバーしており、もう俺は気力を全て使い果たした。

　ただ、グランド・ロックのクエストは、あのままにしておいていいのだろうか、という心残りが確かにあった。




　　　　●




「お姉ちゃん！　ユンお姉ちゃん……！」

「はっ!?　な、なんだ。ミュウたちが集まってどうしたんだ？」

　俺はここ最近、グランド・ロックのクエストが未達成に終わったことをぼんやりと考えることが多くなった。今も、ミュウたちが集まったことに気が付かなかった。

「ユンお姉ちゃん！　最近ぼんやりし過ぎだよ！」

　肉と粘ねん液えきに塗まみれた体内ダンジョンで気力を消耗した俺は、その夜【アトリエール】に引き籠こもって気力の充電をしていた。

　今この場所には、俺を心配するミュウやタクが集まっていたが、セイ姉ぇまで来るのは珍めずらしく思う。

「ミュウやタクが来るのは分かるけど、何でセイ姉ぇがいるんだ？」

　ミュウやタクは、【アトリエール】を頻ひん繁ぱんに利用するために来ていても珍しくはないが、セイ姉ぇは、ギルドの生産職が用意するアイテムを使用するので中々うちには来ない。

「ユンちゃんに【ヤオヨロズ】としての依い頼らいがあるのよ」

「俺に依頼？」

　何か無理難題でも頼たのまれるのか、と思い少しだけ構かまえてしまうが、俺の表情を見たセイ姉ぇは、その誤解を解くために、続きを説明する。

「ミカヅチが企き画かくした果くだ物もの系のアイテムから作ったお酒の試飲会をするんだけど【料理】センスを持っているプレイヤーに飲んで評価して貰もらいたいから、その依頼と、これが試飲会の招待状ね」

　そう言って渡わたしてくる二つ折りの銅色の招待状は、外部のプレイヤーをギルドに招くためのアイテムらしい。どうやらこれは、使い切りのようだ。

「ふーん。試飲会ねぇ。って言っても俺たちは未成年だから酒飲めないだろ」

「その辺は大だい丈じよう夫ぶよ。一応、お酒にする前の果か汁じゆうジュースも用意しているし、お酒も一度調理で加熱すれば問題ないから」

　アルコールを飛ばせば、ってことなんだろうか。お酒の種類によって色々な料理が出てくるのだろうか、と想像する一方で、一つだけ懸け念ねんがある。

「なぁ、セイ姉ぇ。ギルドに行ったら、しつこい勧かん誘ゆうとかされないか？」

「ぷっ、ナイナイ。今回の試飲会の実態は、ミカヅチが合法的にお酒を飲むための宴えん会かいだから」

　まぁ、ギルド的には勧誘よりも気軽な宴会が主だけど、個人単位では、軽くギルドに誘さそったり、次のパーティーやクエストの予定を話し合ったりしてるわね、とセイ姉ぇが補足してくれる。

「それに、何でか知らないけど、ユンお姉ちゃん、ここ数日、ぼんやりしているもん！　だから、気分転てん換かんに行こうよ！　一人でここに居たら精神衛生上よくないよ！」

　どうやら、ミュウも試飲会、もとい、宴会に参加したいようだ。

　タクの方に視線を向けると──

「俺は、参加しないぞ。先約があるからな。それと……なんだ、このあいだは無理やりで悪かったな」

　タクが後頭部を搔かきながら、言い辛づらそうに謝って来る。体内ダンジョンに勢いで突とつ入にゆうしたことを謝っているなら、ただ俺にそっちの耐たい性せいがなかっただけだ。次からは少しだけ配はい慮りよしてくれればそれでいい。

　それより聞きたいのは──

「あのクエストは、クリアしないのか？」

「別に今すぐにクリアする必要ないだろ。のんびりと準備するのもいいし、次は前提条件がまるで違ちがうって可能性もある。だから、しばらくは様子見だ。それよりユンこそ、そんな心ここに在あらずの状態でポーション作ったら失敗するぞ」

「うっ、おっしゃる通り」

　タクにも指し摘てきされてしまったが、確かにここ最近ぼんやりとし過ぎてポーションの作成中にミスが目立つ。

「もしまたグランド・ロックのクエストに行く気になったら俺を誘え。今度は、ユンの負担を減らすためにクエスト攻こう略りやくの算段を付けてから行って最短でクリアしてやるよ」

「……ありがとう、タク」

　少しだけ気力が戻って来た気がしたので、タクにお礼を言う。

「どーん！　話の中心がなにを楽しそうにおしゃべりしているか！」

「うわっ!?　ミュウ。背中に乗るなよ、全く……」

　俺は、背中へ飛びつくように抱だき付いてきたミュウを引き剝はがす。

「それじゃあ、話は決まったみたいだね！　早速、【ヤオヨロズ】のホームへ遊びに行こう！」

「そうね、行きましょう。お店に籠っているのとは違う楽しいことで気分転換しましょう」

「よし、行こう！」

　ビシッと出口を指差すミュウは、善は急げと言わんばかりに俺の手を引いて俺を【アトリエール】から連れ出そうとする。

　途中、店てん舗ぽ部の扉とびらから工こう房ぼう部に中に居る俺を心配そうに見つめてくる幼よう獣じゆうのパートナーである一いつ角かく獣じゆうのリゥイと黒こく狐このザクロを、いつものように優しく撫なでて安心させる。

「ごめんな。すぐに調子が戻りそうにないけど、多分大丈夫」

　俺がそう語り掛かけると、二匹とも首筋を擦こすり付つけるように寄って来る。

　最後にタクが──

「【ヤオヨロズ】は、ＯＳＯ最大のギルドだ。色々と学べることもあるだろ。楽しんで来いよ！」

「あ、うん。分かった」

　俺はそれだけを返して、ミュウとセイ姉ぇに連れられて【アトリエール】を出た。

　俺たちは、第一の町の南北に延びる大通りを通って、北東エリアへと入り込む。

　ここは様々な建物が建ち並ぶエリアで、主にプレイヤー向けのギルドホーム用の建物が売りに出されている。

【アトリエール】のように土地を買い取り一から建てるよりも安く用意できるし、また、手て狭ぜまになれば、そのまま拡張することも、そのギルドホームを売りに出して新しいホームを購こう入にゆうすることもできる。

【ヤオヨロズ】があるのは、町の南側に位置する【アトリエール】とは正反対に位置する場所であるために土と地ち勘かんが働かないが、そのあたりで一番に目立つ建物の前に俺たちは立った。

「ユンちゃん、着いたよ」

　ギルドが集中しやすい場所の一等地にそれは建っていた。

　白しら壁かべに朱しゆ塗ぬりの屋根を持つ洋館である。

　だが、ただの洋館ではなく、その隣となりには、増設したような和風建築の木造瓦かわら屋や根ねの屋や敷しきがあり、正面から見て右側には玉砂利の庭が広がっている。

　反対の左側には、土がむき出しの何もない地面が広がっており、そこはプレイヤー同士のＰプレイヤーＶ・バーサス・Ｐプレイヤーなどの訓練場に当てられている。

　セイ姉ぇが門の前に立つと自然と門が開き、俺たちは中に入る。

「ようこそ、ギルド【ヤオヨロズ】のホームへ。色々と改造を重ねているけど、楽しんで行って」

　そう言って、部外者である俺とミュウを招き、洋館の正面から中へと入るセイ姉ぇ。

　後に続く俺たちは、圧あつ倒とうされっぱなしで、口を開けて天井を見上げていた。

　中に入れば、吹ふき抜ぬけのホールにテーブルやソファーなどが数組置かれ、左右の壁沿いにはカウンターが用意されており、いくつかのパーティーが現在話し合いをしているところだった。

「うわぁ……」

「凄すごいね。お姉ちゃん！　ギルドってこうなっているんだ！」

「ふふふっ、見た目以上にギルドの施し設せつは拡張されているからビックリするわよね。ミュウちゃんもパーティーの子たちと一いつ緒しよに試飲会に参加する？」

「ホント!?　あっ、でも、今日はルカちゃんたちに予定があって参加できないよ」

「それなら、また今度遊びに来るといいわ」

　俺は、感かん嘆たんの声しか漏もれ出ない。外観よりも空間が拡張された洋館の内部は、部屋数を把握できそうにないほどだ。

「広すぎて、ちょっと落ち着かないな」

「そんなの慣れさ。ギルドのメンバーや招待客が集まれば、これでも手狭になる」

　背後から声を掛けてきた人物に振ふり返れば、ワインレッド色の髪の女性が立っていた。

「よぉ、嬢じようちゃん。やっとギルドに加入する気になったか？」

「加入しに来たんじゃなくて、試飲会への参加だ。まぁ、お酒は飲めないけど楽しみにしてるよ。それに嬢ちゃん言うな」

　振り返った先に居たギルドマスターのミカヅチに対して、反射的に口答えしてしまう。

「私としては、嬢ちゃんがギルドに遊びに来ただけ、一歩前進したってもんさ」

「あれでギルドの勧誘をしてたのか？」

　俺としては、ミカヅチがいつもギルド勧誘してくるのを挨あい拶さつや冗じよう談だんのようなものだと思っていたが、本人は本気だったようだ。

　俺のどこがいいのだか。センス構成は、ゴミセンスなどを集めてバランス無視した構成になっているし、特筆すべき点は何もない。

　ミュウをというなら分かるが俺をギルドに勧誘する意味が分からない。

「まぁ、ギルドに入るかどうかはそのうち考えてくれ。それと改めて──」

　真正面から向き直ったミカヅチが改まった口調で俺とミュウに声を掛ける。

「──ようこそ、ギルド【ヤオヨロズ】のホームへ。まぁ、気分転換でもするつもりで自由に過ごしてくれ」

　ミカヅチの言葉を皮切りに、俺たちをこっそりと見ていた他のギルドメンバーも、次々と俺たちの来訪を歓かん迎げいしてくれる。

　それが少し恥はずかしくて、でも嫌いやではないので、少し照てれ臭くさく感じてしまう。

　ＯＳＯ最大手のギルド内部には、色々と面白そうなものがありそうで、ちょっと楽しみではある。







　　　一章　【ヤオヨロズ】と試飲会







　楽しみではある……そう言っていた過去の俺を、全力で殴なぐりに戻もどりたくなる。

「さぁ！　試飲会の準備！」

「「「ＹＡＡＡＡＡＡ──」」」

　果物系お酒の試飲会と聞いていたために、ワインボトルからグラスに注ぎ、上品な立食パーティーでも始めるのかと思いきや、会場に用意されていたのは、樽たるだ。

　徐じよ々じよに集まる【ヤオヨロズ】のギルドメンバーや【料理】センス持ちたちが始めた小規模の飲み食いが次第に大きくなって既すでに「宴会」の様相を呈している。

　抜けるに抜けられない俺は、ミュウと一緒に【サムヤマブドウ】を絞しぼったブドウジュース片手に、座ってあたりを見回す。

　他の成人プレイヤーは、それを醸じよう造ぞうした赤ワインを、水のように飲んでいる。

　ミュウは、ノリと勢いで参加して歌って踊おどることを引き受け、セイ姉ぇは、これまたフライング気味に酒を飲み始めているミカヅチのストッパーとして脇に着いている。

「俺はどうすりゃいいんだ？」

　一人所在無さげに座っている俺の左右には、不安を和らげるために呼び出したリゥイとザクロが寄より添そうように控ひかえている。

　お触さわり禁止のリゥイとザクロが左右を固めているために誰も容易に俺に近づけずに、一人孤こ立りつして悪目立ちしてしまう俺。

「どうしよう……。ちょっと居い心地ごこち悪いかも」

「ねぇ、ちょっといい？」

「ひゃっ──!?　な、なに!?」

　まさか声を掛けられるとは思わなくて、真後ろから肩かたに手を置かれて変な声が出てしまう。それと同時に周囲から更に注目を集めるが気にせずに後ろを振り返ると、一人の少年が俺と目線を合わせていた。

　声を掛けて来たプレイヤーは、茶と白のゆったりとした和装姿の少年だった。眠ねむたそうな半眼で俺を真っ直ぐに見つめてくる。

「宴えん会かいまでまだ時間があるし、退たい屈くつそうだからギルドを簡単に案内するよ」

「宴会って言っちゃったよ。えっと、いいのかな？」

　俺が尋たずねると、ギルマスから許可は貰もらった、と少年が頷うなずくので、そっとセイ姉ぇの方へと目を向けると、行ってらっしゃい、と送り出してくれる。

「それじゃあ、お願いしていいかな？」

「うん。それじゃあ、行こうか」

　そう言って眠たげな目の少年の案内で、ギルドのホールを抜けて一階から回ることになった。

「このギルドホームは、上が二階で地下が一階の建物と、増設した離はなれで出来ているんだ。一階には、戦せん闘とう系プレイヤー向けに会議室やパーティー用の個室とかがあったり、Ｎノン・プレＰイヤー・キＣヤラクターに細かなことを頼んだりするために色々と必要な部屋が用意されているんだ」

「へぇ、ギルドの管理だけでも大変そうだな」

「うん。毎月、結構な額の維い持じ費が掛かるから、ギルドメンバーから徴ちよう収しゆうしているよ」

「それも大変じゃないのか？」

　あまりギルドの状じよう況きようには詳くわしくないが、【アトリエール】だってＮＰＣのキョウコさんの雇こ用ようだけでも毎月数万Ｇは掛かる。見たところ、ここには十人以上のＮＰＣが居ると考えると、その十倍だ。

「僕は大変だとは思わないな。ギルドの維持費が一部の人だけで賄まかなわれると、それ以外の人がギルドに愛着を持てないでしょ？　それに毎月の維持費の分担は人数が多いからそれほど大きくはない」

「なるほど……」

「それに、維持費を稼かせぐ方法が分からないプレイヤーはギルドメンバー同士で助け合ったりして方法を模も索さくするんだ。戦闘職だったらレベリングや狩かりの手伝い。生産職だとお金のある戦闘職にアイテムを売る。もちろん、ギルド価格でそれなりに安く作るけどね」

　そう言われて、最低限の義務があってそれを果たした上でみんなが自由に活動しているのか、と納得する。

　先を行く少年が二階への階段を昇のぼっていき、一つの部屋の扉とびらの前に立つ。

「ここがギルドの生産職総合設備の職人部屋。僕らギルド所属の生産職が集まっているところ。下の宴会をどうしても好まない人はこっちに来るから」

　そのまま勧すすめられるように扉の中へと入り込めば、多種多様な生産設備が設置されている雑多な部屋だ。

　共有空間であるために移動不可能な生産設備は使い回している。また、奥の方には、ちゃんと個室も用意されているみたいだ。

　そこに集まっているプレイヤーたちは、それぞれの生産設備の前で作業を行い、時に違ちがう分野の生産職と固まって談笑しているところだった。

「よう、来るのが遅おそかったけど、どうしたんだ？　それにオトナシの後ろに居るのは誰だれだ？」

　眠たげな目の少年・オトナシに声を掛かけてきた長身で浅黒い肌はだをしたおおらかそうな青年。上半身半はん裸らでジャケットを羽織り、多数のアクセサリーで身を固めている。

「下の宴会から逃にげてくるついでに参加者の人の案内。すぐに出ていく」

「そっか。俺は、ラングレイだ。よろしくな」

「ユンです。よろしく、でいいのかな？」

　俺は、人の良さそうな笑みを浮うかべるラングレイと軽く挨拶を交わす。

「ちなみに生産分野はなにを取っているんだ？」

「えっと──」

　俺は、自身のセンスステータスを確認する。
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「【調薬】に【彫金】、【錬金】、【合成】、あと【料理人】を」

「マジかよ。五つも取る物好きって……【保母さん】のユンか!?」

　その呼び名に、むっ、と不ふ機き嫌げんになってしまう。あまり好きじゃない呼び名なのだろうと察して目の前の男が慌あわてる。

「悪い悪い。他意はないんだ。そうか、俺と同じ彫金師だったのか。ならマイナーなアクセサリーの作り方を教えるってことで勘かん弁べんしてくれ」

　苦笑いを浮かべて謝るラングレイ。見た目はちょっと派手だけど、悪い人じゃなさそうだ。それに、マイナーなアクセサリーの作り方には興味がある。

「ちょっと、興味あるかな」

　気分転てん換かんのために【ヤオヨロズ】に来たので、これを機に少し【彫金】に力を入れるのもいいかもしれない。
















「いくつか作り掛けのアクセサリーを持って来てやるよ」

　そう言って、ラングレイが作業スペースから小さなパーツのようなものを持ってくる。

　ぱっと見て何の素材でできているのかは分からないが、大小様々なパーツは全て同一素材で作られているようだ。

「これは、何の素材だろう？　軽くて、硬かたい。それにちょっと温かみがある」

「それは、ゴブリン系ＭＯＢの角を削けずり出して作ったアクセサリーだ。ボーンアクセサリーって言って宝石や金属とは違った種類のアクセサリーだよ」

　そう言って、ラングレイは【彫金】センスの生産キットの中から彫ちよう刻こく刀とう、錐きり、ヤスリを取り出していく。

「使う道具は、基本的にこれだな。彫刻刀で大まかに削り出して、ヤスリで仕上げる。最後に糸を通すための穴開けに錐を使う。指輪みたいに一個作るまで掛かかりっきりになるのとは違って、パーツごとの組み立てだから、空いた時間に少しずつ作れる」

　そう言って、ラングレイは、大小様々なゴブリンの角のパーツを左右対たい称しようになるように糸に通していく。

「まぁ、見てくれは悪いが、これはこれで赴おもむきがあるだろ」

「そうだな。宝石とか金属みたいな冷たい感じじゃなくて、何となく温かみを感じるな」

　それにどことなく、どこかの部族が使っていそうなオリエンタルな雰ふん囲い気きもあって、アクセサリーの奥深さを感じる。

「分かってくれるか！　角や牙きば、骨とかの他にも、硬めの木材を削ってウッドリングを作るとか。色々な応用が利きくからな」

「へぇ、なんか。面白そうだな。ビーズアクセサリーとかも出来そう？」

「いいな！　そのアイディア貰うぜ！　そうなると、なんの素材が使えそうか調べる必要がありそうだな……素材のサンプルを集める必要もありそうだ」

　ボーンアクセサリー作りを教えて貰っていたはずなのに、いつの間にか生産職同士の生産談義に発展していた。

「それじゃあ、早速やってみるか？　って言っても素材がないか……」

　手元にある素材は、ラングレイが用意したものであり、俺も【アトリエール】のアイテムボックスに使わない素材を全て預けている。

　素材がなければ、アイテムを作れない。

　生産職の欠点を改めて思い出して少しだけ残念な思いをするが、静かに脇わきに立っていたオトナシが俺とラングレイの袖そでを引いてくる。

「ねぇ、地下に行けば、素材はあるよ」

「地下って、地下室か……まぁ、確かにあそこにあると言えばあるけど……」

　言い淀よどむラングレイ。話に入れない俺は、首を傾かしげるばかりだ。

「なぁ、その地下室って素材があるのか？」

「あー、まぁあるっちゃある。あそこは、誰かが、ＮＰＣに売ってもはした金にしかならないようなアイテムを保管していたら、ドンドンと不要なアイテム置場になっていったんだ。だから、ギルド全体のゴミ捨て場みたいな感じだな」

　ラングレイたち生産職も、足りない素材はギルドメンバーに頼んで集めて貰っているために、殆ほとんど利用していない場所だそうだ。

　整理されずに置いてあるアイテムからたまに掘ほり出だし物ものを探す物好きがいる他は、人の出入りも少ないらしい。

「ユンは部外者だけど、許可貰えば大だい丈じよう夫ぶだと思う。僕が貰ってくるよ」

「まぁ、ボーンアクセサリーや木製細工が作れる程度の素材はあるだろ。頼む」

　そうして、オトナシが地下室から素材を取って来るために部屋を出て、少し経って戻もどって来た。

「これなら色々使えるよ。ゴブリンの角の他にもリザードマンの鱗うろこにハウンド系の牙と爪つめも纏まとまった数があった」

「おおっ、素材が一いつ杯ぱい」

　オトナシが持って来た素材を眺ながめるだけでも楽しかったが、俺はボーンアクセサリー作りを早く習いたくもあった。

　俺が、素材の一つを手に取ろうとするとラングレイに止められる。

「ちょい待ち。金属に比べて柔やわらかいからな。最初からボーンアクセサリーに手を出すのはやめて、まずはこいつから始めるんだ」

　そう言って、彼が素材の中から取り出したのは、何の変へん哲てつもない木材だ。

　それを一辺五センチの立方体に切り分けたものを俺の掌に置く。

「まずは、ウッドリングから始めてみろ。安くて壊こわれても替かえが利く。こいつで慣れれば、ボーンアクセサリー作りの失敗が格段に減るはずだ」

「ああ、分かった」

　ラングレイのアドバイスを受けて、ウッドリング作りから始める。

　彫刻刀を手に持って木材を眺めれば、インゴットを叩たたいて成形するのとはまた違った手順が頭の中に浮かび上がる。

　これは【彫金】センスのアシストの効果であるため、インゴットで作るリングほどの強いアシストではなく、漠ばく然ぜんとウッドリングの設計図だけが頭の中に存在する。

　どこをどれだけ削る必要があるのか、頭の中のイメージと手元の実物との差が感覚的に分かるだけだ。

　まずは、彫刻刀で恐おそる恐る内部をくり貫ぬこうとするが、硬くて上う手まく削れない。

「ちょっと大変かも」

「力加減に慣れれば簡単だ」

　そう言って笑うラングレイに無言で頷うなずき返して黙もく々もくと削っていく。

「──っ!?　また削り過ぎた」

「肩かたに力を入れ過ぎ。少しお茶とお菓か子しを貰もらってくるね」

　俺を見守っていたオトナシが【料理】系生産職の作り置きしたお菓子とお茶を持って来てくれて一休みする。

「はい、お茶」

「ありがとう。はぁ、難しい」

　俺の手元には、削り過ぎて失敗した木材がいくつも転がっている。

　最初は、五センチ角の立方体を削るのに手間取り失敗したが、何度も繰くり返している内に、金属とは違う素材の特とく徴ちようが分かってきた。

　木材の柔らかさや年輪の幅、節の硬さなど、触ふれて得られる情報を元に力加減を変えないと削り過ぎてしまう。

　今も、外側を整えようとして、削り過ぎて罅ひびが入ってしまった。だが、まだ修正が可能な範はん囲いであるために、罅の入った部分を大きく切り落とし、Ｃ字型の指輪に作り変える。

　お茶を飲みながら少しずつだが形を整えて、最後にヤスリで表面を磨みがいて整えニスを塗ぬって完成となる。





ウッドリング【装そう飾しよく品】（重量：１）

ＤＥＦ＋１






　子供のおもちゃみたいだけど、この温かみがあるところが好きかもしれない。

「……難しいけど、楽しいな」

「そう言えるなら相性がいいんだろうな。こういう作業が延々と続くから、苦手な奴やつが多いんだ」

　俺は、今まで自分のウッドリング作りに熱中し過ぎて、ラングレイの様子を見ていなかったが、俺が作っている間にもラングレイは幾いくつものボーンアクセサリーのパーツを作っていた。

　また、彼はウッドリングも作っていたが、それは可能な限り薄く削られ、表面には精巧なレリーフが彫られていて、俺が作ったものとの違いがよく分かった。

　正直、年季の差を思い知らされる。

「ユンもやっていて分かったと思うが、木材は金属の塊かたまりと違って独特の癖くせがあるだろ？」

「彫刻刀で削っている途と中ちゆうでつっかえたりする。そこを無理に力で削ろうとすると簡単に割れるってこと、だよな」

「そうだ。木材は、柔らかすぎず硬すぎず。それに癖がある。だから、色んな素材に慣れるにはちょうどいいんだ。まぁ、俺は入門用って位置付けているけど、難易度はゴブリンの角やモンスターの牙なんかに比べれば、断然高いんだよ」

　そう言って、何でもないように笑うが、俺は、今まで駄だ目めにしてきた木材と削りカスを見て、まさかのスパルタ教育だったとは、と表情を顰しかめる。

「そんな顔するなよ。次は、ステップ２にしてラスト。実際に作ってみよう、ってことだ」

　そうして、オトナシが用意した素材を使うように言われた。

　あとは、俺のセンスと感性がものをいう作業というわけだ。




　　　　●




　ラングレイは、ビーズアクセサリー作りへの挑ちよう戦せんに戻り、オトナシも見ているだけではなくて何やら素材を取り出して吟ぎん味みしている。

　一方で俺は、初めてのボーンアクセサリーを作ることになった。

「まずは、どんなデザインの奴を作るかな」

　とりあえず、ゴブリンの角と麻あさ紐ひも、そして小石を手に取ってみる。

「最初は、簡単な奴から作るか」

　俺は、切断用の道具で三本のゴブリンの角を等とう間かん隔かくで輪切りにしていく。輪切りにした角をサイズごとに分けて、小石と一いつ緒しよに一つ一つヤスリで表面や切断面を磨いていく。

　切断面の粗あらさが無くなると、輪りん郭かくを整えて滑なめらかな楕だ円えん形の板状にする。

　そうして、角のサイズごとに大きさの違う丸い艶つややかな部品が全部で二十個近くできあがり、その一つ一つに錐で一か所ずつ穴を開けて麻紐を通す。

　一番大きな楕円形のパーツを中央にして、外側には小さなパーツを配置し、角のパーツの間には、磨いた小こ粒つぶの石を配置して、最後に両りよう端たんを固く結んで余分な紐ひもを切除する。

　デザインとしてはありきたりで、ネックレスにしては大きい。だが、手首に二重に巻けばちょうどいいのではないか、と試しに巻いてみる。

　出来上がったアイテムのステータスは──





小こ鬼おにのブレスレット【装飾品】（重量：２）

ＡＴＫ＋１、ＤＥＦ＋２　追加効果：【鬼き人じん系ボーナス（極小）】






　性能は高くないし、少し重い。素材に小石を使ったために重くなってしまったのかもしれない。まだまだ改良の余地がありそうだ。

　初めて作ったボーンアクセサリーをそっと外して、ラングレイたちの様子を見る。

　ラングレイは、何やらキラキラと光を乱反射する砂を炉ろに入れてドロドロに溶とかしていた。

　それが、冷えて固まり始めると透とう明めいな棒状の素材に変わっていく。ラングレイはそれを再度熱して小さな粒つぶに切り分けて、それらと同じものをどんどんと作っていく。

　ラングレイとは別の炉では、オトナシがインゴットから金属の粒を切り取り、同じサイズの物を延々と作り続けている。

　金、銀、銅などのインゴットからビーズとなる金属の粒を作る他にも、ペンダントトップなどのメインパーツも自作している。

　俺も次のボーンアクセサリー作りを始めてもいいが、ビーズアクセサリーの方にも興味がある。

「けど、邪じや魔まするわけにもいかないしな」

　そう小さく呟つぶやいた俺の目に留まったのは、持ち込まれた素材の中にあるとても小さな宝石の原石だ。

　多分、小さすぎてアクセサリーの台座に使えないのだろうが、俺は、それを研けん磨ましておくことにする。

「まぁ、普ふ段だん慣れたことだからいいか」

　極小サイズの宝石をビーズ用にするために、黙々と研磨していく。流石さすが、ＯＳＯの最大手ギルドだけあって、極小サイズの宝石の原石でも種類は豊富である。

　ペリドット、ラピスラズリ、ヒスイ、クリスタル、アメジスト、アクアマリン、タイガーアイ、ルビーなど……

　研磨した宝石を種類ごとに纏めるだけでも綺き麗れいだ。

「っと……試作品のビーズはこれだけあればいいかな。って、ユン、なにをやってるんだ？」

「ボーンアクセサリー作りが終わって、ビーズアクセサリーにも興味あったからその素材のために宝石を研磨しているところ」

　そう言って、俺がまた新たに極小サイズの宝石を研磨して種類ごとに分けたところで、オトナシもラングレイと一緒になって、俺を呆あきれたように見ている。

「これ、地下室から適当に持ってきた宝石の原石だよね。小さすぎて割れやすい原石をしかもこれだけの数研磨する大変だったでしょ」

「粒の大きさが小さいからビーズにはちょうどいいし、数も揃えやすいよな。うん、ガラス系にメタリック系、宝石系の三種類を作ってみるか」

　揃った宝石を見て、乗り気なラングレイだが、ボーンアクセサリーに使う太い糸を取り出すも、ガラス玉や小さな金属ビーズや宝石の穴には、糸が通らない。

「ラングレイ。それじゃあ通らないよ。使うならテグスかワイヤーのようなもっと細い素材じゃないと。ねぇ、裁さい縫ほう師しの中で使えそうな素材とか道具持っている人いない？」

　俺たちの試みを遠巻きに見ていた同じ生産系のギルドメンバーが、幾つかの道具や素材を貸してくれた。

　ビーズに糸を通すには、裁縫用の針を使えば簡単にできそうだが、普通の糸では強度が足りずに千切れてしまう可能性がある。

　オトナシとラングレイは、ビーズアクセサリーに適した糸の素材に関して頭を悩なやませていたが、俺は一つ使えそうな素材を思いつく。

「ちょっと個室を一つ借りたいのと、使いたい素材があるから地下室から持って来ていいかな？」

　俺の要望に、不思議そうに首を傾かしげるオトナシと、俺が使いたい素材について追つい及きゆうしてくるラングレイ。

「流石に何をするか聞かずに素材と場所は提供できないぞ」

「それは……」

　確かにラングレイに指し摘てきされた通りだ。

　もしかしたら、必要な素材と偽いつわってアイテムを盗とっていく可能性だってあるんだ。個室を使うならなおのこと怪あやしい。

　そういう警けい戒かいをする必要もわかる。だけど、俺にも、素材や作り方を話せない理由がある。そう思って、俺は口を閉じた。

「ラングレイ。ちょっと脅おどかしすぎ。黙だまっちゃったよ」

「いや、疑うわけじゃないんだがな。まぁ、一応そういうことには気を付けるのが普ふ通つうだろう」

　オトナシに脇わき腹ばらを小こ突づかれてそのように返答するラングレイに、俺は答えられる範囲で答える。

「俺が作りたいのは、【金属糸】だ。それと作り方は、その、秘密で」

　エミリさんとの共同製作の【金属糸】の合成レシピはまだ秘密だ。

「あ、あれね。裁縫系の素材だって聞いていたけど、強度はあるからビーズアクセサリーには適しているかもな。それに販はん売ばい元もとが限定されているアイテムだから、レシピは秘密にしていることも知っている……分かった。一応、ミカヅチさんに許可取りに行こう」

「ホントか！　ありがとう！」

　俺は、素直にお礼を口にする。

　そして、一階の試飲会準備をしているミカヅチに相談したら──

「面白そうだから許可する！　あと、終わったら、こっちに来いよ！」

「許可する理由、軽っ！」

　それでいいのか、ギルドマスター。と内心でツッコミを入れる。

　俺は、案内された地下室から目当てのアイテムである【鉄鉱石】と【銀鉱石】、それから【マジカルシルクの切れ端はし】を持ち出した。ポーション作りにも使う【生命の水】は自身のインベントリ内の物を使う。

　それから個室を借りて、それらの素材を【合成】と【錬金】センスを駆く使しして作り変える。

「さて、始めるか。まずは──《錬金》！」

　下準備として【マジカルシルクの切れ端】を錬金の上位変へん換かんで織物に作り変える。そこから下位変換を経由して、今度は糸束に変える。

「最後に──《合成》！」

　そこから、鉱石系アイテム、【マジカルシルクの糸束】、【生命の水】の三種合成を実行する。

「──できた。【鉄の金属糸】と【銀の金属糸】」

　そうして、鉄の強度と繊せん維いのしなやかさを持つ金属糸を複数作り、個室から出ると、それらをラングレイとオトナシに渡わたす。

「これが金属糸か。確かに、強度的には充じゆう分ぶんそうだな」

「結構数ができるんだね」

　金属糸を裁縫用の縫ぬい針ばりに通して、ビーズを一ひと粒つぶずつ糸に通していく。

「おおっ!?　楽だな。早さつ速そく、単種類のビーズで作ってみるか」

　ラングレイの提案で、それぞれ借り受けた針と金属糸を手に取り、好きな種類のビーズの前に座る。

　ラングレイは自身の作った無色透明なガラス玉で、オトナシは研磨した宝石のビーズ。そして、俺は金属ビーズで作り始める。

「面白そう。少し金属糸とビーズを貰もらっていいかい？」

「素材はギルドの地下室にあったものだし、針を借りているから使っていいよ」

　俺に尋たずねて来た道具を貸してくれた裁縫系の生産職の人もビーズを囲んでチマチマと作業を始める。

　俺は、銀のビーズと銀の金属糸でシンプルな銀のアクセサリーを仕上げた。





銀のビーズブレスレット【装そう飾しよく品】

ＤＥＦ＋４、ＭＩＮＤ＋７






　ボーンアクセサリーと同じで、最初はこんな感じでいいだろう。

　オトナシやラングレイのビーズアクセサリーもまた、素敵なものができ上がった。

「おおっ、こういうのってセンスが分かれるな！」

「そう、かな？」

「これは、オトナシに似合ってるよ」

　オトナシが選んだのは、小粒のヒスイだ。

　数粒のヒスイを金属糸に通したら、大きなサイズのヒスイの原石を自分で磨みがき上げて勾まが玉たまの形に整え、それをアクセントにして作り上げている。

　ラングレイの方は、透明なガラス玉では満足がいかないのか、透明なガラス玉のブレスレットに《カラーリング》のスキルを使って色々と配色を試していた。

「ちょっと、失敗したかもな」

「どこが？　結構、いいものだと思うけど」

「僕も、その作り掛かけの奴やつはいいと思うよ」

　俺とオトナシがラングレイの手元を覗のぞき込むと、渋しぶい表情を作るラングレイ。

「最近手に入った【砂結けつ晶しよう】ってアイテムをベースに作ってみたけど、透明だとデザインの幅が狭せまいんだよな。それに《カラーリング》の発色だと安っぽいプラスチックビーズっぽくなる。いいものを作ろうとすると難しいな」

　それでも工夫して、ビーズや金属パーツを個別に作ってチョーカーを仕上げる。

　俺たちの試作品ができる一方で、裁縫師の方も何か作品ができたようで歓かん喜きの声を上げる。

「やったぁ！　できたぁ！」

　その声に振ふり返かえると、煌きらびやかな紺こん色いろのドレスを着たマネキンの前で、彼が万ばん歳ざいを繰くり返している。

　ドレスの裾のレースは、目立たない銀の金属糸を使って銀のビーズを並べ、レースも使って立体的に作られている。

　生地には色とりどりの宝石がちりばめられている。

　そして、胸元に一際大きなトパーズのネックレスを掛けられると、ある光景が見えてきた。

「……夜空？」

「ザッツ・ライト！　紺色のドレスを夜空に見立て、レースで川を表現し！　そこにちりばめられた宝石たちは、夜空に輝かがやく星々を表現する。川と星々のミルキーウェイ！　そして胸元に輝く特大級のトパーズが月を表して完成だ！」

　ミルキーウェイ。つまり、天の川だ。

　製作者の裁縫師のテンションの高さに、俺とオトナシは、ややドン引き状態。ラングレイは、呆れている。

「と、いうことで新しい生産アイテムと装飾技術を広めるために、モデルを探しに行こう！」

「行ってこい」

「行ってらっしゃい。僕らはここで静かにお茶飲んでるから」

「俺も、下に行く気は……」

　ラングレイ、オトナシと続いて俺も断ろうとした時、部屋の扉とびらが力強く開け放たれる。

「お姉ちゃん！　そろそろ見学終わったんじゃない？　下の準備が終わったから行こうよ！」

「……ミュウ」

　俺は、頭痛を抑おさえ込むように、こめかみを指で軽く押す。

　もう少し静かに入室できないのだろうか。と思っていると、ミュウはズンズンと俺たちの前まで来て俺の手を取る。

「お姉ちゃん。来て？」

「はぁ、全く……仕方がないな」

　ミュウが小首を傾げて上うわ目め遣づかいをしてきたら、兄としては断れない。

　それに、ミュウのほんのりと赤らんだ顔を見るに、お酒は飲んでなくても場のテンションに酔よっているといった感じで心配で放ってはおけない。

　俺が渋しぶ々しぶ了りよう承しようすると、ミュウは、満足げにだらしない笑みを浮うかべて笑ってくる。そんなミュウが首を傾かたむけた時、俺たちの後ろに用意されているドレスを目にする。

「あれ？　素敵なドレスだね？　キラキラだ」

「今できたばかりのドレスだけど、モデルになってみる？」

　すっと裁縫師が間に入る。

「いいの？　やった！　お姫ひめ様だ！　でも私は、パラディンだから、姫騎き士しかな？」

　と言って、装備を普ふ段だんの白銀色の鎧よろいから紺色のドレスに着替えていく。場の雰ふん囲い気きに酔よっているミュウは、どうでも良いことに首をひねっているが、まぁいいか、と軽く流す。

　また、そんなミュウに合わせたアクセサリーも幾いくつか身に着けたミュウに手を引かれて、俺は一階へと降りていくのだった。




　　　　●




　ホールの階段をドレス姿で軽快に降りていくミュウ。それに合わせてホールの喧けん噪そうが一いつ瞬しゆんだけ鎮しずまる。

　多くの試飲会参加者の視線が階段を降りてくるミュウに集まり、それを受けてミュウは胸を張って歩いている。

　反対に、俺は気き恥はずかしさからフードを目ま深ぶかに被かぶって少しでもみんなの視線を避さけようとする。

「セイお姉ちゃん！　ユンお姉ちゃんを連れてきたよ！　それとね！　ドレスを着せて貰ったの！」

「あら、素敵なドレスね。ミュウちゃん、一気に大人っぽくなったわ」

　セイ姉ぇの前まで移動したミュウは、嬉うれしそうに照れ笑いを浮かべる。

　周囲を見回せば、既すでに楽しく飲み物や食べ物を囲んでいるグループが目に入り、さっきまで静かな職人部屋に居た俺は、ホールの明るさが眩しく感じて目を細める。

「ほら、ミュウちゃんは、もっと色んな奴らにドレスを見せびらかして来い。嬢じようちゃんは、私とセイの近くだ」

「はーい！　それじゃあ、行ってくるね！」

「嬢ちゃん言うな。全く……わかったよ」

　大人っぽくなったのは外見だけで中身は普段のミュウと変わらないことに和んでしまった俺はセイ姉ぇの近くの椅い子すに腰こしを掛ける。

　そして、目の前に並ぶ酒のつまみに眉まゆを顰ひそめる。

「なぁ、ミカヅチ。なんだ、これは……」

「なにって、宴会料理だな。後から冒ぼう険けん終えて帰って来るパーティーの満腹度回復も兼かねてるぞ」

　そう言って、ミカヅチは、まだ宴会が始まっていないのにチーズやサラミ、ピーナッツ、さきいかなどを摘み食いしつつ、グラスに入った酒をちびちびと飲んでいる。

　試飲会のために呼んだ【料理】センス持ちのプレイヤーはどうしたんだ？

　他のテーブルの料理を見れば、多少は料理センス持ちが気を利きかせて用意しているようだが、圧あつ倒とう的に数が足りていない。

　その理由は、料理センス持ちたちが凝こり性しようで、上品な逸品を作り上げるのに、やたらと時間を掛けているからだ。

「はぁ、全く……食材とつまみを少し貰っていいか？」

「なんだ？　作ってくれるのか？」

「ちょっとだけな……」

　俺は、近くに居る料理センス持ちに声を掛けて、少しだけ食材を分けて貰った。

　彼はキャンプイベントの時に【料理】センスを取得したプレイヤーで、互たがいに覚えていたので、すんなりと食材やつまみの予備を分けて貰えた。ある程度の調味料や道具は、自分のインベントリの中に常に入っている。

「まぁ、定番の奴から作りますか」

「酒によく合う料理を頼たのむな！」

「どこのおっさんだよ、ミカヅチは」

「あはははっ……でも、私もユンちゃんの料理を久しぶりに食べられるのは嬉しいな」

　遠方の大学に進学したセイ姉ぇにそう言われると少し嬉しいが、言葉には出さずに黙もく々もくと料理を作る。

　分けてもらったジャガイモの皮を剝むいて、適当な大きさに切ったら、ソーセージを適当な大きさに切って、オリーブオイルとニンニク、塩コショウで味付けして十分に火を通せば──ジャーマンポテトの出来上がりだ。

　続いて、今度はジャガイモをスライスしてピザ生地代わりに器に敷き詰め、上からトマトソースを塗ぬってタマネギ、ピーマン、サラミ、そして千切ったチーズを乗せてオーブンで焼けば──ジャガイモのピザ。

　他にも、燻くん製せいイカとキュウリのサラダや、ポテトサラダなどを作った。

　どれも短時間で作れる簡単レシピで、大人数向けの家庭料理と言ったところだ。

「おおっ、あの地味なつまみに華はなやかさが生まれた！」

「それに美う味まい。味が濃こいめで、飲み物が進むな！」

　先に出来上がった料理を取り分けて食べ始めている。

「あー、やっぱり欲しいなぁ。一家に一人の【保母さん】が」

「【保母さん】の料理美お味いしいよ！　最高！」

　俺の作った料理を食べた人たちが食べる手をとめずに言ってくる。

「はいはい。あと、【保母さん】言うな。けど、まだ料理が足りないな」

　俺は、作った端からすぐに消えていく料理を見ながら、ＯＳＯ的ご都合仕様で調理器具の汚れが時間経過で消えるのを有難いと思いながら、定番の油ものを作り始める。

　最初に、水を加えて練った小麦粉の皮でチーズを巻いて揚あげたチーズの包み揚げのを作り始めたところで──

「俺、鳥のから揚げが食べたい」「あ、じゃあ俺はかき揚げ」「野菜の素す揚あげとかが食べたい」「焼きイカ用のイカがあるからイカリングにしてくれ！」「俺はエビフライ！」

　好き勝手に言い始める宴えん会かい参加者の一部にイラッとしながら、手元にそれらを作る食材がないことを言い返す。

「食いたいなら食材を持って来いよ！　生産職だって、ないものからは何も作れないぞ！」

　渾こん身しんの切り返しだと思った。だが、次の瞬しゆん間かんに俺は負けたと理解した。

　なぜなら、全員が食材を取り出したからだ。

「から揚げにミルバードの肉って使えるか？」「俺は、植物系ＭＯＢのドロップ野菜」「エビに似た味のＭＯＢだけどいいか？」

　なんで持ってるんだよ。とツッコミを入れそうになるが、俺は、全くと溜ため息いきを吐ついて、それらの食材で料理を作り始める。

　オードブル用の大皿も用意されて、休む暇ひまなく延々と揚げ物を揚げていく。

　そして、食材が尽つきたところで俺はやっと料理作りから解放され、セイ姉ぇの方へと戻もどっていった。

「はぁ～、疲つかれた」

「はい。ユンちゃん。【シユの実】で作った梅ジュースだよ」

「セイ姉ぇ、ありがとう。──ぷはぁ、生き返るなぁ」

　喉のどを鳴らしながら飲むジュースは、普段より美味しく感じた。心地ここちのいい疲ひ労ろう感に何の気なしにあたりの様子を眺ながめていると、ミカヅチが隣となりにやって来た。

「いい気分転てん換かんにはなったか？」

「ミカヅチ。まぁ、【細工】センスの幅はばの広さとかも実感できたかな」

「そりゃ重ちよう畳じよう。あんまり肩かたの力を入れ過ぎるなよ。たまには普段やっていることと違ちがうことをしてみると効率があがるものだ」

「そういうものかな？」

　俺は、コップに注がれたジュースに再び口を付けながら、左脇わきに寄り添うザクロと膝ひざ上うえに頭を乗っけて来るリゥイを撫なでる。

「ギルドじゃ色々なセンスのレベリングも手伝っている。嬢ちゃんはなにか取得してみたいセンスとかないか？」

「突然そう言われても……」

　俺は、なにかなかったか、と考えて、一つだけやりたくても出来ないことがあるのを思い出した。

「一応あるけど……」

　ミカヅチと俺の会話を聞きつけたセイ姉ぇがそこで声を上げる。

「ユンちゃんがギルド主しゆ催さいのハイパースピードレベリングを受けるの？」

「なになに!?　お姉ちゃん新しいセンス取るの？　どんなセンスを取るの!?」

「セイ姉ぇにミュウ。まぁ、ミカヅチに勧すすめられて、やってみようかな、って考えてるだけで……」

　セイ姉ぇは、ちょうど宴会の準備の細かい指示を終えたところで、ミュウは天の川のドレスを堪能して普段の装備に戻ったところで話に加わって来た。

「それで、それで！　今度は、どんなセンスを取るの？」

「えっと……その──状態異常バツドステータス耐たい性せい系センスを取ろうと思うんだ」

　俺がまた変わり種のセンスを取るのを期待していたのか、そうじゃなかったので、ミュウはがっかりした表情をしている。逆にセイ姉ぇとミカヅチは、楽しそうな表情で理由を聞いてくる。

「それで、なんでそれが欲しいんだ？」

「グランド・ロックの体内ダンジョン攻こう略りやくで敵ＭＯＢが、死に際ぎわに状態異常バツドステータスを引き起こす液体を撒まき散らすし、俺自身【調薬】センスで状態異常バツドステータスになる可能性もあるから……」

　グランド・ロックのクエストを攻こう略りやくするためと自分のため、と説明してから、まだ自分は完全には気分転換できていないと思ってしまう。

「実際にこの前、ポーション作りの作業中にうっかり予定にない素材を混ぜちゃって……」

　乾かん燥そうさせていた各種毒草や状態異常バツドステータスの効果を齎もたらすＭＯＢのドロップなどを、誤って全て大おお鍋なべに落としてしまった。

　その結果、大鍋から吹ふき上がる各種状態異常バツドステータスを引き起こす毒どく霧ぎりを吸い込み、俺は【アトリエール】の工こう房ぼう部の冷たい床ゆかに倒たおれ込むことになった。

　あの時は、危険を察知したリゥイが工房部全体を【浄じよう化か】の光で包み込んでくれたために事なきを得たが、二度と同じことがないようにしたい。

「だから、保険としてそう言った耐性系センスが欲しいかな、って……」

「なんというか、予想の斜ななめ上というか、ユンちゃんらしいわね。実は私も取りたい状態異常バツドステータス耐性があるのよね」

「なら、嬢ちゃんと一緒に取得するか」

　苦笑するセイ姉ぇと、ニヤニヤと笑っているミカヅチ。その一方でミュウは、話に入れずやや不満げな様子だったが、一度目を伏ふせて口を開く。

「私も耐性センス取る！」

「ミュウちゃんも？　ミュウちゃんは、【回復魔ま法ほう】で耐性に対する手段とかあるでしょ？　それに耐性系アクセサリーとかもある」

「でもユンお姉ちゃんだけ楽しそうなことするのはズルい！」

「いや、レベリングって楽しいのかな？　それに耐性系ってつまり、反復してそれを受け続けるってことだから大変だと思うんだけど」

「くくくっ、いいじゃないか。ミュウちゃんもパーティーメンバー誘ってくればいいさ。【ヤオヨロズ】式の状態異常バツドステータス耐性センス取得ブートキャンプを見せてやるよ」

　俺が首を傾かしげる一方で、ミカヅチは、面白いことになるぞと許可を出してしまう。

　俺は、大だい丈じよう夫ぶだろうか、と心配になるが、ミカヅチに大丈夫だ、と軽く肩を叩たたかれてしまう。

　そして、少し落ち着いたところでミカヅチから改めて言われる。

「一応、うちのギルドのやり方だけど、必要なアイテムの調達や準備は手伝ってもらうけどいいか？」

「ああ、それくらいなら問題ないぞ」

「そうと決まれば、二人にこれを渡わたしておこう」

　ミカヅチは、俺やミュウという部外者のプレイヤーに、銀色の招待状を渡してくる。

「これは、【ヤオヨロズ】への期限付きの招待状だ。それがあれば一ヵ月は自由に【ヤオヨロズ】に出入りできる」

「これって、実質ギルドの仮加入証なんじゃ？」

　俺が小さく呟つぶやくと、くくくっと喉を鳴らして笑うミカヅチ。

「それに思い至るとは少し調子が戻って来たようで安心した。さぁ、ここからは宴会だ！」

「ミカヅチ。お前は、どこのおっさんだよ」

　未成年の俺やミュウ、セイ姉ぇも居る中で酒杯を掲げるミカヅチ。一応、未成年プレイヤーにはジュースが配られているので、配はい慮りよはある。

「それじゃあ、始めるぞ！　──乾かん杯ぱい！」

「「「かんぱーい！」」」

　ギルドホールに宴会参加者の声が響ひびき、飲んで食べての騒さわぎが始まる。

　中には、宴会のノリのままパーティーを組んでそのまま出かける人や、入れ替かわりに冒険を終えたプレイヤーたちが帰って来て参加したりしている。

　俺は、途と中ちゆうで足りなくなった料理をまた作り、ミュウは歌って踊おどって騒いで楽しんでいた。

　セイ姉ぇはホールの端はじっこに座って俺の作った料理を食べて楽しみ、ミカヅチはギルドメンバーと交流してはセイ姉ぇの傍に戻って酒を楽しんでいる。

　こういう騒がしい雰ふん囲い気きは、俺には合わないが、たまには悪くないかもしれないと思う。

　そんな中で、セイ姉ぇとミカヅチに近づいてくる数人のプレイヤーがいた。手には紙束を持ち、その手て振ぶりを交まじえた説明を、俺は何の気なしに眺める。

　セイ姉ぇもミカヅチも楽しそうに相あい槌づちを打って、時折言葉を返しているようだ。だが、宴会の騒ぎの声で、内容までは窺うかがえない。

　そして、ミカヅチが俺の方を見て、ニヤッとした笑いを送って来た。

　何かあるか、と思いドキリとしたが、ミカヅチはそれだけで目線を逸そらして、紙束を持っていたプレイヤーたちとの話を終えた。

　紙束を持っていたプレイヤーたちは、いい内容の話だったのか上じよう機き嫌げんで宴会の輪の中に加わる。セイ姉ぇとミカヅチもその場で飲み食いに戻る。

　俺は、少し好こう奇き心しんが刺し激げきされたために、料理と飲み物を持ってそっとセイ姉ぇとミカヅチに近づく。

「料理と飲み物のおかわりは要いるか？」

「おっ、気が利くな。頂こう」

　ミカヅチのコップに新しいお酒を注ぎながら、それとなく先ほどのことを尋たずねる。

「さっき、誰だれかと話していたよな。あれって何を話していたんだ？」

「うーん、とね。あれは……」

　ここに来て俺は、少し話に踏ふみ込み過ぎてしまったんじゃないか、と後こう悔かいする。これがギルド関係の内容なら俺は完全な部外者だからだ。

　そして、セイ姉ぇとミカヅチの答えは──

「……楽しいことの準備かな？」

「くくくっ、ああ、楽しい楽しい旅行の準備さ」

　このＯＳＯの世界で旅行とは、また珍めずらしい。転移用オブジェクトのポータルを利用すればどこにでも跳とべるゲーム世界で旅行とは、何かの謎なぞ掛けだろうか。

　俺は、首を傾げながらも、二人の話の正確な内容を計り知ることはできなかった。







　　　二章　耐性センスとレベリング







「ユンちゃん！　こっちに軽い食べ物と飲み物！」

「俺たちには、ガッツリ系の食べ物を頼たのむ！」

「はーい！　今、伺うかがいます。……って俺はなにをやっているんだろうな」

　はぁ、と小さく溜ため息いきを吐つきながら、黒いスラックスに白いワイシャツという給仕姿で、俺は【ヤオヨロズ】のギルドホールを行き来している。

　事前に作り置きした料理をアイテムボックスから取り出して、各テーブルに運んでいる。

　ギルド【ヤオヨロズ】での状態異常バツドステータス耐性レベリングがすぐにすると思いきや、準備が必要だということで、俺はしばらくの間【ヤオヨロズ】のホームで自由に過ごしていいと言われた。

　だが、何をして過ごせばいいのか分からずに、普ふ段だん通りにポーション作りでもしようと考えたが、折角の機会なので色々見て回ることにして、ブラブラとギルドホールで時間を潰つぶすことにする。

　たまにラングレイとオトナシのいる職人部屋にお邪じや魔ましてビーズアクセサリーの研究をしたり、地下室の不要アイテムを整理したり、【料理】センス持ちたちによるギルド内の軽食サービスの手伝いもしている。

「はい。軽めのサンドイッチと、がっつりの照り焼きチキン定食な」

「ありがとう。うはっ！　おいしそうだな、ユンちゃんの手料理」

「残念だけど、今日のメニューは、昨日の作り置きだ。俺が手伝った奴やつが出るのは明日あしただぞ」

　俺の手料理目当てのギルドメンバーは、がっくりと肩かたを落とすが、美お味いしい、と言いながら料理を食べてくれる。

　俺がこうした給仕の真ま似ね事ごとをするのは、【アトリエール】のカウンターでの楽しみの一つと同じことが楽しめるからだ。

「それでな。俺が、言ったわけだよ。──『このダンジョンで長く狩かり過ぎたからそろそろ戻もどろう』って。だけどな。こいつが『まだいける！　まだいける』って！」

「お前だって強く反対しなかっただろ。その時点で同罪だろ」

「それでその後、エリアを徘はい徊かいする強ＭＯＢと遭そう遇ぐう。それが二体同時だったんだよ。だから、その時俺は、死に戻りを覚かく悟ごしたね」

「それで、その後はどうなったんだ？」

　給仕姿の俺は、暇ひまな時に居合わせたプレイヤーから色々な冒ぼう険けんの話を聞いている。

【アトリエール】に来るプレイヤーから聞く冒険譚たんもワクワクさせられるが、【ヤオヨロズ】はＯＳＯトップ規模のギルドだけあって、プレイヤーの体験談がとても多い。同じエリアでも生まれる物語が全く違ちがうのだ。

「──ってわけで、俺はこいつを盾たてにしながら一体を何とか倒して、残り一体から逃にげ出したわけだ」

「だよな。あの時はお前、悪い状じよう況きようの割には、全然ＨＰ減ってなかったからな。お前のどこが剣けん士しなんだよ。斥せつ候こうか忍にん者じやの間ま違ちがいだろ」

　サンドイッチを頰ほお張ばる剣士と照り焼きチキンを食べながら相方に文句を言う二人組の話は中々に面白かった。

「ユンさん。セイさんが呼んでいるからこっちに来て」

「あ、はーい。今行きます。それじゃあ、ごゆっくり」

　俺は、ホールから見えづらい位置に用意された調理設備の方へと駆かけていく。

「ユンちゃん、お疲つかれ様さま。調子はどう？」

「まぁ、気分転てん換かんにはいいかな？　どう、この服？　自分で選んだんだけど……」

　給仕用に仕立てて貰もらった黒いスラックスと黒いベスト、それに白いワイシャツに小さな黒い蝶ちようネクタイと、結構シンプルでカッコ良くて気に入っている。

　そして、セイ姉ぇの反応は──

「うん。とっても可愛いよ。夜のレストランでシャンパンとかサーブしそう」

「か、可愛い？　カッコいいじゃなくて？」

「うん。ビシッと決めたできる女の……ううん。できる人って感じ」

　セイ姉ぇ。今、女の人って言おうとした？　それってスラックスとか穿はいてても俺の見た目はやっぱり女性ってことで……。

　その事実に気がついて、がっくりと肩を落とす。

「？　どうしたの、ユンちゃん。そんなに項うな垂だれて……」

「い、いや、何でもないよ。それより俺を呼んだ理由はなに？」

「うん、ユンちゃんの状態異常バツドステータス耐たい性せいレベリングに必要なアイテム探しをちょっと手伝って欲しいのよ」

　セイ姉ぇが俺を呼んだ理由を尋ねると、そう答えが返って来る。

「わかった。すぐに装備を替えるよ」

　俺は、給仕用の服から普段の装備であるオーカー・クリエイターに切り替えて、セイ姉ぇと共にギルドに設置されているミニ・ポータルで第二の町近くへと跳んだ。

　そこから近くの森林に入り、共に奥を目指す。




「ユンちゃん、ごめんね。手伝わせちゃって」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。むしろ、セイ姉ぇが頼たよってくれて嬉うれしいくらいだから」

　それに耐性レベリングを頼んだのは、俺なのだ。準備くらい喜んで手伝う。

「それでセイ姉ぇ？　探すアイテムはなに？」

「えっと、探すのは、【狂くるいの睡すい蓮れん】ってアイテムだけど、どんなものか、私は分からないんだ。ユンちゃんは知ってる？」

　そう言って、メニューのメモ機能で必要なアイテム名を確認するセイ姉ぇ。

　俺は、そのアイテム名に心当たりがある。

【狂いの睡蓮】──それは、見た目は普ふ通つうの睡蓮と変わらず、特に状態異常バツドステータスになることはない花だ。

　しかしその花から抽ちゆう出しゆつしたエキスを精製することで、【眠ねむり】と【混乱】の状態異常バツドステータスを与あたえる薬を作ることができる強力な毒花だ。

「知ってる。というか、失敗の記き憶おくがあるというか」

「失敗の記憶？」

「ちょっと前に作った【属性軟膏エレメント・クリーム】の香かおり付けに色々な花のエキスを使ってみたんだ」

　以前、【属性軟膏エレメント・クリーム】の属性検証のために色々なＭＯＢの素材を使って混ぜ込んだ中に、香り付けのために花などのエキスを加えたことがある。

　その中で、精製前の状態異常バツドステータスのない【狂いの睡蓮】の花のエキスを使ってみたら見事に状態異常バツドステータスが発生したことがあった。

　だから、そのことを思い出して少し顔を顰しかめてしまった。

「でもなんでこの【狂いの睡蓮】が必要なんだ？」

　強力な毒薬になるが、【狂いの睡蓮】から精製した毒薬は少し使いづらい。

　精製した薬は、【眠り】と【混乱】の状態異常バツドステータスを与えることができる。だが、動きを止める【眠り】の効果と動きを活発にさせる【混乱】の効果の組み合わせの悪さから、安定しない状態異常バツドステータス薬の一種というのが一般的な認識だ。

　運よく眠って動きが止まればいいし、逆に暴れて動きが単調になってもいい。そんなギャンブル的な使い方のアイテムだ。

　薬の作製難易度はやや高めなうえに、効果面での需じゆ要ようが低いため、あまり採取されないという珍しい素材である。

「ユンくんのレベリングに使うのもあるけど、ちょっと【ヤオヨロズ】のストックが切れていたからその補ほ充じゆうも兼ねて……」

「けど場所が分からずに俺に頼った、と」

「ごめんね。ユンちゃん」

「あはははっ、仕方がないよ。分かり辛づらい場所なんだから」

　俺は笑って許し、森の中の茂しげみを搔かき分けて進む。実際、【狂いの睡蓮】の採取ポイントは、見つけ難にくいだけではなく、コツが必要だったりする。

「セイ姉ぇ、睡蓮の採とれる場所に到とう着ちやくしたよ」

　そう言って、セイ姉ぇを茂みの奥に誘ゆう導どうすれば、木々のない開けた場所に出て、綺麗な小川の水が流れ込む小さな池へと辿たどり着つく。

　そこでは、薄うす赤あか色や青、白色の睡蓮が水面で花を咲さかせている。

「綺麗ね、ユンちゃん。ここが？」

「そう、【狂いの睡蓮】の採取ポイント。一応、セーフティーエリアでもあるから、敵とか気にしなくていいよ」

　俺は、そう言って、靴くつと上着を脱ぬいで池の中へと入っていく。

「こうやって水中で茎くきを折れば簡単に採れるよ」

　俺は、セイ姉ぇに実演しながら膝ひざ上うえまである池の水の中に手を突つっ込こんで、水中で花のすぐ下の茎をポキっと軽く折って回収する。

　セイ姉ぇも俺のやり方を見て、やれそうだ、と思ったらしく、池の中に入って来るが──

「きゃっ!?　冷たい」

「ごめん。結構冷たいってことを注意するの忘れてた。大丈夫？」

「大丈夫。びっくりしただけだから」

　そう言って、セイ姉ぇが再び池の中に入って来るが、浅い場所から徐じよ々じよに深くなり膝上の深さのところに来る前に俺がストップを掛かける。

「セイ姉ぇ、ストップ！　マントが濡ぬれてる。それにそのミニスカートで屈かがむと色々と大変なことになる！」

　俺は、慌あわててセイ姉ぇを池の縁へりの方へと追い返す。

「ユンちゃん？　ああ、そうね。ユンちゃんみたいに半はん袖そでや短いズボンならいいけど、私の装備は濡れると困る物よね」

　セイ姉ぇは自身のミニスカートを押さえてモジモジとする。いくらスカートの中身が見えないように補正が掛かっているとしても、大だい胆たんなポーズを取ることを想像して恥はずかしさを覚えたようだ。

　普ふ段だん、水属性の魔ま法ほうを使っているために、自分が濡れる、ということを失念していたセイ姉ぇは、俺に尋たずねてくる。

「ユンちゃん、どうしよう」

「セイ姉ぇ、ここでの採取に適した服装ってない？　濡れても大丈夫な装備とか」

「ええっと、あるにはあるけど……」

　セイ姉ぇは躊躇ためらいがちに言い、あるなら問題ないと判断した俺は再び睡蓮の採取のために水の中に手を突っ込む。

　ポキポキと次々に茎を折って集めていると、セイ姉ぇが準備を終えたらしい。

「ユンちゃん。装備、替えたよ」

「それじゃあ、セイ姉ぇも……ってなんでその装備!?」

「へ、変かな？　水着なんだけど……」

　セイ姉ぇは、不安そうに尋ねてくるが、俺は頭を押さえて唸うなり声を上げる。

　確かに水辺の活動には適しているけど、セイ姉ぇの格好はある意味際きわどい。

　前屈みで花を採れば、前では大きな胸が強調され、後ろからはその綺麗なお尻しりの形が分かってしまう。

　その無防備な姿を、万が一にも見知らぬ男に見られるなどあり得ない──弟としては姉を守らねば！

　その考えに思い至った瞬しゆん間かんに、俺は持てる全センスを使ってセイ姉ぇを守ることを誓ちかう。

「──《ゾーン・クレイシールド》！」

　俺は、池の外周に土つち壁かべを作り出し、周囲からの視線を遮さえぎった。

　が、一度に生み出せる十数の土壁では全てを覆おおいきれずに、ＭＰポーションを使いつつ二度ほど追加で土壁の遮しや蔽へい物を作り上げる。

「セイ姉ぇ！　これで安心だよ。さぁ、早く花を集めちゃおう」

「う、うん。この格好で集めても大丈夫なんだね」

「……今は大丈夫だから。次からはもう少し布面積の多い水辺作業用の服を作ろうな」

　普段は、しっかり者の頼れるお姉ちゃんなのだが、たまにこういう無防備なところがあるから心配だ。

　その後、セイ姉ぇが水着姿で睡蓮の花を集める姿にドギマギしつつも、俺は夢中で必要数を集めた。

　帰る前に、池の辺ほとりで池に足を浸けてお茶を飲みながら休む頃ころには、セイ姉ぇも普段の装備に戻もどりほっと一安心する。
















「セイ姉ぇ。なんで水着なんか持ってたんだ？」

「えっと……その、夏にユンちゃんとミュウちゃんと水遊びする機会があるかな？　と思って作って貰ったやつなの」

　結局、使う機会はなかったけどね。と苦笑いを浮うかべるセイ姉ぇ。

　なんだか、俺たちのことも考えてくれていることを嬉しく感じながら、セイ姉ぇと一いつ緒しよに冷たい水の中で足をバタつかせて姉弟きようだいの触ふれ合いを楽しんでいると、インベントリ内の召しよう喚かん石にいるリゥイとザクロが強制的に姿を現した。

「きゅ～」

「うわっ!?　リゥイにザクロ!?　忘れたわけじゃないけど、俺たちだけで楽しんでごめんな」

　リゥイとザクロが俺に頭を擦こすり付つける。そして、セイ姉ぇがリゥイに手を伸のばす。

「あっ……」

「ふふふっ、ユンちゃんのリゥイは触さわり心地ごこちがいいわね。癖くせになりそう」

　普段、人に触らせないようにするリゥイがセイ姉ぇに触れることを許し、ザクロもセイ姉ぇに顎あごの下を撫なでられて、気持ち良さそうに目を細める。

　普段、セイ姉ぇと関わることの少ないリゥイとザクロだが、キャンプイベントの時の出来事を覚えているのか、セイ姉ぇには、心を許しているようだ。

「さぁ、そろそろ戻りましょうか」

「そうだな。戻って【狂いの睡蓮】から毒薬を作らないとな」

「ユンちゃんは気にしなくていいよ。それは他人に任せて、ユンちゃんは耐性センスのレベリング頑張ってね」

　セイ姉ぇにそう言われ、はっとする。

　今は、気分転換のために【ヤオヨロズ】に身を寄せているのに、また【調合】のことに思考が向いていた。

　セイ姉ぇだけでなく、リゥイやザクロにまでじっと見みつめられる。

「うん。戻ったらゆっくりするよ」

「ギルドにも【調合】できるプレイヤーがいるから、その人たちに任せましょう」

　セイ姉ぇが、ふっと表情を和らげると、それにつられて俺も笑みがこぼれる。




　　　　●




　耐たい性せいセンスのレベリング準備が整ったということで、【ヤオヨロズ】のギルドホームの外にある訓練場には、俺以外にはミュウとそのパーティーメンバーたちだけが集まっていた。

　待っている間のミュウは、リゥイとザクロをこれでもかというくらいに撫でる。

　もう慣れているリゥイとザクロは、早く終われといった雰ふん囲い気きでされるがままだ。

「楽しみだね、お姉ちゃん。どんなレベリング方法なのかな？」

「ポーションとかで任意の状態異常バツドステータスを誘ゆう発はつする。って方法かな？　でも、あの手のポーション使うと気持ち悪くなってくらくらするから、ちょっと俺は、苦手かな。そう言えば、ルカートたちも耐性系センスを取りに来たんだよな」

　俺がミュウのパーティーメンバーに尋ねると肯こう定ていする。

「はい。ギルド【ヤオヨロズ】の内部にも興味がありましたので、ユンさんの耐性レベリングに便乗する形で来ました」

「ボクらも、ギルドには無所属だけど、興味がないわけじゃないからね。一応、ユンさんと同じで見学って感じ」

　ルカートの言葉に加えて、ヒノも説明してくれる。

　その一方で、コハク、トウトビ、リレイの三人は、取得するセンスに関して相談していた。

「どのセンス取る？　うちは、【呪のろい耐性】やな」

「……魔ま法ほう使いですからＭＰの減少は痛いですものね。私は、【毒耐性】でしょうか。一応取得したまま伸ばしていないセンスですから」

「ふふふっ、私は何にしましょうか。正直、どれを取ってもいいんですけど、コハクと同じ【呪い耐性】を取りましょうか。後は、装備でカバーしましょう」

　三人の話に耳を傾かたむけていると、どうやら俺のように八種類全部のセンスを取るつもりはないようだ。

　そこへ、耐性系センスの取得を手伝ってくれるミカヅチとセイ姉ぇがやって来た。

「みんな集まってるな。それじゃあ【ヤオヨロズ】式耐性センス取得ブートキャンプを始める前に幾いくつかの説明をするぞ」

「説明？」

「まぁ、そんなに堅かた苦くるしいものじゃない。センス取得のためのレベリング方法と、メリットとデメリットの説明だ」

「それを聞いた上で、もう一度自分のセンスの取り方を考えてね」

　セイ姉ぇがそうフォローを入れて、誰だれも質問がないのを確認してミカヅチが話し始める。

「それじゃあ、まずは、今回の状態異常バツドステータス耐性系センスのレベリング方法だが、簡単に言えば、最初から強い毒を使う、だ」

「詳細の前に、メリットとデメリットの説明ね。メリットは、短期間で目当ての耐性センスを習得できることね。私やギルドの多くのメンバーは、これを使って耐性センスを得たわ。逆にデメリットとしては、耐性センスは種類が多いから、全部取るとＳＰセンスポイントの数が増えてしまうの。ＳＰが増えすぎると、その取得量によってポーションの回復量制限が掛かってしまうわ」

　そう言って俺の方を見るセイ姉ぇ。確かに、初心者ポーションは、ＳＰの取得合計量が一定数超こえたら回復量が下がるし、ポーション、ハイポーションも同じように回復量制限がある。

　実際に、ギルドの検証好きのレベリングマニアは、手当たり次第にセンスを取得した結果ＳＰ量が増えてしまい、今は回復制限のないブルーポーションを使ったりしている。

　だから、あえてそのリスクを覚悟して多くの耐性系センスを取るか、それともこれからのプレイを考慮して取るべきセンスを絞るか、選ぶ必要がある。

　ミュウたちもそれは分かっているようで、既すでに一人が一つか二つ新しいセンスを取り、後は装備やアイテム、回復魔法でそれはカバーする予定らしい。

「はいはーい！　私は、【魅み了りよう耐性】を取りたいと思います！」

　ミュウが手を上げてそう言う。

「それじゃあ、セイと一緒だな。私の持っている特別強力な状態異常バツドステータス薬をやるから、二人で少しずつレベルを上げてくれ」

　そして俺は──

「それでユンちゃんは、どうするの？」

「俺は……やっぱり全部取ります」

「くくくっ、また嬢じようちゃんは難なん儀ぎなことをするなぁ。まぁいい。じゃ、センスを取得してくれ。装備した後にレベリング方法を説明する！」

　ミカヅチに促うながされて、俺は八種類の耐性センスを取得し、装備した。






　所持ＳＰ27

【調薬Ｌｖ42】【料理人Ｌｖ11】【毒耐性Ｌｖ１】【麻ま痺ひ耐性Ｌｖ１】【眠ねむり耐性Ｌｖ１】【呪い耐性Ｌｖ１】【魅了耐性Ｌｖ１】【混乱耐性Ｌｖ１】【気絶耐性Ｌｖ１】【怒いかり耐性Ｌｖ１】




　控ひかえ

【弓Ｌｖ46】【長弓Ｌｖ20】【空の目Ｌｖ12】【俊しゆん足そくＬｖ10】【看破Ｌｖ20】【魔ま道どうＬｖ11】【付加術Ｌｖ36】【地属性才能Ｌｖ27】【錬金Ｌｖ40】【合成Ｌｖ41】【生産の心得Ｌｖ42】【調教Ｌｖ14】【彫ちよう金きんＬｖ23】【泳ぎＬｖ13】【言語学Ｌｖ24】【登山Ｌｖ21】








「それじゃあ状態異常バツドステータスのプロセスの説明をするが、状態異常バツドステータス攻こう撃げきを受けた時、そして回復した時にはその量に応じた経験値が入る。身体系ならＤＥＦ、精神系ならＭＩＮＤのステータスの値で抵抗レジストして、ステータスが高ければ状態異常バツドステータスを弱めたり、また回避しやすい」

　極論、ＤＥＦとＭＩＮＤのステータスが高ければ、耐性センスなど要いらない、とミカヅチは言い切り、その極きよく端たんな物言いに、セイ姉ぇは苦笑いを浮かべている。

「そして、耐性センスの役割は、そうしたＤＥＦやＭＩＮＤの抵抗レジストの底上げや一定量の状態異常バツドステータスの無効なわけだが、レベルが高いほど耐性が掛かかり辛づらく、回復の時間も早くなる。が、その辺の話は今回のレベリングに不要だから飛ばすな」

「飛ばすのかよ！」

「そうだ。それでさっきも言ったが、今回は強い毒を使う。具体的に言うと【毒１】から回復する時に得られる経験値よりも【毒５】から回復する時に得られる経験値の方が遥はるかに多い。それを利用して、状態異常バツドステータスの強度を最初から５にし続けて、継けい続ぞく的に経験値を得る」

　そのために、ミカヅチとセイ姉ぇの二人が外部から状態異常バツドステータスの管理をするという。

「まぁ、それがレベリングの基本で、プレイヤーの意思に反する行動を取る【魅み了りよう】と【混乱】、【怒り】は後回しだ」

「それじゃあ、それぞれ対応するセンスの道具を貸し出すからね」

　そう言って、セイ姉ぇはミュウたちの方へと向かい、俺もそれに混ざろうとするが、ミカヅチに止められる。

「おっと、嬢ちゃんは、私とだ」

「ミュウたちと一緒じゃないのか？」

「嬢ちゃんは、八個同時に取ったから特別コースだ。最初は、【毒】【麻ま痺ひ】【呪い】の三種類をやって次に【眠り】と【気絶】。最後に【魅了】と【混乱】、【怒り】の三段階レベリングをやる」

　そうして、渡わたされたアクセサリーには見覚えがある。

「これって……状態異常バツドステータス誘発のアクセサリーだよな。それもこんなに……」

　ミカヅチが取り出したのは、夏のキャンプイベントで入手可能な、状態異常バツドステータスを誘発する呪いのユニーク装備だ。

　俺も全八種類を持っているが、その強力な状態異常バツドステータスの効果のせいで、装備せず飾かざってデザインの参考にしているくらいだ。

「【毒】と【麻痺】【呪い】の状態異常バツドステータスリングだ。それを三個ずつ装備して、高レベルの状態異常バツドステータスを受ける。そして、効果が軽減される度たびに経験値を得るって寸法だ」

　他に、ギルドで用意した各種状態異常バツドステータスの毒薬も併へい用ようしてのレベリングだ。と告げてくる。

　近くでは、ミュウたちが既に選せん択たく・取得した耐性センスのレベリングを始めており、俺もそれに倣ならって両指に九個の状態異常バツドステータスのリングを装備する。

　なんか成金みたいだ、と思いながら、ミカヅチに手て渡わたされた毒薬を次々と飲む。

「うへっ、マズっ……」

「我が慢まんしろ。レベリングのためだ」

　毒薬は、酢すのようなキツイ味で、次に飲んだ痺しびれ薬は舌まで麻痺して、味など殆ほとんど分からなくなった。

　体が麻痺して腕うでがうまく動かせないために、【呪い】を誘発する呪じゆ詛そ薬が飲み込めない。

「した、しひれて、うまく、しゃへれない。きもひわるい」

「くくくっ、そのまま横になってろ。毒と麻痺で辛つらいだろうけど、レベルアップすれば、少しは楽になる」

　毒の効果でジリジリとＨＰが減っていくのを見ながら、訓練場の端はしに敷しかれたシートに横になる。

　毒薬と痺れ薬で受けた状態異常バツドステータスの強度は３だが、すぐにリングの効果も加わり、一気に三種類の状態異常バツドステータスが５まで跳はね上がる。

　毒は熱っぽい気持ち悪さで、麻痺は手足の痺れが地味に辛い。そして、遅れて発生する状態異常バツドステータスのリングによる呪いの効果は、体が何となく重い感じだ。

　具体的に言うと、風か邪ぜ気ぎ味みな時のような感じだ。

「口の痺れはなくなったけど、更さらに気持ち悪くなった」

「ＨＰもいい感じで減り続けているな。ほら、回復のためのハイポーションだ」

　横になった俺は、痺れる手で手渡されたポーション瓶びんを何とか握にぎり締しめて、口を付ける。舌先が上う手まく動かないので口の端から顎あごへとポーションが零こぼれ落ちるが、気にしている余よ裕ゆうはない。

　耐たえられないほどじゃないと思いながら、浅い呼吸を繰くり返し、目を瞑つぶって堪こらえる。

　横になった状態の俺に、心配そうに寄より添そうリゥイとザクロ。

　はぁ、湯たんぽみたいで温かい。と思いながら、ザクロを体の前に抱だき寄せると、リゥイは背中側に座り背中を温めてくれる。

　普ふ段だんならリゥイの浄じよう化かによってすぐに状態異常バツドステータスから回復するが、これはレベリングであるために浄化は行わずに、ただＨＰが尽つきないように回復魔ま法ほうを使ってくれる。

「……そう言えば、ミュウたちは」

　首だけ動かしてみると、やはり変調を感じている者もいるようだ。

【毒】の耐性を選んだトウトビが一番重じゆう症しようで座り込んでいる。まぁ俺より症状は軽そうだけど……。

　一番症状が軽いのは、【呪い】を選んだコハクとリレイだ。少し気けだるそうにしているだけで他のメンバーの心配をしている。

「すぅ……すぅ……」

「あっちは寝ねてるし」

　そちらでは、ルカート、ヒノの二人が横になって眠りについている。

「あれは、【眠り】と【気絶】のレベリングだな。どっちも動けなくなるけど、一番、安全だ。レベルが上がれば、センスの効果で状態異常バツドステータスが効かなくなって次第に目を覚ます」

　そう説明するミカヅチに、後で嬢ちゃんもやる奴やつだ、と言われて、早くその二種類のレベリングに移りたい、と思う。

　そして、並んで眠るルカートとヒノの近くにリレイがやって来て、二人の寝顔を覗のぞき込んだ。

「ふふふっ、美少女たちが無防備な姿で寝顔を晒さらしている。はぁはぁ、これは、いいものですね。それにあっちでは、風邪気味っぽいユンさんが苦しさに耐えている姿が非常に艶なまめかしいですね」

「折角気持ち良さそうに寝ているんだから、邪じや魔ましたら駄だ目めだよ」

「リレイ、手は出したら、あかんよ。わかっとるか？」

　まだ状態異常バツドステータス耐性レベリングを始めていないミュウと辛そうに立っているコハクが、なんとかリレイのストッパーの役割を果たしている。

　そんなミュウたちの様子を見守るセイ姉ぇもいるから大だい丈じよう夫ぶそうだ。と思い、俺は目を閉じて浅い呼吸を繰り返す。

　早くレベル上がれ、と思いながら、何度も発動して重ね掛けされる状態異常バツドステータスと、その回復を繰り返す。

　そんな中で、すぐ傍そばで誰かの動く気配を感じてそっと閉じていた目を開くと、空いた手をこちらに向けてくるミカヅチの姿が視界に飛び込んでくる。

「ミ、ミカヅチ？」

　目を輝かがやかせて、悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべたミカヅチの姿に、言いようのない不安を感じる。

　咄とつ嗟さに逃にげようと体を捩ひねるが、【麻痺】でまだ体が思うように動かず、【毒】と【呪い】の熱っぽい気持ち悪さから目元が潤うるみ、僅わずかに動く首を左右に振ふって拒きよ否ひするに止とどまる。

　助けを求めるように、セイ姉ぇの方を見るが、こちらの状じよう況きように気が付いていないばかりか、少し様子もおかしい。

　差し出されるミカヅチの手が俺の右足に近づき、次に起こる事態を想像して、俺の顔から血の気が引く。

　そして──

「────っ!?」

　悲鳴すら麻痺のせいで声にならない。

　痺れた体にくすぐられた俺は激しく悶もだえるのだった。

　子どもみたいなワクワク顔で今度は脇腹に触ふれようとするミカヅチ。そして、この状態を見て恍こう惚こつとした表情を浮かべるリレイ。

　その時、ミカヅチの動きが止まり、周囲の温度が一気に冷えていく気がする。

「随ずい分ぶん楽しそうね。ミカヅチ？」

　寒気の広がる訓練場にセイ姉ぇの声だけがよく響き、ミカヅチが錆さび付いた機械のような動きでセイ姉ぇの方を振り向く。

「こ、これは、ちょっした好こう奇き心しんって奴だ。そう怒おこるなよ」

「そうなんだ。私ね、今、なんだか体が熱いのよ。熱くてたまらないの」

　セイ姉ぇの周りでは、極寒の風が巻き起こり、地表を徐じよ々じよに凍こおらせていく。

「あー、お姉ちゃんズルい！　私もなんかすぐに動きたくてたまらないの。なんだろうね。このヘンな気分は」

　ミュウも自身の得物である長ちよう剣けんを引き抜ぬいて、構える。

　どちらも正気とは思えないほど、呼吸が浅く、赤みのさした顔で妖よう艶えんな笑みを浮かべている。

「はあはあ……ミ、ミカヅチ。ミュウとセイ姉ぇはどうしたんだ」

「どうしたって聞かれても……うん？」

　ミカヅチ自身、ミュウとセイ姉ぇの様子に困こん惑わくしている。

　ミュウのパーティーメンバーの方に目を向けると、ルカートとヒノが眠ねむっている場所にいつの間にかトウトビも加わり、状態異常バツドステータスで体調を悪そうにしているコハクがリレイの暴走を必死に止めているというカオスが広がっていった。

　そして、その足元に転がっている瓶を見つけて、ミカヅチが頭痛を堪こらえるようにしている。

「状態異常バツドステータス薬と間ま違ちがえて、この前の試飲会の残りの酒を渡しちまったかもしれない」

「はぁぁっ!?」

「いや、セイにも【魅了】の状態異常バツドステータス薬を渡したと思ったけど、間違えて【魅了】を混ぜたカクテルの方を渡したようだな」

「それを飲むとどうなるんだ？」

「二十歳を越こえたプレイヤーにとっては、普ふ通つうに食べ物系のアイテムだ。飲み過ぎなければ問題ないんだけど……未成年が口にすればたちまち特とく殊しゆな状態異常バツドステータスの【酩めい酊てい】が付くんだよ」

　今ミュウとセイ姉ぇは、【魅了】の他にも【酩酊】という状態異常バツドステータスに掛かかっているらしい。

【酩酊】の効果は、【混乱】、【魅了】、【眠り】、【気絶】、【怒り】のような状態異常バツドステータスの症状が見られるが、全くの別物である。

　しかも、【魅了】との相乗効果でちょっと厄やつ介かいな状態らしい。

　というミカヅチの説明を聞いている間に、俺の状態異常バツドステータスは少しずつ薄うすれ、やっと耐性系センスのレベルが上がったことが実感できてきた。

　セイ姉ぇは、絶対零れい度どの空気を纏まといながら、俺の方へと近づいてくる。

「ユンちゃん。私とミュウちゃんは、少しミカヅチと遊ぶからそのまま休んでいてね」

　そう言ってニッコリと微笑ほほえむセイ姉ぇの言葉を聞いた直後、俺の指に嵌はまっていた指輪が全て引き抜かれ、別の指輪が嵌はめられた。

　嵌められたリングの効果がすぐさま発動して、【眠り】と【気絶】の状態異常バツドステータスで、俺の意識が遠のいていく。

　そして最後に見たのは、ミュウとセイ姉ぇとミカヅチがＰＶＰでぶつかり合う姿だった。




　　　　●




【眠り】と【気絶】の状態異常バツドステータスレベリングが完かん了りようした時、俺は目の前に広がっている光景をぼんやりと見つめていた。

　抉えぐれた地面と凍り付いた訓練場。そして、先にレベリングが終わり目を覚ましていたルカートたちがそれを見つめている。

　それは、ミュウとセイ姉ぇ対ミカヅチの戦せん闘とう痕あとだった。

「ふぅ、まぁ、これくらいで許すわ？　なんで状態異常バツドステータスレベリングにお酒なんて出すのよ」

「悪い、うっかり。じゃなくて、セイ！　途と中ちゆうから素面しらふだったのに攻こう撃げき止やめなかっただろ！」

「正気に戻もどってからは、私たちに間違えてカクテルを渡した分とユンちゃんで遊んでいた分のお仕置きなんだから。ほら、ユンちゃんが目を覚ましたんだから謝る」

「分かっているよ」

　俺が意識を失う直前に見た時に比べて随分とやられた様子のミカヅチは、ミュウとセイ姉ぇとのＰＶＰを終えてこちらに来る。

「悪いな。ちょっとした茶目っ気からくすぐった。許してくれ」

「はぁ、別にいいよ。なんか目を覚ましたら全部終わってたみたいだから」

　投げやりに言い放つ俺は、そっとミカヅチから視線を外して周囲を見み渡わたす。

　この惨さん状じようは、多分ミュウとセイ姉ぇがやったのだろうかと予想はできる。だが、具体的にどんな風に訓練場を荒らしたのか想像できずに、その疑問をミカヅチに尋たずねる。

「なぁ、ホントに何があったんだ？」

「いや、その、なんだ。嬢ちゃんが気にすることじゃない」

「どう戦ったらこんなに……？」

「セイとミュウの嬢じようちゃんが【酩酊】のまま大暴れしてただけだ。それより、嬢ちゃんはその間、【眠り】と【気絶】のリングを着けてレベリングしていたわけだから一度センスステータスを確認してみな」

　ミカヅチは、それ以上の説明がないのかそれで口を噤つぐんでしまう。

　周囲にもっとわかりやすい答えを探すように目を向けるが、答えは見つからなかった。

　俺は、少し不安になりつつも、センスステータスを表示して耐性センスレベリングの結果を確認する。
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　五種類の耐性センスが一気に上がり、ＳＰを15ポイントも手に入れていた。

　それだけポーションの回復量制限に近づいたが、総ＳＰ取得が１００を超えていないので、まだ普段と同じようにハイポーションが使える。

　レベリングした耐性系センスに関しては、30レベルを超えたものの上位センスは発生していないが、【毒】、【麻痺】、【眠り】、【気絶】の四つの身体系状態異常バツドステータスの耐性が統合した【身体耐性】というセンスが発生していた。

　このまま全てのレベルを上げ続けて上位センスを取るか、それともいくつかのセンスを統合して将来的な取得ＳＰを減らし、回復量制限を少しでも遅おくらせるか。

「上位センスの可能性を取るか、それとも統合したセンスを取るか……よし！」

　数瞬、悩なやんだ後に、俺は、ＳＰを三つ消費して【身体耐たい性せい】のセンスを取得した。

　統合した四種類の耐性系センスは、取得と同時に、現在取得可能なセンスの一覧に再び現れる。

「──そうだ、嬢ちゃん。一つ言い忘れた。この状態異常バツドステータス耐性ブートキャンプの目的は、センスの実用的なレベルへの引き上げだから、絶対に【身体耐性】と【精神耐性】のセンスは取るなよ。使い勝手が悪い死にセンスとは言わないが、メリットは多くないぞ」

　俺が【身体耐性】のセンスを取得した後で、ミカヅチがそんなことを言ってくる。

「四つの耐性センスを統合したセンスだよな」

　震ふるえる声で訊きき返す。

「イメージだけに騙だまされるな。確かに、統合されるからセンスの装備枠わくは圧あつ迫ぱくしないが、対応する状態異常バツドステータスの強度は、統合前と変わらない。むしろレベルが下がっているから弱体化とも言える」

「噓うそだろ？　俺が気持ち悪いのを我が慢まんしてレベルを上げたのに弱体化って」

「それにレベルの上がりがかなり遅おそいのもある。ざっと計算して実用レベルに戻すのに、さっきの一種類に要した経験値の約八倍が必要だ。まぁ、四種類の状態異常バツドステータスのどれでも経験値が入るから楽なのを選べるが……」

　ショックのあまり、ミカヅチの言葉は、途中から俺の耳には届いていない。

　頭の中で【身体耐性】のレベルを30に上げるのに必要な時間を考えて、愕がく然ぜんとなる。

「なんだ、黙だまり込んで……まさか、もうやっちまったとか、ないよな」

「あはははっ……そのまさか」

「ま、まぁ、もう一度四種類の耐性センスを取り直してもいいんじゃないか？　センスの効果は重複するし」

　と、目を逸らしながらミカヅチが言う。

「なぁ、何で目を逸そらすんだよ」

「でも、これで四つのセンスを取り直したら嬢ちゃんの総ＳＰ取得量が超えて、回復量が下がると思うぞ」

「はぁ、仕方がないか。じゃあ、このまま【身体耐性】のセンスを実用レベルまで一人で上げていくしかないな。けど、その前に一つ……」

「なんだ？」

「なんか、他の精神系耐性センスは低レベルってのが気持ちが悪いから、それらを【精神耐性】に統合するためのレベリングに付き合ってくれ」

「はぁ、面めん倒どうだな。セイとミュウちゃんの次は嬢ちゃんか。しかし、あんまり一度にセンスのレベルを上げ過ぎると回復制限に引っかかるぞ」

「そもそもミカヅチが統合したセンスについて言い忘れたのが原因だろ。俺をくすぐる暇があったら説明できたはずだぞ」

　俺は、軽く唇くちびるを尖とがらせて不ふ機き嫌げんさを隠かくさずに、ミカヅチに抗こう議ぎする。

　それを指し摘てきされると反論できないのか、ミカヅチはガシガシと頭を乱暴に搔かきつつ立ち上がる。

「仕方がないな。ちょっとだけ付き合ってやるか」

　得物の六角棍こんを肩かたに担かつぎ、荒あれ放ほう題だいとなった訓練場の中心へと移動して、悪戯いたずらに心躍おどらせる子供のような笑みで俺を迎むかえるミカヅチ。

「ようこそ、【ヤオヨロズ】式耐性センス取得ブートキャンプ恒こう例れい、ミカヅチさんの対人道場へ。とりあえず、状態異常バツドステータスになったまま好きに打ち込んでくるといい。これは、レベリングが完了する時間までどれだけ相手に有効打を打ち込めるかを競うＰＶＰだ」

　そう言って、ミカヅチから俺へと──ＰＶＰ：ヒットカウントバトルの申しん請せいを受理する。

　半身で棍を軽く構えるミカヅチに圧あつ倒とうされながらも一歩踏ふみ出す。

　セイ姉ぇが俺に近づき、【眠り】と【気絶】のリングから【魅み了りよう】【混乱】【怒いかり】の状態異常バツドステータスリングに交こう換かんしてくれる。

　三種類の状態異常バツドステータスを受けた場合、俺は、【混乱】の効果で一切のスキルとアーツが使えなくなるが、【怒り】の効果で攻撃系ステータスが上じよう昇しようする。

「それじゃあ、よろしくお願いします」

　俺はそれだけ言って、状態異常バツドステータスに体を明あけ渡わたす。

　ＰＶＰ開始直後、三つの状態異常による体の主導権を争いに抗あらがわずに、俺はただ視界でミカヅチの動きだけを捉とらえ続ける。

（ミカヅチは棍を使うためにリーチは長いが、弓の方が距きよ離りを取れる）

　オートで動く体が弓を構えて、矢や筒づつから矢を引き抜ぬき、弓に番つがえて放つ。

【怒り】によってＡＴＫの高められた矢を立て続けに三本放つが、ミカヅチは飛来する矢を棍の一ひと振ふりで全て払はらってしまう。

「ふーん。まぁ、長弓による連射もできると。ただコントロールが甘いな。それに状態異常バツドステータスの場合だとフェイントは使えないから、ステータスでは通常時に勝まさっていても……」

　そこまで言うとふらり、と左へと倒たおれるようにしてすり足で一歩踏み出したミカヅチ。

　俺の体は自然とその先を予測して矢を放つが、ミカヅチの動きはフェイントで、すぐに右へと動いて矢を全て避よけた。

「私を捉とらえたかったら、さらに矢を十倍放たないと駄だ目めだぞ！」

　俺は次々と機械的に矢を放つも、それらは全て避けられるか、棍で払い落とされるかして有効打にはならない。

　そうしている内に、矢筒の矢が底を突いた。

　ミカヅチによって払い落とされて使い物にならなくなった矢が多く、矢の自動回収機能が働いていない。

　普ふ段だんよりも早くに矢が無くなったことで、俺は行動パターンを変えざるを得なくなる。

　弓をインベントリに仕し舞まい込み、今度は二本の刃は物ものを取り出す。

　右手には、抜き身みの日本刀を思わせる蒼あおい刀身の解体包丁・蒼そう舞ぶ。左手には、肉厚な黒鉄で作られた鉈なたのような肉断たち包丁・重じゆう黒こく。

　それらを構えた俺の体は、一気にミカヅチの方へと駆かけ出し、解体包丁で突きを放つ。

「今度は、接近戦に切り替かえてきたか。手数が多いのは良いけど、やっぱり単調だな」

　そう言って、軽く上体を反そらせたミカヅチは、解体包丁の突きを避けて、棍で下から跳はね上げるようにして俺の顎あごを狙ねらう。

　真下という死角からの一いち撃げきを顎に受けて体が後ろに倒れるが、状態異常バツドステータスによる闘とう争そう状態の俺の体はすぐに跳ね起きて、再度ミカヅチへと突とつ撃げきをしていく。

　大おお振ぶりされる解体包丁と肉断ち包丁を次々と躱かわしては、カウンター気味に棍を突いて、薙なぎ払い、振り落としていくミカヅチ。

　ＨＰではなく制限時間内に受けた攻こう撃げき回数で勝敗が決まるこのＰＶＰで、俺の頭上に既すでには『32』の数字が浮うかび、対するミカヅチは『０』。

　全く勝負になっていないが、戦っている最中に少しずつ俺の耐性センスのレベルが上がっているのか、状態異常バツドステータスに主導権を奪うばわれた俺の体が少しだけ自分の意思で動かせるようになった。とは言っても、それは攻撃の際に、切っ先を微び妙みように動かして、ミカヅチの攻撃のタイミングをズラす程度だ。

　その俺の変化に、ミカヅチは一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを顰ひそめる。

「ちょっと、ぎこちないけど、動きに変化が出たな。耐性センスのレベルが上がったか」

　そう分ぶん析せきしながら再び棍の打だ撃げきを脇わき腹ばらに打ち込まれて、俺は膝ひざを突く。

　俺はゾンビのように立ち上がろうとするが、それよりも前に容よう赦しやなくミカヅチの棍に肩を突き飛ばされて、俺は仰あお向むけに倒れた。

　そして、倒れた俺の頭に向かい、ゴルフボールを打つように、ミカヅチが棍をスイングするのが見えた。

（──これは、ヤバい！）

　本能的な危機感に【空の目】が自動で発動して、体感時間が引き延ばされる。

【空の目】によって引き延ばされる体感時間の中で、迫せまりくる棍を獣けものじみた動きで避ける。

「ほぉ、これを避けたか。キャラのスペックはまずまず。回かい避ひ能力は高い。ただ、戦せん闘とう系センスの補助も過去の蓄ちく積せきもない動きで素人しろうと丸出しだな」

　そう言って、今度はミカヅチから攻せめてくる。

　左手の肉断ち包丁で受け止めるが、何度も打ち込まれ、蛇へびのように変化する棍の動きで肉断ち包丁を弾はじき飛ばされてしまう。

　そうして、腕うでを、足を、腹を、肩を、頭を、何度も棍で打ちのめされるが、状態異常バツドステータスに支配された俺の体がミカヅチへの攻撃を止やめない。

　その後俺は、時間経過と共に少しずつ自分の体の主導権を奪い返していき、両手で握にぎった解体包丁を斬きるように振るっていると斬撃に速さが増した。

　だが、ミカヅチの打撃を受けるばかりで、一度もこちらの攻撃を当てていない。

　そして、制限時間終了のブザーが鳴るまであと少しのところで完全に状態異常バツドステータスから体の主導権を奪い返した俺は、解体包丁を振り上げた。

　それに加えて【混乱】の状態異常バツドステータスで使用できなかった魔ま法ほうスキルも使い、不意の一撃を狙う。

「──《ボム》」

　ミカヅチのいる座標を狙った《ボム》と、その直後に振り下ろす解体包丁の、全力の一撃の予定だった。だが──

「狙いも握りも甘い。──《気道棍こん》」

　すっと横に体をズラしたミカヅチは、六角棍にアーツを纏まとわせ、俺が座標で狙った《ボム》の魔法を頭上へと弾き飛ばす。

　発動から爆ばく発はつまでの僅わずかな時間で《ボム》を無効化すると同時に、六角棍の先が流れるようにして解体包丁の柄つかの底を打ち、包丁は俺の手からすっぽ抜けてしまう。

　ミカヅチが、呆あつ気けに取られる俺の頭をぽかっと叩たたき、俺の頭上のカウントが一つ増えると同時に、制限時間終了のブザー音が脳内に響ひびき渡る。

　ＰＶＰの終しゆう了りようの合図と共に戦績が表示されると、『91』対『０』でミカヅチの圧勝だ。

　文字通り、手も足も出なかった。俺は装備した状態異常バツドステータスのリングを抜き取り、大の字に倒れる。

「はぁ～、負けた！　ボロボロに負けた！」

「ご苦労さん。けど、状態異常バツドステータスのレベリングはちゃんとできていたみたいだな」

　ミカヅチの言う通り、三種類の状態異常バツドステータスがレベル30を超こえて、精神系耐性四種類の統合先である【精神耐性】が発生していて取得することができた。できたのだが……

「納得いかない」

「何が？」

「不意打ちで魔法を使ったのに、簡単に避けられるし、その上最後の一撃まで封ふうじられるなんて」

「こっちは、何十人といるギルドメンバーを束ねるギルマスだぞ。嬢じようちゃんと同じことをしてきた奴やつらは大勢いるし、そんな奴らと何度も訓練してるんだ。ほら、ブートキャンプは終わったんだから、後片付けだ」

「ああ、わかった」

　ミカヅチの声に反応して立ち上がる。弾き飛ばされた肉断ち包丁を回収してから、観戦していたミュウたちのところに戻もどると、みんなで出で迎むかえてくれた。

「お姉ちゃん、お帰り。さすがに一回も攻撃が当てられなかったのは残念だったね」

「ううっ、妹が俺に掛かける期待が低い」

「だって、相手はミカヅチさんだよ。それに、セイお姉ちゃんと私が【酩めい酊てい】状態で戦った時の方がもっと激しい攻撃をしたのにミカヅチさんはそれを捌さばいているんだから、比べるまでもないよ」

　俺は見ていないが、そんなに【酩酊】状態のセイ姉ぇたちのＰＶＰは凄すごかったらしい。

「ほら、いくらＰＶＰで死なないからって言っても、ＨＰは半分まで削けずられているから、回復させようね。──《ハイ・ヒール》！」

「ミュウ。後は自分でやるよ。けど、ほんのちょっとだけだからまぁ、ポーションで十分か」

　普段なら、ハイポーションかブルーポーションを利用するが、回復量的にポーションで足りると思い使用する。

「あれ？　回復し切らない。と言うか、ポーションの回復量が下がった？」

　アイテムステータスの表示上は問題なく、普段通りに使えたポーションだが、残り一割のＨＰが完全に回復しない。

　試しにもう一本使うが、明らかに回復量が下がっている。

「おおっ、おめでとう。ポーションの回復量制限が来たんだね」

「おめでとう？」

「だって、それだけレベルを上げたってことでしょ？　それにお姉ちゃんは、元々ポーションよりもハイポーションの方を使ってたから問題ないでしょ」

　ミュウにそう言われて、それもそうか、と納得する。

　ＳＰが一定量を超えたために掛かった回復量制限の影えい響きようは後で調べるとして、少し休むとしよう。







　　　三章　遠征と火山エリア







　ミカヅチから【ヤオヨロズ】式の耐たい性せいレベリングを受けてから数日間、俺は、ＳＰの大量取得による回復量制限について、手持ちのポーションや薬の効果を調べた。

　その結果、回復量が下がったのは、ポーションと丸がん薬やくの二種類だった。また、丸薬の派生系であるステータス強化アイテムの強化丸薬ブースト・タブレツトには変化はない。

　ＳＰ増加による回復量制限の掛からないブルーポーションを今後とも使っていけばいいが、ブルーポーションの回復量は、劣れつ化かハイポーション並だ。

　だから、次の回復量制限でハイポーションが使えなくなったら、ハイポーション並のブルーポーションを作ろう、と決めて【ヤオヨロズ】の職人部屋を借りているのだが……

「やっぱり、いつもと変わらない高品質なブルポだ」

「もう諦あきらめたら？　今のレベルだって十分でしょう。それよりお茶にしない？」

　そう言って、こちらを見ずに手元の針にビーズを通していくオトナシがいる。

「俺はコーヒー飲むけど、お前らは、紅茶でいいか？」

　ラングレイも伸のびをして、肩かたを回し、脇わきに置かれて冷たくなったコーヒーを飲み干すと、温かいのを淹いれ直している。

「俺は紅茶を貰もらうよ。手持ちのレシピ本だとハイポの代わりになる薬が無いんだよな」

　俺は、レイドクエストの報ほう酬しゆうのレシピ本である【民間薬事典】を解読していっているのだが、載のっていなかった。

「それじゃあ、ハイポの上を目指せば？」

「まぁ、そうだな。ハイポーションの上位ポーションか。まぁ、レシピを探して、試作品を作り、効果を安定させて、次に安価で供給できるように工夫する。先が長いな」

　はぁ、と溜ため息いきを吐つきつつ、まずは情報収集から始めるか、と考えながら、俺はラングレイに淹れて貰った紅茶を飲む。

　少し長く淹れ過ぎたのか渋しぶみがあり、クロードの【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】のティーセットが懐なつかしくなる。

「それじゃあ、俺はちょっと図書館に行ってくるよ」

「行ってらっしゃい」

「おう、何か良い情報が見つかるといいな」

　俺は、リゥイとザクロを連れて【ヤオヨロズ】のギルドホームから外へと出て、図書館へと向かう。

　とは言っても館内には二匹ひきを連れ込めないために、図書館裏の憩いこいの場で待機して貰い、俺は目当ての上位ポーションに関する本を探す。

「やっぱりないな。一通り目を通したけど、ここに情報がないとなると、クエストで情報を得るか、手探りで作るしかないな」

　そもそも上位ポーションの名前も知らずに情報を調べようとするのが間ま違ちがいなのかもしれないが、知らないものは仕方がない。

「はぁ、今は諦めてアクセサリーの調整でもするかな」

　俺は今、俺を気分転てん換かんにと【ヤオヨロズ】へ誘さそってくれたミュウとセイ姉ぇへのプレゼントとして、アクセサリーを作っている。

　セイ姉ぇには、以前作った【蒼と銀のミスティックリング】を調整して渡わたす予定であり、ミュウには、ビーズアクセサリーを渡すために、現在、試し行こう錯さく誤ごを繰くり返している。

　ビーズアクセサリーは、ビーズと金属糸と針さえあればどこでも作れるので、今日は、リゥイたちと共に図書館裏の憩いの場のベンチでのんびりと作業することにした。

「さてと、続きから始めるか」

　ビーズが零こぼれないように気を付けながら専用のケースを取り出すと、そこには乳白色のガラスビーズと銀の金属ビーズがそれぞれ納められている。

【ヤオヨロズ】ギルドに居る間、オトナシとラングレイと共にビーズアクセサリー作りの研究を続け、ビーズの素もとの【砂結けつ晶しよう】に加える素材による色合いの変化を確認した。

　金属の粉末の種類や加える量によっても濃のう淡たんが変化し、この乳白色のビーズは【砂結晶】にウィル・オ・ウィスプの【燐りん魂こん鉱石】の粉末を混ぜることでこの色を出すことができた。

　ブレスレットの中央には、一ひと際きわ大きな台座のパーツ。そして、小さなビーズを合わせて大きめのパーツを作り、それをいくつか纏めて全体を形作っていく。

　ジャラジャラと動きを阻そ害がいするような物ではなく、丈じよう夫ぶで比ひ較かく的シンプルなデザインで作る。

　真ん中のラインを乳白色のビーズで固め、外のラインに銀のビーズを通していく。

　集中して作り、最後は、解ほどけないように金属糸の両りよう端たんをしっかり結び、取り外ししやすいフックのパーツを付けて、台座のパーツに研けん磨ましたアクアマリンの宝石を嵌はめ込むと、一応の完成である。
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ＤＥＦ＋８、ＭＩＮＤ＋12






　できたビーズアクセサリーをミュウに。

　そして以前作り上げた【蒼と銀のミスティックリング】にはセイ姉ぇの戦せん闘とうスタイルに合わせて、強化素材を付けていきたい。

　両方とも、試作品では、三つまで効果が付けられることが分かっているので、その範はん囲いでいい効果を見み繕つくろいたいが……

「中々、良さそうな強化素材ってないんだよな」

「何がないって？」

「うわっ!?　びっくりした！　って、クロード!?」

　危あやうくベンチから滑すべり落ちそうになった俺は、俺の膝の上からずり落ちそうなザクロを押さえる。

　後ろを振ふり返ると、肩にパートナーの幸運猫ねこのクツシタを乗せたクロードがこちらの手元を観察していた。全く、気が付かなかった。

「久しぶりだな」

「そうだな。マギさんとは会ってたけど、リーリーやクロードと会う機会なかったかも。リーリーは元気か？」

「よく二人で狩かりに行って、生産談義をしている。リーリーも知り合いが顔を見せないと多少は気にしているぞ」

「その、すまん」

　最近は、【ヤオヨロズ】のギルドホームに入いり浸びたることが多く、【アトリエール】から最低限の素材を取り寄せては、店や委い託たく販はん売ばいで必要な分のアイテムだけ作って補ほ充じゆうしている状じよう況きようだ。

「何か事情があるのだろう？」

「実は……」

　俺は、視線を下に向けて、膝ひざに居るザクロの背中を撫なでる。

　それに合わせて、クロードの肩からベンチに飛び乗って来たクツシタの顎あご下を同じように撫でれば、ごろごろとクツシタは喉を鳴らし始める。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、俺がここしばらく【ヤオヨロズ】に身を寄せていることをクロードに話す。

「ふむ。ドタバタして少し気力を使い果たしたからしばらく別の刺し激げきを得てやる気を出そうとしているわけ、か」

「心配かけてすみません」

「まぁ、ユンが元気そうならいいだろう。それにしても高原エリアの巨きよ大だいＭＯＢの中が体内ダンジョンになっているとはな。まぁ、ユン自身が前のように他人との関わりが鬱うつ陶とうしくて雲くも隠がくれしたわけじゃないならいいか。それに、刺激になる技術も見つけたようだしな」

　そう言って、クロードは、地面にしゃがみ込んで何かを拾い上げる。

　それは、俺がベンチからずり落ちそうになった時にケースから零れ落ちたビーズの一つだ。

「先ほどから見ていたがビーズのようだな。ビーズに金属糸だと肌はだ触ざわりが悪くないか？　もっと柔じゆう軟なん性が高くて強きよう靭じんな【蚕蜘蛛シルキー・スパイダーの糸】で縫ぬい付ければ、肌触りも良く、いいアクセントになるだろう」

　トップの裁さい縫ほう師しであるクロードは、すぐにビーズの扱い方を思いつく。更さらに【ヤオヨロズ】に居た裁縫師よりも上のアイディアを持ち、それに対する改善策も提示する。

「今日は、いいものを見せて貰った」

　それだけ言うと、クツシタがクロードの背中をよじ登るようにして肩の定位置へと戻もどり、俺は彼らが去って行くのを見送った。

　後日、ビーズで装そう飾しよくされた大作の装備が【コムネスティー喫茶洋服店】のショーケースに並んでいるのを見て、俺が啞あ然ぜんとしたのは、少し先の話だ。

「さて、俺も一度帰るか」

　そう言って、【ヤオヨロズ】のギルドホームの方へと歩き出す。

　そして、ギルドホールの扉とびらを開けた俺の目に、普ふ段だんと大分雰ふん囲い気きの違ちがうギルドの様子が入り込んでくる。

「ほらほら、退どいて！　邪じや魔まになるからパーティーごとに一か所に纏まとまって」「お土産みやげ、よろしくたのむわー」「了りよう解かい。適当に素材集めてくるから、後はよろしく」「俺、初めてあそこに行くけどどうなの？」「俺、先せん遣けん隊たいで行ったけど面白い場所だぞ。まぁ行ってからのお楽しみだ」

　ざわざわと集まったプレイヤーたちの顔ぶれは、この【ヤオヨロズ】の中ちゆう核かくを担になう上位プレイヤーたちや中ちゆう堅けんどころ、また一部生産職プレイヤーも混ざっている。

　これほどの人数が一度に集まるとは何事だ、と驚おどろきながらも人を搔かき分けて進んでいくと、セイ姉ぇが何人かのギルドメンバーに指示を出しているところだった。

「うん。準備はできたのね。それじゃあ、ミカヅチの指示の後で順次ポータルによる移動開始ね。あと、ポータルでの転移が使えない人は、私とミカヅチがサポートしながらポータルの開通に協力するからよろしくね」

　なんか忙しそうで、セイ姉ぇに声を掛かけ辛づらい。と思い、一歩後あと退ずさると誰だれかにぶつかってしまう。

「っと、ごめんなさい。ってミカヅチ？」

「嬢じようちゃんこそ、早く準備しないと置いていくぞ」

「置いていく？　置いていくって、どこに行くんだ？」

　話が見えない状況の中で、ミカヅチにあっちに行けと指示された場所には、ミュウたちのパーティーとオトナシ、ラングレイが集まっていた。

「お姉ちゃん！　もう、待ったよ！」

「ミュ、ミュウ、苦しい……」

　俺を見かけるなり首筋に抱だき付いてくるミュウと、それをいつものように見ているルカートたち。そして、付かず離はなれずの距きよ離りを保ってこちらを見ているオトナシとラングレイ。

「それより、この集まりは何なんだ？」

「あれ？　セイお姉ちゃんやミカヅチさんから聞いてないの？」

「いや、全く……」

　セイ姉ぇとは話せていないが、ミカヅチの場合、可能性としては、言い忘れたか、面白そうだから敢あえて伝えなかったとかだろう。

　そして、そのミカヅチは、ホールの中央にある階段の踊おどり場から声を上げる。

「ギルドの精せい鋭えいたちよ！　今日は、よく集まってくれた！　これより私たちは、予かねてより　計画していた彼かの地の最前線を徹てつ底てい攻こう略りやくするために、出しゆつ陣じんする！　これより一週間、全力で最前線の一つを暴く！　それでは──遠えん征せいに出しゆつ立たつだ！」

　遠征、と俺が呟つぶやくと同時にミカヅチの話が終わり、ホール一いつ杯ぱいに待機しているギルドのメンバーが歓かん声せいを上げ、順次移動を開始する。

　そして、俺たちのところにミカヅチとセイ姉ぇが集まり……

「それじゃあ、私たちも行くか！」

「いや、行くか、って言われても、何のことか分からんから。それに遠征って……」

「ふふふっ、遠征先はね。なんと火山エリアの山頂です！」

　セイ姉ぇが楽しそうに微笑ほほえむが、俺としては、また山か、とがっくりした。

「それじゃあ、みんなで楽しんでき──「嬢ちゃんも行くんだよ」──やっぱりか」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと嬢ちゃん好みの場所があるさ。……まぁ、一部デンジャラスゾーンはあるけどな」

「ちょっと、ミカヅチ。最後、なんて言った!?」

　聞こえていたぞ。デンジャラスゾーンってなんだよ。どこに連れて行こうとしてるんだよ。と俺は声を張り上げて抗こう議ぎしたいが、その前に、抱き付いていたミュウとミカヅチにズルズルと引き摺ずられるように連れて行かれてしまう。

　その後をトコトコと付いてくるリゥイとザクロ。

「このグループは、まだ火山エリアのポータルを開通していない集まりだ。だから、これから即そつ行こうで開通して先行したグループに追いつくぞ」

「はぁ、もう、どうとでもなれ」

　俺は、深い溜ため息いきを吐つき、ミカヅチたちの火山エリア最前線攻略の遠征に同行することにした。

　俺好みの場所があるらしいとはいえ、火山エリアの最前線。俺なんて攻こう撃げきが掠かすっただけでお陀だ仏ぶつしそうなエリアではせめて死に戻りだけは避けたい、そう思わずにはいられなかった。
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　長い時間、というほど時間を掛けずに、俺たちは火山エリアの入り口へと足を踏ふみ入れた。

「はははっ、随分サクッと到とう着ちやくしたな」

　乾かわいた笑いが零こぼれる中で、赤茶けた山やま肌はだとひび割れた地面の山が目の前に聳そびえ立つ。

　溶岩によって所々に赤と黒の明めい滅めつを繰くり返す地面と、火山性のガスに引火して火柱となって噴ふき出す山を見上げる。

「さて、行くか」

「マジか。少し休ませて」

「ほら、ユンお姉ちゃん。頑がん張ばれ！」

　ミュウに背中をバシバシ叩たたかれ、俺は地面を見ていた頭を少し上げる。

　ここまで来るのにそれなりの道を通った。

　第三の町の近くにある鉱山ダンジョンの敵ＭＯＢである半人半蜘ぐ蛛ものアルケニーの出現するルートを抜ぬけた先にある場所が、この火山エリアとなっている。

　火山エリアの入り口には、ポータルだけのセーフティーエリアがあり、先行して一度探たん索さくを終えたギルドメンバーたちが休きゆう憩けいのために座り込んでいた。

　そのギルドメンバーたちを横目に、ミカヅチを先頭にして俺たち後続グループがぞろぞろと山の上へと向かっていく。

「いきなさい。──《アイス・ランス》」

「セイお姉ちゃんには負けないんだから！　──《フィフス・ブレイカー》！」

「元気がいいな。はっ！」

「いや、みんな元気過ぎ」

　敵ＭＯＢは、集団で登っていく俺たちに向かって襲おそい掛かって来る。

　アクティブであるために、索さく敵てき範はん囲いに入れば問答無用で襲ってくる敵ＭＯＢを、ミュウやセイ姉ぇ、ミカヅチたちは次々と討うち取っていく。

　パーティーごとに戦い、上う手まく位置取りしているために、共きよう闘とうペナルティーなどの問題も発生せずに、順調に登っていく。

「あー、なんか申し訳ないほどに戦せん闘とうで出番がない。まるで護衛されてるみたい」

「生産職はそれが普ふ通つうよ。──《アクア・バレット》！」

「暇ひまならアイテムでも採取していろ！　このエリアの資源を全て調べ尽つくすぞ！」

　セイ姉ぇは、次々と水すい弾だんと氷ひよう槍そうを撃うち出し、ミカヅチは吠ほえながら、迫せまりくる敵ＭＯＢを六角棍こんで殴なぐり倒たおす。

　炎ほのおを噴き出す溶よう岩がんを背中に張り付けた熊くま型ＭＯＢのマグマ・ベア。

　金属の粉末と火の粉こを撒まき散らして粉ふん塵じん爆ばく発はつを発生させる蛾が型ＭＯＢのダスト・モースと、その幼生体であるまだら模様の芋いも虫むしであるダスト・イーターからなるＭＯＢの集団。

　それらを相手に進んでいく。

「よくあんな攻撃に対処できるな」

「慣れじゃないでしょうか？」

　俺の疑問に相あい槌づちを打つルカートと一いつ緒しよに見る先には、前衛で武器を振ふるっているミュウとミカヅチの姿がある。

　ミカヅチは炎を纏まとったマグマ・ベアに対し一歩も引かずに殴り合いのような攻こう防ぼうを仕し掛かけ、ミュウは次々と空中で発生する粉塵爆発を避さけ、足元から迫るダスト・イーターを掬すくい上げるように斬り捨てつつ、光魔ま法ほうでダスト・モースを撃ち落とす。

　俺は、ミカヅチに言われた通りに、同じ集団の生産職と共にアイテムの回収に励はげむ。

　オトナシとラングレイは、不毛そうな大地の数少ない採取ポイントをピッケルで掘ほり返しており、俺も黒鉄製のピッケルを硬かたい採さい掘くつポイントに振り下ろす。

　そして、俺たちが採掘ポイントで集まる鉱石や宝石の原石を集め終わるころには、辺りの敵ＭＯＢはほぼ殲せん滅めつできていた。

「こっちはもう終わったよ。ユンお姉ちゃん、そっちはどう？」

「今、採取終わったところ。って言うか、俺このエリアのこと知らないんだけど、一度ちゃんと説明してくれるないか？」

　戦闘とアイテム回収の後、火山エリアの山道を登りながらミカヅチに尋たずねる。

「そうだな。ここは、最前線エリアの一つ、火山エリアだ。嬢ちゃんが見つけた高原エリアは、未み開かい拓たくだった北の最前線エリアの一つだ。その他にも東の山脈・森林エリア、南の荒こう野やエリアなどがある」

　北の高原エリアのボスＭＯＢであるライトニング・ホースは、あのエリアでは突とつ出しゆつした強さを持っているために、あそこは北の最前線の一つとも言えるのかもしれない。

「じゃあ、この火山エリアには、どんなものがあるんだ？」

「そうだな。先遣隊の話だと、秘密の扉があるらしいぞ」

「おお、面白そう！　直行しようよ！　こんな蛇だ行こうした山道よりも早く辿たどり着つけるよ！」

　そう言って、何時ものように走り出しそうなミュウの肩かたを摑つかんで止める俺とセイ姉ぇ。続くミカヅチの言葉には、直接登ることを躊躇ためらわせるだけの内容が含ふくまれていた。

「直通ルートで行ってもいいが、斜しや面めんは緩ゆるくても足場の砂じや利りや小石で滑すべりやすい。それに所々にある炎えん熱ねつトラップや火山ガストラップとかを回かい避ひしつつ、炎に耐たい性せいのある敵ＭＯＢと戦闘だぞ。行けるか？」

「よし！　早足で山道を抜けよう！」

　今度は、山道の先へと駆かけ出すミュウに、ルカートたちがその後を追いかけ始める。

　俺は、ミュウたちを見送り、ミカヅチの説明を受けながら一歩ずつ確実に歩いていく。

「それで、他に火山エリアの特とく徴ちようは？」

「そうだな。色々な人工施設が点在しているな。そしてほら、あれが三合目の目印の卵石だ」

　ミカヅチの指差す先には、台座の上に人の二倍の大きさの卵型の岩が設置されており、ミュウがその上に駆け上がり、上から辺りを見回している姿が見えた。

「おー、高いね！」

「ミュウさん、危ないですから降りてきてください！」

「あはははっ、ミュウちゃんらしいね。後でボクも乗るね！」

「ヒノさん！」

　一人あたふたしているルカート。その周囲でそのオブジェクトの意味を考えるトウトビ、リレイ、コハクの三人がいる。

　そして、そのオブジェクトの意味に関して、セイ姉ぇが説明してくれる。

「そこには、鍵かぎがあるのよ。八合目のダンジョンに入るには、この火山エリアに点在する【鬼き人じん門の鍵】っていうキーアイテムを入手する必要があるんだけど、ないわね」

　セイ姉ぇの言葉を聞いて、卵岩と台座の間にある窪くぼみを見るためにミュウが卵岩から飛び降りてくる。

「キーアイテムの【鬼人門の鍵】は、使用されるか、所持したままエリア外に出ると消えて、また同じところに復活するわ」

「へぇ、なんか面白いな。鍵付きのダンジョンとか初めてかも」

　ミュウたちに追いついた俺も鍵があった窪みを横から覗く。

　セイ姉ぇの解説に好気心をくすぐられながら、しばらくは何もない場所を進むが、上に行くほど火山の熱気が増して、何人か辛つらそうにしている。

「あつーい。ユンお姉ちゃんは平気？」

「俺は平気だけど、ミュウは大丈夫か？」

「うーん。ちょっと辛いね。あっ、お姉ちゃんのリゥイ、ひんやりとして涼すずしい」

　火山の熱さに、ステータスのＤＥＦや火属性耐性の低いプレイヤーから順番に、高温による環かん境きようダメージをジワジワと受けている。

　俺は、【細工】でのアクセサリー作りで炉ろの温度に慣れているために、耐たえられる熱さである。

　パートナーのザクロは、狐きつね火びを使うために火属性への適正があるから平気な様子だ。リゥイに関しては、水属性を扱あつかうために、体に涼しい風を纏まとって平気な顔をしていた。

　そんなリゥイの周りには──

「はぁ、リゥイから清せい涼りような空気が──」

「確かに涼しいですね」

「砂さ漠ばくの中のオアシスやね」

　熱さに耐性のないプレイヤーたちが集まって涼んでは離はなれていく。その様子に鬱うつ陶とうしそうにしながらも、リゥイはザクロを背に乗せて俺の隣となりを歩いている。

　しばらくして見えて来た窪くぼ地ちをミカヅチが指差す。

「これが四合目の【炎熱油の油池】だ！」

　山道の脇わきには、抉えぐれた山肌があり、その窪みには液体が溜たまっている。

　赤と黒のと明滅を繰り返す地面の明るさを受けて、表面で反射を繰り返す透とう明めい度の高い油の池だ。

　近づいた際に、足元の小石が池の中に落ちると、油特有の粘ねん性せいを持った沈しずみ方をしていく。

「へぇ、こんな物があるんだな」

　俺は、【炎熱油の油池】へと近づき、採取用の漏ろう斗とを使い、容器に油を掬っていく。

　瓶びんで数本分の【火山地帯の炎熱油】を手に入れた俺は、一度油池から離れて素材の状態を精査する。

「うーん。食用油とは違ちがうから鉱物油かな。そうなると【料理】や【調合】には使えないよな。けど、【細工】用の冷れい却きやく水代わりに使えるかも。銀製で硬さと鋭するどさを必要としない装備でなおかつ魔法向け装備だったら【生命の水】での冷却より……」

　ぶつぶつ言いながら手に入れた素材に関して考察してふと視線を上げると、みんなから生温かい目で見つめられている。

「な、なんだよ。俺の顔に何か付いてるのか？」

「いや、生産職だな、と思ってな」

　そう言うミカヅチが別の方を見ると、その先には俺と同じように【火山地帯の炎熱油】を手に入れているオトナシとラングレイがいた。

　二人も先ほどの俺と同じように、一心に考察を広げている。

「あー、なんか、悪い」

「生産職の性さがってやつさ。それより、せっかくここに来たんだ。余興の一つでも見せるとするか」

「余興？」

「そう、ほいほいと安全を確認せずに目先のものに囚とらわれることがないようにするための教訓だ」

　俺は、訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめるが、ミュウは好こう奇き心しんに目を輝かがやかせている。

　俺たちの反応を見たミカヅチは、ニヤリと不敵な笑みを浮うかべて、再出現リポツプしたばかりのマグマ・ベアへと遠えん距きよ離り系アーツを放ち、引き寄せる。

　背中から火を噴ふく熊。そして近くには油池がある。

　この組み合わせには、途と轍てつもなく嫌いやな予感がする。

「セ、セイ姉ぇ……」

「はいはい。みんなは後ろに下がってね。──《アイス・シール》」

　透明度の高い氷の壁かべが俺たちと油池を隔へだてた。

　そして、その向こう側では、ミカヅチがマグマ・ベアの攻こう撃げきを躱かわして、マグマ・ベアを油池へと突つき落とすようにノックバック攻撃のあるアーツを放つ。

「──ＧＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！」

　直後、油の中へと落ちたマグマ・ベアの炎が、油池の表面を這はうように燃え広がる。

　一いつ瞬しゆんにして出来上がる火の池に浸つかったマグマ・ベアは、自ら纏う炎よりも激しい油池の業ごう火かに焼かれ、もがいている。

「と、このように不用意に油池に近づくとこうなる場合があるから注意するように」

「おおっ！　まさに火の海だ。ウルトラ上手じようずに焼けました！」

「…………」

　吞のん気きにそれを眺ながめるミュウとは対照的に、声を失なくす俺。

　油池に浸かったマグマ・ベアがもがき腕うでを振り回す度たびに、飛び散る油が火の玉となって四方に飛び散る。

　セイ姉ぇの用意した氷の壁がなければ、危ない場面だ。

　そして、マグマ・ベアは徐じよ々じよに体を焼かれて炎の中に沈んでいきながら、最後まで腕だけは天へと向けている。

　誰かがぼそりとアイル・ビー・バックと言ったのを、俺は聞き逃のがさなかった。

　ぽかーんと口を開けて、ここまでの光景を見ていた俺たちにミカヅチが声を掛かける。

「今度から初見の場所は安全確認してから近づけよ。それと、あの油池の中にも【鬼人門の鍵】があるけど、【ヤオヨロズ】のギルドメンバーのだれかが先に取ったみたいだな」

「ねぇねぇ。あの炎ほのおってどうするの？　ずっと燃えたまま？」

　ミュウが、未だに炎が燃えている油池を指差す。

「しばらくすると消えるから大だい丈じよう夫ぶだぞ。まぁ、採取ポイントでも下へ手たしたらトラップに早変わりする、ってことを手っ取り早く教えるために見せたくてな」

「えっと、ユンちゃん、大丈夫？」

「ちょっとびっくりして言葉が出なかった」

「ショックが強すぎたか？」

「いや、採取の時の注意も分かったからよかったよ」

　心配するセイ姉ぇとミカヅチに返答はできたが、すぐには動き出せそうにない。

　両手で顔を覆おおい、強こわ張ばった表情を揉もみ解ほぐす。

　その間、リゥイとザクロが寄より添そい心配そうに見上げてくるので、モフモフの体を堪能して気力を回復させる。

「もう大丈夫だ」

「そうか。まぁもう少し進んだらセーフティーエリアだ。そこで一いつ旦たん休むとするか」

　そうして、俺たちは、上を目指して登り続ける。

　火山エリアの六合目付近へと近づくと、白い煙けむりが上がっている場所が見えて来た。
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　灼しやく熱ねつの火山の山中でそこだけが異様な空間を作り出していた。

　主おもに、癒いやしの方面で好ましいものが存在していた。

　山の中腹にあるセーフティーエリアには、地中に埋まった大きめの岩を荒あら削けずりにして作った巨きよ大だいな石の窪地があった。

　その中には、山の斜面の亀き裂れつから噴ふき出すお湯が蓄たくわえられていた──温泉が存在した。

　その隣には、窪地の温泉を引き込んだ建屋があり、まさに火山地帯の秘ひ湯とうと言った感じだ。

「うわっ、一面湯気で真っ白だ。これホントに温泉なの？」

「温泉の形をした休きゆう憩けいポイントだな。ここを利用すると一定時間ＳＰＥＥＤのステータスに補正を得られるんだ。建屋の奥は露天風呂になっていて男湯と女湯に分かれているから好きに入ればいい」

「ここまで来たご褒ほう美びとしては嬉うれしいな」

　俺は、そう言って、青い暖簾のれんの掛かった男湯の方へと足を運ぶが──

『──入室禁止です。入室権限を持ちません』

「なっ!?」

「おいおい、嬢ちゃん。そっちは、男湯だぞ。女湯は隣だ」

　ミカヅチが、赤い暖簾の女湯を指差すが……

（女湯に入れるかぁ！　と言うか！　何で男湯に入れないんだよ！　俺は男だ！）

　俺が内心で叫さけび声を上げている内に、ルカートたちは、楽しみだ、と次々と女湯へ入って行き、徐々に人が少なくなっていく。

「嬢ちゃんは入らないのか？」

「あ、え、その……」

　さっきは入る気満々だったけど、断る理由を……と視線を彷徨さまよわせて、リゥイとザクロを見る。

「お、俺には、幼よう獣じゆうのリゥイとザクロが居るだろ！　ほら、一いつ緒しよには入れないからそこのお湯にでも足を浸けて待ってるよ」

　そう言って、窪地の温泉の一角を指差す。

「そうか？　まぁ、無理強じいはしないさ」

「それじゃあ、ユンお姉ちゃん。私たちは中の温泉に入って来るからね！」

「ユンちゃん。また後で」

　そう言って、女性陣は、脱衣所へと入っていく。

　残った男性プレイヤーたちは……

「あんまり温泉とか興味ないからちょっとＭＯＢ狩がりと鍵かぎ探しに行ってくる」「なら、俺たちは素材採取かな」「僕たちの護衛よろしくね。暫くしたら戻もどって来るから」

　そう言って、男湯に入っていく少数のプレイヤー以外は、休憩せずに周囲の探たん索さくを始めた。

　リゥイとザクロの幼獣二匹ひきと共に温泉の前に佇たたずむ俺は、彼らを見送り、改めて窪地の縁から白く濁にごったお湯に手を入れてみる。

「温度はちょっと高めかな？」

　そう言って、俺は、靴くつと上着を脱ぬいでインベントリに仕し舞まい込み、窪地の縁に座ってゆっくりと足を沈めていく。

「あっ、そんなに深くないから足湯にいいかも。こういう風ふ情ぜいのある景色は好きだし」

　一人ポツリと呟つぶやく俺の隣にいたザクロが、お湯の中に飛び込む。

　全身の被毛でお湯を吸収して、窪地の縁に頭を乗せて気持ち良さそうに目を細めるザクロは、体だけプカプカと浮いている状態だ。

　普ふ段だんのふわふわな毛並みが濡ぬれてスマートな体になっているのに笑ってしまう。

　対するリゥイは、澄すました顔で温泉のお湯を飲んでいる。

　飲んで大丈夫なのか？　と心配になるが、問題はなさそうだ。

「ふぅ、気持ちいいな」

　足湯に浸かり、軽く足を動かしてお湯を搔かき混ぜる。

　その足の動きで起こる小さな波が、お湯に全身で浸かるザクロの体をゆらゆらと揺ゆらす。

「そう言えば、このあいだ卵が大量に手に入ったんだよな。温泉卵とかできないかな」

　温泉を噴き出す亀裂の付近は、湯気の量が多く温度が高そうだな。と思いながら一度お湯に浸けた足を引き抜ぬいて、お湯の流れ込む付近へと近づくと蒸気が熱い。

「うぉっ！　これなら温泉卵が上う手まく作れそう」

　俺は、インベントリから大きめの籠かごを取り出して、高原エリアのコカトリスの巣から入手したコカトリスの卵をその中に敷しき詰つめ、原泉の流れ込むところに沈める。

　あとで籠を回収しやすいように、ロープで引き上げられるように設置する。

　その作業をしている間に、少し足元が冷えてしまったので再びリゥイとザクロのところに戻って足湯に浸かり直す。

「はぁ、温泉卵ができるの楽しみだな。一人じゃ食べきれないからミュウたちにも分けよう」

　ポツリと呟く声は、しばらく周囲に反はん響きようして、流れ込むお湯の音に次第に搔き消されていく。そして、静かになった時に、思い出してしまう。

「……ミュウとセイ姉ぇたちは中で温泉に入ってるんだよな」

　脱衣所とその奥の露天風呂の内部からは、盗とう撮さつ・盗とう聴ちようなどを防止するためだろう一切の音が漏もれ聞こえないが、あの温泉の建屋──正確には建屋向こう側の露ろ天てん風ぶ呂ろでは、みんな装備を脱いで温泉に浸かっているのだろう。

「……裸はだかで入っているのかな？」

　静かだから逆に想像してしまう。

　ミュウやルカートたち、それにセイ姉ぇやミカヅチたち【ヤオヨロズ】の女性メンバーたちがあの中で無防備な姿でいるんだろうな、と想像すると、少し……も興奮しなかった。

「あれ？　おかしいな。健全な男子としては、ここはもう少し興奮するはずじゃ……」

　目め頭がしらを押さえて考えるが、どう考えてもミュウとヒノが湯舟ではしゃぎ、リレイは次々と女性陣じんにボディータッチをして、コハクに止められる。それを見てルカートとセイ姉ぇは、困った笑みを浮うかべ、トウトビは、オロオロしている。そんな中でミカヅチが湯舟に酒を持ち込んでいるという光景が想像できて、色っぽさよりも騒がしいイメージしか湧かない。

　そうこうしている内に時間が経過して、温泉の脱衣所から足音が聞こえてきた。

「ふぅ、いいお湯だったね。セイお姉ちゃんはどうだった？」

「ちょっと騒がしかったけど、人の少ない深夜とかなら良さそうね」

「嬢じようちゃん、待たせたな！」

　足湯に浸かったまま俺は振ふり返り、ミュウたちが温泉の脱衣所から出て来たのを確認する。

　まだ髪かみの毛がしっとりと濡れていて、暑そうに服の胸元を少し緩ゆるめている姿は、普段の姿よりも逆に色気があったために、慌あわてて視線を逸そらす。

「そ、そうか。それで中はどうだったんだ？」

「広くて気持ち良かったよ。一緒に入れば良かったのに」

「ば、馬ば鹿か！　入れるわけないだろ！」

　ミュウが背中にピタッと張り付いてこっちの耳元で囁ささやいてくるので、反射的に答える。もう、温泉のせいか、恥はずかしいせいなのか分からないが、顔が暑い。

「あはははっ、お姉ちゃん顔真っ赤！　大丈夫だよ。中は、水着装備着用可能だから。逆に水着を持ってない人は、強制的にバスタオルを装備させられるし。それともエッチなことでも想像した？」

「な、なななっ！　俺をからかったな！」

「きゃー、ユンお姉ちゃんが怒おこった！」

　ニフフフッ、とこちらをからかうミュウに対して、俺は声を上げて怒る。が、ミュウは逃にげるようにして、続いて温泉の脱衣所から出て来たルカートたちの元へと戻っていく。

　はぁ、全く……と溜ため息いきを吐つきながら、俺は乱暴にお湯から足を引き抜き立ち上がった。

「温泉での休憩はできても満腹度の回復はしてなかっただろ。風呂に入っている間に作っておいたから、みんなで食べたら」

　俺は、そう言って吊つるしておいた温泉卵の籠を引き上げて、自分とリゥイとザクロの分の温泉卵だけ回収して、後はミカヅチたちに渡わたした。

　試しに一個温泉卵を割ってみると少し熱が通り過ぎたのか、白身の部分は硬かためだが、黄身は半熟にできあがっているので、及きゆう第だい点と言ったところだろう。





コカトリスの温泉卵【料理】

満腹度＋20％　追加効果：ＡＴＫ＋８／60分






　温泉卵のアイテムステータスを見ながら、卵の殻からを剝むいてリゥイとザクロに渡す。

「なぁ、セイ。嬢ちゃんって私らよりも女子力高くないか？　気が利きくし、料理が上手い。面めん倒どう見みもいい。そりゃ【保母さん】とか呼ばれるよな」

「確かに家事能力も高いし気が利くから、女子力的には……まぁ、高いかな？」

「私は、女子力より攻こう撃げき力！　この温泉卵食べるとＡＴＫのステータスが上がるね！　それに温泉効果でＳＰＥＥＤも上じよう昇しようしてる！　まさに戦いの準備は整った！」

　背後で何やらセイ姉ぇとミカヅチが話している声が聞こえてくる。

　ミュウは、温泉卵を持つ手を上げて声を上げている。

【保母さん】という呼び方は好きではないんだが、と思っていると、まだ温泉に浸かったまま窪地の縁に顎あごを乗せて温泉卵を食べていたザクロが、ずるずるとずり落ちて、亀裂から流れ込むお湯の波に攫さらわれていく。

　ザクロ自身は、温泉卵も食べて体も暖かくて、気持ち良さそうにプカプカと温泉に浮いたまま流されていく。

「全く。ザクロが流された。ちょっと回収してくる」

　俺がお湯の中に入ってざぶざぶとお湯を搔き分けて進むために、その動きで生まれた波で更さらにザクロが反対側へと流されていく。

「あっ、ユンちゃん。そこは……」

「なに？　セイ姉ぇ、どうか──」

　そして、ザクロを追って窪地の温泉のちょうど中央に辿たどり着ついたところで、俺の言葉が途と切ぎれ、体が下に沈しずんだ。

　一気に深くなった温泉の底は、頭まで浸つかるほど深く、白く濁ったお湯で視界がままならない。

　俺は以前溺おぼれそうになった経験から、冷静にセンスを【泳ぎ】に切り替かえて、辺りを手探りする。

　きつい傾けい斜しやの壁かべがあり、そこから急に深くなったことを感じる一方で、温泉の底で何かが足の裏に触ふれる感覚がある。

　俺は、お湯の中でしゃがみ、それを拾い上げると、壁の凹おう凸とつを手探りで摑つかんで体を引き上げていく。

「ぷはっ！　はぁ、なんだこれは？」

「お姉ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ！」「ユンちゃん、無事？」「嬢ちゃん、無事みたいだな」

　みんな俺を心配して、窪地の縁ふちから身を乗り出すようにして、こちらを見ている。

　俺は、浅いところまで移動し、下半身はお湯に浸けたまま座り込む。

　そう言えば、ザクロは……と視線を巡めぐらせると、プカプカとお湯に浮いて流されたザクロは、リゥイに首根っこを咥くわえられる形でお湯から引っ張り出され、温泉の縁で身体からだを震ふるわせて、水気を飛ばしている。

　狐きつねって犬科の動物だったな。とかどうでもいいことを思い出しながら、無事であることにほっと息を吐はき出す。

　その直後に、温泉に浸かっているにもかかわらず、背中に悪お寒かんを感じる。

「はぁはぁ、美少女がお湯に濡れて服が透すけてる姿が……」

「リレイ。ちょっと目を逸らそうか」

　振り返るとコハクがリレイの頭を摑んでそのままどこかへと連れて行く姿が見えて、やっと悪寒が止まる。

　ふぅと長い溜息を吐いて、顔に張り付く長い黒くろ髪かみを片手で払はらい、水気を絞しぼろうとして、深い穴の底で何かを拾ったのを思い出す。

　硬く握にぎった手をそっと開くと──

「あれ？　ユンお姉ちゃん、なんで鍵かぎなんて持ってるの？」

「ユンちゃんの持っているのは、【鬼人門の鍵】じゃない？」

「鍵？　これがキーアイテムの？」

　俺は、手の中に握っていた赤しやく銅どう色に輝かがやく無ぶ骨こつな鍵を色々な角度から観察してみる。

「一応、先せん遣けん隊たいに火山エリアを調べて貰もらったけど、調べ尽つくせてなかったんだろうな。運よく見つけたことだし、これですぐにでも門の中に入れるな」

　鍵探しに時間を取られると思っていたミカヅチは晴れやかな表情だが、俺は全身がびしょ濡れでこのままではすぐに移動できない。

　時間経過で汚よごれなどは自然に消えるので、それまで待てばいいのだが……

「数分も経たてば、自然と乾かわくのがゲームの不思議で便利なところなんだけど。ザクロ、ちょっとお願い」

　リゥイに咥えられて運ばれてきたザクロにお願いすると、俺の意図が通じたようで、小さな火をいくつも生み出してくれた。

　等とう間かん隔かくで生み出された火は、俺とザクロを囲うように漂ただよい始め、一人と一匹の水気を飛ばし始める。

　しばらくして、俺もザクロも完全に乾き、足湯に浸かる前に脱ぬいだ靴くつと外着を装備し直すと、すぐに出発する準備が整う。

　俺の服が元に戻っているのを見て、コハクから解放されて戻もどって来たリレイが少し残念そうにしていたが、無視する。

「ザクロは、乾かしてくれてありがとう。リゥイは、ザクロをちゃんと見ててくれてありがとうな」

　俺が、二匹ひきを普ふ段だん通りに撫なでてコミュニケーションを取っていると、ルカートたちの小さい話し声が聞こえる。

「凄すごく贅ぜい沢たくな使し役えきＭＯＢの使い方を見た気がします」

「……まぁ、ユンさんですから」

「だね。ユンさんだから」

　何な故ぜか、俺だからで納得されたのが解げせない。

　その後、周囲へ素材収集に出ていた人たちが戻って来るまでの間、まだ時間があったので、もう一回温泉卵を作り直すことになったのは余談だ。

　そして、六合目の温泉の建たて屋やを出発して、八合目の門前へと辿り着く。

「ここが鬼人門……」

「そうさ。最前線のダンジョンに入るための門さ。さぁ、鍵を」

　俺は、促うながされるまま見上げる門の前に立つ。

　門の前面に彫られた鬼の顔の口にある鍵穴に【鬼人門の鍵】を差し込み、回す。すると、鍵は、光の粒りゆう子しとなって消え、巨きよ大だいな門が音を立てて開き始める。

　中から溢あふれる光に目が眩くらみ、一いつ瞬しゆんだけ視界が白く染まる。

　最前線エリアのダンジョン。そこには、どんな悪あく辣らつな仕し掛かけがありＭＯＢがいるのか、覚かく悟ごを決めた先に見たものは──

「……町？」

　通路に立ち並ぶ露ろ店てんや商店、商売で歩き回る人々、巡じゆん回かいする兵士。それらが形作る町は、どこか和風な雰ふん囲い気きを醸かもし出しており、とても居い心地ごこちがよさそうだ。

　普ふ通つうの町と殆ほとんど同じ設備が整う中で、違ちがう要素があるとするならば、ここの住人がＮＰＣではなくＭＯＢだということだ。

　ゴブリンの商人たちが小こ奇ぎ麗れいな格好で店々を経営し、ホブゴブリンの兵士が統一感のある装備で巡回する。そして、オーガのような長身の人型ＭＯＢがそれらの店の間を練り歩く。

　おおよそ、俺の想像するダンジョンの姿とはまるで別の様相を呈していた。

「さぁ、お前ら！　これより一週間、全力でこの最前線の火山エリアダンジョン【鬼人の別べつ荘そう】を自由に遊び尽つくせ！」

「「「おおっ──！」」」

　ミカヅチの掛け声を皮切りに、各パーティーが門の中へと雪な崩だれ込こんでいく。

　我先に、面白いものを見つけようと走り、また敵を探し出そうとする。

　まだ、この事態をよく理解していない俺は、入り口に取り残されてしまった。

「それじゃあ、ユンお姉ちゃん！　私は、ルカちゃんたちと回るから！」

「それでは、失礼します」

　俺を気き遣づかいながらも【ヤオヨロズ】のメンバーの後を追うミュウたち。

　セイ姉ぇとミカヅチは、最後まで残り、まだ混乱している俺を引っ張っていく。

「さぁ、ようこそ、【鬼人の別荘】へ」

「ユンちゃん。楽しみましょう」

　二人に引かれるようにして中へと入り込む。

　ちょっと風変わりな鬼人の町がそこには広がっていた。







　　　四章　鬼き人じんの別荘と福引券







「はぁ、お茶が美お味いしい」

【ヤオヨロズ】の最前線エリアへの遠えん征せいが二日目を迎むかえる中で、俺はダンジョン【鬼人の別荘】の一角にあるお茶屋さんで休んでいた。

　時代劇に出てきそうなお茶屋さんの軒のき先さきで注文した三色団子を食べ緑茶を啜すすりながら、まったりとダンジョン内の光景を眺ながめている。

「それにしても、まさかダンジョンの中に町があるなんて。もう何でもありだな」

　体内にダンジョンを持つＭＯＢもいるのだ。ダンジョンが町を持っていてもおかしくない、と思うのは、ＯＳＯの世界に順応しているためだろうか。

「しかも、着いて即そく戦せん闘とうとは思わなかった」

　はふっ、とお茶を飲みながら一息吐つき、ダンジョン突とつ入にゆう直後のことを思い出す。

　セイ姉ぇとミカヅチと共にこのダンジョンの中に入り込んだ俺たちが最初に行ったことは、ポータルの開通だった。

　その過程で、【鬼人の別荘】の出口である裏門を守る二体一対ついのボスＭＯＢと戦闘することになった。

　ダンジョンに入って、途と中ちゆうの戦闘なしに出口へ直行して即対ボス戦になるとは思わなかった。

　まぁ、その間に長い商店が立ち並んでいたが。

　そして、対ボス戦では──




「さぁ、掛かってきな！」

「「ＧＯＯＯＯＯＯ──！」」

　二体の人型ＭＯＢが咆ほう哮こうを上げてミカヅチへと駆かけ出す。

　裏門を守るボスＭＯＢは、レッド・オーガとブルー・オーガという、ＨＰとＭＰを共有した二体一対のボスであった。

　一体は、赤い肌はだを持つ一角鬼、もう一体は、青い肌に二本の角を持つ身長二メートル以上の美丈じよう夫ぶな鬼。

　そんな敵に対して、たった一人で果か敢かんに攻せめるミカヅチ。その後方では、俺とセイ姉ぇが、支し援えんに、魔ま法ほうにと、様々な方法でミカヅチが倒たおれないようにサポートを行う。

「いくぞ！　《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！　《呪加カースド》──ディフェンス、マインド！」

　ミカヅチにはエンチャントを、敵にはカースドによる弱体化を施ほどこすと、俺は次々と矢を放ち、遠えん距きよ離りからダメージを稼かせいでいく。

　二体のボスは、カースドによる能力低下にステータスで抵抗レジストするが、俺はカースドの重ね掛けによって、その抵抗レジストを突とつ破ぱして能力低下に成功する。

「──《アクア・バレット》《アイス・ランス》！」

　カースドによって魔法防御の低下したレッド・オーガにセイ姉ぇの連続魔法が放たれ、大量のＨＰを奪うばい去って行く。

　そして、前衛のミカヅチは、オーガ二体を相手に大立ち回りを演じ、六角棍こんでの打ち合いで弾はじかれるように距きよ離りを取ると、一息吐く。

「セイ！　あんまり威い力りよくが高すぎると、ターゲットが後衛に移るぞ！」

「一応、そのあたりは考えて攻こう撃げきしているんだけどね。結構、ヘイト値を稼いじゃったみたいだから、攻撃から回復に回るね」

　セイ姉ぇは水属性が弱点のレッド・オーガへの攻撃を止やめ、ミカヅチの回復役に回る。

　そして、俺は、ミカヅチに更さらなる強化を施す。

「ミカヅチ、今度は押し負けないようにこれを付けてやる！　《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン、アーマー！」

　オーガたちのＨＰが残り七割になったところで、俺は両手に持った火属性の属性石を握り潰し、ミカヅチの装備品にエンチャントを施す。

　武器は、仄ほのかな赤みを持ち、振ふれば残光を残す。

　防具も同じような色を放ち、若じやつ干かんの属性防ぼう御ぎよを高めてくれる。

　セイ姉ぇがミカヅチのＨＰを回復し、エレメント・エンチャントによる火属性ダメージの軽減によって、レッド・オーガからの攻撃をより安定して防御する。

　そして、火属性が弱点であるブルー・オーガを重点的に狙ねらって攻めていく。

「《呪加》──アタック、ディフェンス！」

　既に、カースドによってＭＩＮＤのステータスを下げることに成功した二体のオーガたちに対して、更に弱体化を重ね掛けする。

　俺のカースドを抵抗レジストし続けることができずに更に攻撃力と防御力を下げる二体のオーガに対し、ミカヅチの勢いが反比例して増していく。

「この状態なら状態異常バツドステータスの矢は、効きやすいかな」

　俺は、カースドによる弱体化を受けたオーガたちに状態異常バツドステータスの矢を放ち、ステータスの抵抗レジストを突破して状態異常バツドステータスにすることに成功する。

　それでも【麻痺】や【眠ねむり】、【気絶】などの状態異常バツドステータスで一瞬の動きが止まるだけであり、【毒】などのスリップダメージは通常よりも効果時間が短く、回復が早い。

　オーガ二体の共有するＨＰが五割を切った時、今まで使われていなかったＭＰを初めて使い始めた。

「ＧＵＯＯＯＯＯＯＯＯ──」

　レッド・オーガの振るう金かな棒ぼうが赤熱しながら炎ほのおを発し、それをレッド・オーガが地面に叩たたき付けると、その衝しよう撃げき波はがミカヅチを襲おそう。

「くっ!?　属性防御があってもキツイ！」

「──《ハイ・ヒール》！　ミカヅチ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　セイ姉ぇがミカヅチを即そく座ざに回復させる一方で、俺の【看破】のセンスがブルー・オーガの動きを見み逃のがさない。

　ブルー・オーガの金棒が霜しもが覆おおわれて冷気を発し、それをブルー・オーガが地面に叩き付ける前に、俺の魔法が発動する。

「──《クレイシールド》！」

　ミカヅチとブルー・オーガの間に出現した土つち壁かべが、ブルー・オーガの足元から周囲に渦うず巻まく青く色付く風を防ぐ。

　土壁は、青い風が触ふれた箇か所しよから削けずられ、数秒の内に破は壊かいされて、光の粒子へと戻もどっていく。

　だが、その数秒でミカヅチがブルー・オーガの風ふう刃じんの範はん囲いから離り脱だつすることができた。

「なんだ、ありゃ」

「聞いた通り、オーガたちの攻撃スキルだな」

「ミカヅチ。あれを連続で受けて大ダメージで【気絶】とかは止やめてね」

「それか、片方の攻撃スキルで動きが止まったところをもう片方の金棒で殴なぐられるとかだな。ミカヅチが居なくなったら、俺とセイ姉ぇが前面に立たなきゃいけなくなる」

「安心しな。そうしたら間を置かずに【蘇そ生せい薬】で復活するから。でも、死なないことが重要だからな。しばらくは回かい避ひ重視で戦う」

　ミカヅチと短く作戦の相談をする間に特とく殊しゆ攻こう撃げきの待機時間デイレイ・タイムが終わったのか、自由に動き出す二体のオーガ。

「セイの魔法を中心にした攻め方で頼たのむ。それと、私の『スイッチ』の掛け声で攻撃と回復の役割を切り替えてくれ。私もそのタイミングで攻めに転じる」

「分かったわ。それじゃあ、やりましょう」

「なぁ、俺はなにかないか？」

「嬢じようちゃんは、自由に動け」

「そんな適当な……」

　俺には、作戦を投げっぱなしのミカヅチは、セイ姉ぇとの連れん携けいによって安定した戦いを見せてくる。

　前衛のミカヅチが、持てる防御技術を駆く使しして二体のオーガの攻撃を受け流し、二体の体勢が崩くずれたところで、セイ姉ぇが、弱点属性で相性のいいレッド・オーガに魔法を放ち、効率的にダメージを稼ぐ。

「──『スイッチ』！」

「──《アイシクル・ロック》《ハイヒール》」

　ミカヅチの合図と共に、セイ姉ぇが回復・補助に回る。

　そして、この間受け流し重視だったミカヅチが防御を捨てて、火属性のエンチャントの掛かった六角棍でブルー・オーガに殴り掛かる。

　その補助としてセイ姉ぇがレッド・オーガの足元を凍こおらせて動きを封ふうじつつ、ノーガードの殴り合いをするミカヅチのＨＰを回復する。

「自由にって言われても困るんだよな。まぁ、セイ姉ぇに倣ならうとするか。──《マッド・プール》」

　自由に動けと指示された俺は、ミカヅチとセイ姉ぇの負担を軽減するための行動に出る。

　まずセイ姉ぇに合わせて、凍り付いたレッド・オーガの足元に《マッド・プール》を生み出して、動きを阻そ害がいする。

　次に、今度は【呪のろい】の状態異常バツドステータスの矢を弓に番つがえて、オーガ達に放っていく。【呪い】の効果は、ＭＰ減少と、運が良ければランダムのマイナス効果が付ふ与よされる。

　地味な支援だが、ＭＰがなければ特殊攻撃は発動できない。

　その甲か斐いあって、オーガ二体の共有ＨＰが二割を切るころには、同じく二体の共有するＭＰが底を突く。

　ミカヅチが、相手は攻撃スキルが発動できないと理解すると、勝負は一いつ瞬しゆんでついた。

「うぉぉぉっ──《六連旋打》！」

　ミカヅチが一瞬の内に、肉を抉えぐるような強きよう烈れつな六連撃をブルー・オーガの胸に放ち、エンチャントの赤い光を残して吹ふき飛ばす。

「全てを凍らせ尽くして──《ダイアモンド・ダスト》」

　そしてセイ姉ぇの放つ魔法で、地面から湧わき立つ冷気が一瞬にしてレッド・オーガを包み込み、周囲を氷の世界へと作り変える。

　冷気の結けつ晶しようがレッド・オーガの体に触ふれると、徐じよ々じよに全身に霜が広がりダメージを与あたえていく。

　そうして、ミカヅチとセイ姉ぇの大技が決まり、二体の鬼おにが同時に膝ひざを突いて前のめりに倒れていく。

「よし！　裏門の開通っと。一度ポータルに登録すれば、戻るのに下山する必要がなくていいな。それに入る時に鍵かぎを探し直さなくても済む。楽でいいよな」

　にひひっと笑うミカヅチは、ゴゴゴッと重い音と共に開かれた裏門から外へと抜ぬけ、門外に設置されている転移オブジェクトのポータルを転移先として登録する。

「セイ、嬢ちゃん。どうだった？」

「結構、ボスは、楽だった。のかな？　と言うか、セイ姉ぇとミカヅチが強すぎだって」

「おかしいわね。確か、先せん遣けん隊たいは、かなり苦戦したって話を聞いたけど」

　俺とセイ姉ぇが首を傾かしげる。

　普ふ通つう、こういう場所を守るボスはもう少し強いのでは？　と思ってしまうが、ミカヅチは自分なりの答えを語ってくれる。

「先遣隊は、生存率とか探たん索さく能力が高いメンバーで編成していただろ。今回は、私みたいな戦闘職に加えて、嬢ちゃんのエンチャントによるバフとデバフがあって力押しできたからなんじゃないのか？」

「そう言われてみればそうかもね。普通のパーティーだったら、攻撃を防ぎつつ、少しずつ反はん撃げきするからね」

「いや、俺としては、激戦だったように思うんだけど……」

　二人なりの評価を下しているが、俺の想像では、先遣隊のパーティーは弱くはないと思う。

　ミカヅチと二体の鬼との戦せん闘とう場所を振り返ると、地面がボコボコに凹へこんでおり、それだけ力の強いボスＭＯＢであることが分かる。

　振り回される金棒の風圧だって恐おそろしくて身が竦すくんでしまうようなものなのに、そんな相手と初見で戦えた先遣隊には敬意を表したい。

「さて、ポータルの登録もできたことだし、恒こう例れいのボスのドロップを確認するか」

「そうね。私のドロップは、【青あお鬼おにの角】ね。ユンちゃんは？」

「俺は、【赤あか鬼おにの硬こう皮ひ】だ」

「私は、【赤鬼の角】だ。ってことは、出現するアイテムは、赤鬼と青鬼それぞれ角と硬皮ってことになるな」

　俺は、ボスドロップの納められたインベントリから【赤鬼の硬皮】を取り出して確かめるが、これは、強化素材ではなく普通の素材だ。

　ミカヅチとセイ姉ぇの角も見せて貰もらったが、どちらもレアドロップというわけではないらしい。

「先遣隊の事前情報と合わせると、ドロップアイテムの種類は四種類か。多いけど、特に目立ったアイテムがあるわけでもない……よし！　数を集めるためにボスの周回をするか！」

「マジで!?」

「さぁ、嬢ちゃん。今日一日だけ付き合え！」

　そう言って、俺の腕うでを取って裏門へと戻っていくミカヅチ。

　その後、再出現リポツプした裏門のボスに対して通算三回挑ちよう戦せんするも、一回ごとに微び妙みように戦い方を変えて、より効率的なボスとの戦い方を模も索さくすることになる。

　時に俺が囮おとりになって駆かけ回り、時に俺がメインで弓矢による攻こう撃げきを行い、時にセイ姉ぇと共に魔ま法ほう主体で戦う。

　そうして、一日目は、ボス周回のドロップ収集、通つう称しよう、ボスマラソンを行ったわけだ。




「──その結果がこれか」

　回想から現実へと戻り、小さくそう呟つぶやく。

　図はからずもハイスピードレベリングになった戦闘後のセンスステータスを眺ながめながら、お茶を啜すする。
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　戦闘系センスのレベルが上がっている。

　牽けん制せいのために放った攻撃のために【長弓】と【地属性才能】のセンスが上がり、セイ姉ぇと共に魔法を発動し続けて魔法系のセンスも上がった。

　ミカヅチがわざとオーガの一体を俺の方へと誘ゆう導どうした時は、攻こう撃げき回かい避ひのために全力で逃にげて【俊足】が上じよう昇しようしていた。

　直接戦闘した時は、エンチャントやアイテムを使ってステータスを上げてガチガチに固めたために【付加術】などのセンスが上がっている。

　そして、一日経たって思い返してみれば──

「戦闘の殆ほとんどをミカヅチに任せていたし、パーティーの人数が少ないけど、いつもよりも大変じゃなかったかも」

　いつもは、パーティー全員に最適なエンチャントを選せん択たくしつつ、効果が切れないように矢や継つぎ早ばやに施ほどこしていくが、ミカヅチ一人なら一定時間でエンチャントを重ね掛がけするだけだった。

　それに人型ＭＯＢは、予測不能な動きとか少ないし、見た目が気持ち悪くないのも精神安定の要員の一つだ。

「それにしてもこのダンジョン、居い心地ごこちが良過ぎる。すみません、お茶のおかわりとお饅まん頭じゆう、串くし抜ぬきの三色団子の追加を」

「ギギッ」

　返事が聞こえ奥から着物にタスキ、そして前まえ掛かけを着けた女性型のホブゴブリンであるゴブリナが給仕としてお茶とお饅頭を持ってくる。

　ゴブリンは薄緑の肌と短い角、そしてギザギザとした歯が特徴なだけで、全体的な容姿は普通のＮＰＣとあまり変わらない。

　リゥイとザクロは、新たに注文した串の抜かれた三色団子を食べて、そのもちもちとした食感に首を傾げている。俺は、そんなリゥイとザクロを眺めて和なごんでしまう。

　このダンジョンのＭＯＢのコミュニケーション方法は身み振ぶり手て振ぶりだけだけど、表情豊かに応対してくれる。

「はぁ、お茶が美お味いしい」

　本日二度目のまったりとした呟きをこぼしながら、甘さ控えめの蒸し饅まん頭じゆうを一口。そして、はっと気が付く。

「いかんいかん。このままここに馴染んでしまいそうになった。なんて恐ろしいダンジョンなんだ」

　俺は、本来の目的である、最前線エリアのダンジョンを徹てつ底てい的に遊び尽くす、ということを思い出す。

　俺は、頭を振ふって、後ろ髪がみを引かれる思いで、先程の給仕のゴブリナにお会計をお願いする。

「すみません！　お持ち帰り用のお饅頭とお会計お願いします」
















「ギギッ」

　会計を済ませてお茶屋さんからお饅頭と、謎の緑色の紙切れを一枚受け取り、ブラブラと当てもなくダンジョン内を彷徨さまよう。

　俺は歩きながら、持ち帰り用に包んでもらった饅頭をリゥイとザクロと分けて食べながら、何か面白そうなものがないか探し歩いた。




　　　　●




　ダンジョン内の構造は、正面の門から裏門までの太い大通りがあり、それに平行するように延のびる細い通りが左右に三本ずつ広がっている。

　各通りの両りよう端たんは、一本の通路で繫つながっているために、ダンジョン全体を上から見ると梯はし子ごを横にしたような形をしている。

　この梯子状に展開されている【鬼人の別べつ荘そう】の七本の通りには、正面から見て右みぎ端はしから順番に番号が振られており、それぞれ別の役割を持っている。

　一番右にある一番通りは、和風の建物が建ち並び、プレイヤー向けにホームの販はん売ばいと貸し出しが行われていて、ポジションとしては、ダンジョンの住宅街といったところだろう。

　今はプレイヤーが少ないために静かな印象を受ける場所である。

　反対に、一番左にある七番通りと次の六番通りは、このダンジョンの中でＭＯＢたちが唯ゆい一いつ、戦闘を仕し掛かけてくる場所だ。

　どことなく裏路地的な薄うす暗ぐらいこの二つの通りには、一番から五番通りでは売っていないアイテムも売っている一方で、チンピラゴブリンや武装したホブゴブリンやオーガなどが現れて攻撃を仕掛けてくる。

　ちなみに戦闘開始のフラグは相手と目が合った時、と最初に聞いた時は、どこの不良だよ、と内心思ったが、六番と七番通りは、モンスターの町のアウトロー的な立ち位置なのかもしれない。

　そして、俺が今歩いているのは、四番通りである。

「なんかないかな？　できればミュウとセイ姉ぇにプレゼントするアクセサリーの強化素材が欲しいんだよな」

　そう呟いて探すが、どこのお店にも強化素材はなく、よく分からない工芸品やお土産みやげみたいなものが沢たく山さん見つかる。

「おっ、この肉まんセット。レティーアへのお土産にいいかも。あっちは、鉱物を売買しているお店か。この山で採さい掘くつされた鉱石とかもあるかな」

　食べ物系のアイテムは、レティーアたちへのお土産に購こう入にゆうして、火山地帯の鉱石アイテムはマギさんへのお土産にする。その他適当に使えそうな素材系アイテムをリーリーとエミリさん用に買っていく。

「素材はちょっと割高だな。まぁ、ここの外の環かん境きよう下で素材アイテムの収集は大変か」

　本来、鉱石系アイテムなどは自力で集められるが、このダンジョンの外の環境は過か酷こくで俺一人だと厳きびしいので、ここのお店で纏まとまった量のアイテムを購入していく。

　最後に、クロード用のお土産に見つけたのは、観光地にありそうな木き彫ぼりの置物であった。

「木彫りのマグマ・ベアって妙みように躍やく動どう感があるな……俺も自分用に欲しいからもう一個買おう」

　結果、二つの【木マ彫グりマの・置ベ物ア】を購入して、また素材を探して歩く。

　一つのお店だけでは、それほど多くのアイテムを扱あつかっておらず、何軒かでは扱ってるアイテムがカブっていたりする中で、微妙な値段の差に一いつ喜き一いち憂ゆうしながら買い物を続ける。

　その中で興味を引くアイテムを見つけた。

「おっ、火山エリアの採取アイテムも売ってるんだ」

　不毛な火山エリアにもちゃんと植物が実っているのに感動しながら、そのアイテムを見る。

「【カルココの実】っていうのか、なんか土が付いたままだけど……」

【カルココの実】は、見た目が赤いジャガイモで、ジャガイモと同じように地中に実を作るらしい。

　試しに【カルココの実】を購入し、【錬金】センスの《物質変へん換かん》スキルを選択するが、メニューでは変化先は存在しなかった。

　芋いものように芽があるので、種たね芋いものようにそのまま地中に埋うめれば【アトリエール】の畑で育つかもしれない。

　何個か確保しておき、農夫のＮＰＣに一度栽さい培ばい方法を尋たずねる必要がありそうだ。

　他にも、【アトリエール】の畑に植えられている、ニンニクに似た【活力樹の実】も並んでおり、見知った素材があると少し安心感を覚える。

「このアイテムを10万Ｇで買った！」

「うん？　この声は、ミュウ？」

　聞き覚えのある声が人通りの多い場所で聞こえたので辺りを見回してみると、少し離はなれたところでＮＰＣのゴブリン商人相手に何かをしているミュウたちを見つけた。

「このアイテムを13万Ｇで買った！」

「ギギッ、ギギッ」

　綺き麗れいな身なりで頭に布を巻いた鷲わし鼻ばなのゴブリン商人は、首を横に振って拒きよ否ひを示す。

「じゃあ、14万！　いや、15万で！」

「ギギッ、ギギッ」

　どんどんと目の前に青い紙を積み上げるミュウだが、どんなに値段を吊つり上げても、同じような調子で首を横に振りつつ、腕うでで大きなバツを作るゴブリン商人。

　普ふ段だん平原に出てきて戦うゴブリンよりも小綺麗でコミカルな動きをするために、見た目のブサイクさと相まって、ブサ可愛いかも、と思ってしまう。

「ううっ！　なんで買えないの!?」

　俺が黙だまってミュウたちの様子を観察していると、欲しいアイテムを買えずにミュウが地じ団だん駄だを踏ふんでいる。

「ミュウ。ちょっと退どき。うちがやってみるわ」

　そんなミュウの肩かたに手を置いたコハクが一歩前に出る。

「ほな。物々交こう換かんを始めよか。うちが出すアイテムとどれが交換できるか指差しでお願いね」

　コハクはそう言うと、道中手に入れたＭＯＢのドロップに始まり、鉱石、ポーション系アイテムなどを一つずつ取り出して、交換されるアイテムのレートを確かめている。

【空の目】で離れた所から少し覗のぞき見させてもらったアイテムの交換レートは、この火山エリアから遠く離れた場所のものほど価格高になる傾けい向こうにあるようだ。

　たとえＮＰＣによって同じ値段で売られている素材でも、火山エリアから遠く離れているところのアイテムの方がレートが高くなる。

　そして、コハクは──

「それじゃあ、ミュウの欲しかったものと、これと、これ。それに調整用でこれも合わせての交換でどうや？」

「ギギッ」

　ゴブリン商人が交渉成立の肯こう定ていで首を縦に振る。

「やったぁ！　コハク、ありがとう！」

「ミュウは、せっかちすぎや。ほれ、横の看板に物々交換の図があるやろ」

　ミュウたちの陰かげに隠かくれて気が付かなかったが、コハクの指差す先には、黒板の左右にそれぞれ肉と野菜の絵と、その真ん中に交換を表す双そう方ほう向こうの矢印が白いチョークで書かれていた。

「えへへっ……でもなんで要いらないものも交換したの？」

「それは、何かに使えそうやからつい……って、ん？　ユンさんやないか」

　物々交換が終わり、顔を上げたコハクが俺を見つけて声を上げる。

　こっそり見ているつもりだったが、見つかってしまったなら仕方がないと思い、ミュウたちの方へと近づく。

「お姉ちゃん？　いつから見てたの」

「えっと、ミュウが『10万Ｇ』って言ってるところかな？　見られたくないかなと思って……なんか、ごめん」

「もっと早くに声を掛かけてよ！　全然気にしないのに！」

　ミュウとコハクは、物々交換で手に入れたアイテムを受け取りながら、次はどこへ行くか話し合っている。

　みんな、手には何かしらの食べ物を持っていて、それを食べ歩きしている姿に、全員が楽しんでいるのが分かる。

「ねぇねぇ、お姉ちゃんも一いつ緒しよに回る？　次は、二番通りの方に行こうと思ってるんだ！　みんなもいいよね！」

「別に構いませんよ」

　ルカートを中心に俺の同行は問題ないと言ってくる。

　俺は、まだ二番通りの方に行ってないので、これはいい機会かもと思い、ミュウの誘さそいに乗ることにした。

「それじゃあ、お言葉に甘えようかな」

「やった！　それじゃあお姉ちゃん、早さつ速そく行こうか！」

「そうだね！　ユンさんをすぐに連れて行こう！　運のいい人のご利り益やくにあやかるんだ！」

「俺は、そんなに運は良くないぞ。というか、運がいいって何の話だ？」

　俺の言葉を無視して、ミュウとヒノがそれぞれ俺の手を片方ずつ摑つかんで引っ張っていく。

　助けてくれ、とリゥイとザクロ、ルカートたちに視線を向けるが、みんな微笑ほほえましそうに見ているだけだ。

　俺は、いつもの癖くせで、全く、と呟つぶやくものの、それほど嫌いやではないことを感じながら、ミュウたちに手を引かれて二番通りを目指す。

「なぁ、ミュウ。俺、二番通りには入ったことないんだけど、何があるか教えてくれるか？」

「二番通りの目玉は、ズバリ──福引屋だよ！　お姉ちゃんは、ダンジョン内で緑色の紙を手に入れなかった？」

「ああ、何枚か貰ったぞ。これのことか？」

　俺は、ダンジョン内で買い物をする度たびに貰った謎なぞの緑の紙の一枚を取り出した。

「そうそう、それ。それを三枚集めると一回福引ができるんだよ」

「へぇ、そうなのか。……あれ？　そういえばさっきミュウがゴブリン商人に出してた青い紙はなんなんだ？」

「ああ、あれは、このダンジョン内限定で使える商品券だよ。ちょっと待ってね」

　そう言ってミュウが取り出したのは、赤、青、緑の三枚の紙だ。

「赤の紙がアリーナ挑ちよう戦せん券、青の紙が商品券。そんで緑の紙が福引券だよ」

「俺は、赤と青の紙を見たことがないんだけど、どこで手に入れるんだ？」

「七番通りのゴロツキたちからのドロップだよ」

「えっ!?　まさか……」

「いやー、昨日買い物してたら間ま違ちがって七番通りに入り込んじゃってね。いきなり襲おそい掛かられて返り討ちにしたら、ドロップの代わりにこの三枚の紙をランダムに落としたの。でも、危ない場所だからお姉ちゃんは近づいちゃ駄だ目めだよ！」

「それを聞いたら絶対に近づかないから。って言うか、まさかさっきの大量の商品券って……」

「いやぁ、やっつけたら沢山の券を落とすことを知った後は、ゴブリンたちに片かたっ端ぱしから喧けん嘩か吹ふっ掛けた！」

「やめてあげろよ！　かわいそうだろ！」

　ドヤ顔で言うミュウに、俺としては、カツアゲするはずのゴブリンたちが逆にアイテム巻き上げられている姿を想像して叫さけんだ。

　まぁまぁ、とミュウに宥なだめられても釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま、俺は自分の持っている福引券の枚数を数える。

「……十四枚か」

　そこで、ミュウが改めてそれぞれの紙の効果を教えてくれる。

「それじゃあ説明するね。赤の紙のアリーナ挑戦券は、十枚集めると五番通りにあるアリーナでの連続バトルに挑戦できるんだよ。ただし、一番ドロップ率が低かったから、私もまだ集め切れてないんだよね」

　一週間以内に集められるかな、と呟くミュウに代わって、ヒノが青の紙の説明をしてくれる。

「青の紙は商品券。まぁ分かると思うけど、ダンジョン内限定でこの紙に書かれた額と同額のお金として使えるんだ。まぁ、さっきみたいな物々交換のお店とかでは使えないみたいだけどね」

　最後に、緑色の紙である福引券の説明には、コハクが行う。

「緑の紙の福引券は、さっきもミュウが説明した通り、二番通りにある福引屋ってところで、三枚で一回福引を引けるんや。その結果で、手に入るアイテムが変わるようやで。買い物して枚数が溜たまったから、試しに行ってみよか、って話してたところや」

　三枚で一回なら、俺は四回チャレンジすることができる。

「まぁ、タダでアイテムが手に入るなら行ってみるかな」

「でしょう？　レアなアイテムとか手に入るかもしれないと思うとワクワクするよね！」

　俺はどうせハズレを引くんだろうな、と内心枯かれたことを考えている間に、二番通りの福引屋が遠くに見えてくる。

　八角形の回転式抽ちゆう選せん器の形をした看板が目立つように掲かかげられた福引屋には、何台もの抽選器が置かれている。

　抽選器のハンドルを回して中から出た玉の色によって、景品のアイテムが変わるらしい。

　景品として飾かざられているアイテムは、当たらないと分かっていても、見ているだけでワクワクさせるものがある。

　特等はなんと、夏のキャンプイベントの入賞商品の一つである【特とく殊しゆなホームの増設権】だった。その下の、一等と二等がユニーク装備だ。

　一等の装備は、【破は邪じやの剣けん・破王】というグレートソードに分類される大剣。

　二等の装備は、【罪ざい業ごう】シリーズと名の付いた武器で、当選者の持つセンスと同じ武器が当たるらしい。攻こう撃げき力は一等の大剣を超こえるが、その分デメリット効果がある。

　それは、【罪業を積み重ねし者】というちょっと中二的な名前の追加効果だ。この追加効果は、その武器で敵を一体倒たおすごとに常に【獲かく得とく経験値】が１％マイナスされるというものだ。

　一応、各景品が当たる確率も提示されているが、特賞から二等までの確率は明らかに絞しぼられており、特等が０・０１％。一等と二等が０・１％と表示されている。

「特等当てるのに確率的に福引券が三万枚必要とか、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「気長にやるものじゃないの？　一等と二等の確率も良心的だよ」

「り、良心的なのか？」

「そうだよ！　ドロップ確率１％で出現頻ひん度どの低いボスＭＯＢ狙ねらうよりは楽だよ！」

　楽なのか？　と、俺は首を傾かしげる。どっちも苦行だと思う。

　一等と二等のどちらかを、といっても０・２％で、福引券換かん算さんで千五百枚必要だ。

　だが、そこまで確率が絞られているからこそ、皆みな欲よくに塗まみれた目でディスプレイを見つめている。

「うぉぉぉっ！　知り合いから借金してまで福引券を買い集めたのに、当たらねぇぇ！」

「くっそぉぉぉっ！　乱数調整だ！　システムが予測もしないムダな動きを入れれば、きっと抽選テーブルが変わって出やすくなる！」

「きっとこの抽選器には入っていないんだ。なら隣となりの台で、いやあっちの台で」

　別の抽選器では、上のアイテム狙いのプレイヤーたちが抽選器械の前で膝ひざを突いて叫んだり、不思議な踊おどりを披ひ露ろうしたり、うろうろと色々な抽選器へと移動したり、謎の行動をしている。

「なんだ、あれは……」

「ああ、気にしちゃだめだよ。それよりもユンお姉ちゃん、私たちも福引をやろうよ」

　ミュウに手を引かれて、俺は一番人の少ない抽選器の前へと移動した。




　　　　●




「福引は、特等に、一等から九等の全十種類か。みんな何回できるんだ？」

　俺が振ふり返り尋たずねると、それぞれ指を立てて回数を教えてくれる。

　ミュウが五回に、ルカートとトウトビが三回、ヒノとコハク、リレイが四回できるようだ。

「それじゃあ、一番手は私ね。ユンお姉ちゃんのご利益で良い引きが出ますように」

「なんだよ、俺のご利益って。てか、抱だき付くな！」

「だって、ユンお姉ちゃん。何だかんだで運がいいから」

「俺に運があるとしたら、それは悪運だけだぞ！」

　俺へと抱き付いてくるミュウに言うが聞き入れて貰もらえず、次にミュウはリゥイとその背中に乗るザクロに纏まとめてぎゅーと抱き付いている。

「それじゃあ、ユンお姉ちゃんのパワーを充じゆう塡てんしたから行くよ！」

「はいはい。いいから行きなさい」

「てりゃぁぁっ──」

　気合いを入れて抽選器の持ち手を回し始めるミュウ。全員が固かた唾ずを飲のんで見守る中、最初の一回で出て来た玉の色は──

「──白！」

　福引屋の奥に掲げられているボードで対応する色を確認すると、白は九等の飴あめ玉だまだった。リアルで例えるとポケットティッシュ枠わくだ。

「むぅ！　もう一回！」

「あんまりムキになるなよ」

　俺が注意するが、再び勢いよく抽選器を回し、二回目と三回目も白を出して、四回目で黒の八等、ＭＰポーションを当てた。

「うぐぐぐっ！　最後の一回！」

「ミュウさん、頑がん張ばってください！」

「大丈夫、ミュウちゃんなら行けるよ！」

「福引って頑張るものだったか？」

　俺が首を傾げながら、ミュウの五回目の福引を見守る中で──

「──金色じゃなくて、黄色だこれ！　見み間ま違ちがえた！　紛まぎらわしいよ！」

「でも黄色の四等は、悪くないんじゃないのか？」

　色合いが似ていたため特等と見間違えたミュウは、黄色だと気がついて一人で落らく胆たんしているが、すぐに復活する。

「うーん。まぁ並よりいい方だろうし、表示されている確率を見るに、お姉ちゃんのご利益があったと考えるべきか……」

「ミュウ。引き終わったならアイテム貰わないと」

「はっ!?　そうだった！」

　ミュウはすぐさま抽選器の前から移動して福引屋のホブゴブリンからアイテムを受けとる。九等と八等は景品が決まっているが、四等は数種類のアイテムから選べるらしく、ミュウが悩なやんでいる間にルカートたちも並び始める。

「それで……なんで俺を拝む？」

「えっ、いえ、ミュウちゃんが確率３％の四等を当てたから、私もちょっとはご利益があればと」

「ミュウちゃんが四等を当てるとは思わなかったからね。こういうのは結構確率絞られているからボクも少しでも当たる確率を上げたいんだ」

「……私は、何となくです……」

　苦笑するルカートに、誤ご魔ま化かすような笑いを浮うかべるヒノ、すっと俺から視線を逸そらすトウトビの三人をジト目で見るが、いつものように、まったく、とすぐに溜ため息いきを吐ついて許す。

「ふふふっ、ユンさんのご利益を全身の隅すみ々ずみまで行きわたらせるためには、ハグだけじゃ足りないですよ」

「ほーら、リレイ。いいから福引回そうか。ユンさんに迷めい惑わくかけたらあかんよ」

　こちらへと怪あやしい動きをする手を伸のばそうとするリレイを、引き摺ずるようにして抽選器の前に立たせるコハク。

　そして、五人が次々と抽選機を回した結果、大体が八等か九等であり、コハクが六等、リレイが五等を引いたのだった。

「なんや、六等は三種類の券から一枚選せん択たくって、損した気分やわ。福引券三枚使って一枚やろ。それなら八等のＭＰポーションの方がええやん」

「コハク。選べるのなら、ドロップ率が一番低いアリーナ券と交こう換かんすればよいのではないですか？　まぁ、私の五等の【中鬼ホブゴブリン銀貨】は何に使うか分からないものですけどね」

　そう言って、ホブゴブリンの横顔が彫ほられた銀貨を指で弾はじいてはキャッチを繰くり返すリレイ。

　ランダムで何種類か出る硬こう貨かの中の一枚らしい。

　俺としては、全種類集めてケースに入れて飾りたい欲よつ求きゆうがあるので、ちょっと羨ましく思う。

「それで、ミュウは、どうなった？」

「ほへっ？　なひふぁ？」

「早さつ速そく、飴玉を舐なめてるし……そういえば四等は何を手に入れたんだ？」

　ミュウは、俺の質問に答えるために、口に含ふくんだ飴玉をゴリゴリと嚙かみ砕くだいた。

「三種類の素材から選べるんだよ！　私は、【一つ目巨きよ人じんのたたら玉たま鋼はがね】って素材を選んだ。普ふ通つうよりもちょっとレアかも」

　そう言って、表面にぷつぷつと気き泡ほうが弾けた後のような小さな窪くぼみを持つ金属の塊かたまりを見せてくれた。

　他の二種類は【火ひ鼠ねずみの革衣】や【蓬ほう萊らいの玉の枝】といった、ここでしか手に入らない素材が並んでいる。

「ほら、最後は、ユンお姉ちゃんだよ！　ここはみんなよりもいいものを引かないと！」

「そんな無茶な！」

　ミュウに背中を押されて、抽選器の前に立つ俺。目の前のホブゴブリン店主に四回分の十二枚の福引券を渡わたして、いざ回そうとすると、リゥイとザクロが俺の横へと来る。

「……一回ずつ回してみる？」

　リゥイとザクロは、同時に首を縦に振り、俺は先に二匹ひきにやらせることにした。とは言っても、ザクロは小さい体で上う手まく回せそうにないので、俺が抱き抱かかえて、抽選器を回す持ち手に前片足を乗せてやる。

　そして、足をゆっくり下へと下ろすと、ガラガラと八角形の抽選器が回り始めて、すぐにカラン、と玉を吐き出す。

「白か。ハズレだな……。次は、リゥイ……ってお前もか……」

　リゥイも、自じ慢まんの一角を持ち手に押し当てるようにして回すが、すぐに白い玉を吐き出すことになった。しかし、結果を見て二匹とも満足げな様子でいる。リゥイとザクロは、九等の飴玉をホブゴブリンから受け取った飴玉を早速口の中に入れてやると、二匹は目を細めて嬉うれしそうに舐め始めた。

「全く、食い気優先だよな。それで、あと二回か」

　福引は、あと二回残っている。俺は、どうせ当たらないだろう、という思いで持ち手を回し始める。

　ガラガラガラ、と抽選器の中の玉が混ざり合いぶつかり合う音を聞きながら、ぽろっと吐き出された玉を期待せずに見る。

「えっと、色は……青か」

　そう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、福引屋のホブゴブリンが厳いかつい顔で笑顔を作り、鉄製のベルを振る。

　ガラン、ガランというベルの音に、ビクッ！　と体が反応し、また、突とつ然ぜんのベルの音に周囲が何事かとこちらを見ているので恥はずかしくもある。

「むぅ、三等を当てるなんて！　羨うらやましい！」

「三等の景品は、強化素材の【魔ま貴き晶しよう】ですか。追加効果は景品の説明に書いてあるでしょう」

　ミュウとルカートの声に振り返れば、全員羨せん望ぼうの眼まな差ざしでこちらを見ており、少し居い心地ごこちが悪くなって、すぐに四回目を回す。まさか、ここでもう一回いい景品が出て、変に注目されるとかないよな、と不安になる中で白玉が出たことに少し安あん堵ど感を覚える。

　そして、ホブゴブリンから受け取った三等の景品は、まるで内部に溶よう岩がんを湛たたえているようにゆっくりと赤く明めい滅めつを繰り返す結けつ晶しよう玉である。

　強化素材【魔貴晶】の追加効果は、【魔ま法ほう上じよう昇しよう（小）】だ。これは、センス【魔法上昇】の効果追加版であり、魔法系ステータスを向上させる効果を持つ。

「いいな、いいな。レア素材だ。お姉ちゃん、羨ましいなぁ」

「ミュウだってレア素材手に入れただろ」

「あれだけじゃ小さいナイフくらいしか作れないよ！　片手剣けんサイズだと後二個必要なの！」

「そう考えると先は長いな」

　俺は、ポツリと呟き、三等の景品である強化素材の【魔貴晶】をインベントリに仕し舞まい込む。

　この強化素材なら、ミュウかセイ姉ぇへのプレゼント用のアクセサリーに使用してもいいかもしれないと思いながら、九等の飴玉を口に入れれば、雑味がありながらも優しい甘さが口の中に広がる。

　俺が四回の福引を終えてルカートたちを振り返ると、やっぱりご利益がある、と言われて全員から拝まれた。

　そして、まだやりたい！　と声を上げるミュウは、ルカートたちの余っている福引券を集めて、再度福引をすることにした。

　俺の余りの二枚もミュウに渡すと合計三回できるようになり、さきほど運のよかったミュウ、コハク、リレイの三人がそれぞれ一回ずつ引くことになった。

「よーし、今度は、もっと上を狙ねらうぞ！」

「そう簡単にいかんと思うけど、まぁ、当たったら儲もうけもんやな」

「とか言いつつ密かに期待しているコハクでした。と、ふふふっ」

「リレイ、変なナレーション入れんな！」

　俺が、福引を引くまで時間が掛かかりそうなミュウたちから少し離れて、三人の様子を見守っている時、ルカートが声を掛けて来た。

「よかったんですか？　福引券を二枚も貰って。後一枚でもう一度できましたよね」

「別にいいよ。どうせ、二枚じゃ何もできないんだし、それに持っていること忘れそうだし」

　そう言って、俺が手をひらひらさせていると、背後にすっと人の気配を感じて振ふり返る。

「そりゃ、羨ましい限りだな。私らももう少し早くに来たら分けて貰えたかな」

「ミカヅチ。それにセイ姉ぇ」

　振り返った先には、ミカヅチとセイ姉ぇが居た。

「さっきのベルの音を聞いてたぞ。嬢じようちゃんが三等を当てたらしいな。現実的な確率で一番いいアイテムを引くなんて運がいいな。さてと、私らも溜ため込んだこの福引券を使うとするか！」

　ミカヅチが福引券の束をドンと福引屋のホブゴブリンの前に置くと、ホブゴブリンが慌あわてて枚数を数え始めている。

「セイ姉ぇはやらなくていいの？」

「私は、その、運ないから、やってもどうせ飴あめ玉だまばかりだと思うからミカヅチに全部あげちゃった」

　そう言って、やや哀あい愁しゆうの漂ただよう姿を見せるセイ姉ぇ。

　いや、セイ姉ぇは運がないわけじゃなく、ただ自分の欲しいものが引き当て辛づらいだけで。レアなアイテムは結構持っているでしょ、と内心フォローする。

「いいのよ。ミカヅチの持ってる福引券の半分は私のだから、ミカヅチの欲しいもの以外は分けることになっているの」

「それでミカヅチの欲しいものって──」

　福引屋の方で雰ふん囲い気きがピリピリしたものに変わった気がして振り返れば、ホブゴブリンが福引券を数え終わり、ミカヅチが抽選器を回す持ち手を握にぎり締しめている。

　表情は、真しん剣けんみを帯びており、ミカヅチの背中からオーラが発せられるのを幻げん視しする。

　そしてミカヅチは、気合いを込めて回し始めた。

「──狙いは、七等！　来い！」

　随ずい分ぶん、志こころざしが低いと思いながら見ていると、続けて抽選器を回して玉を出していく。

　ミカヅチの姿は、まさに試行回数の鬼とも言えるものだった。

　欲しいアイテムが出るまで回し続ける、とでも言いそうな雰囲気に、福引のワクワクとした緊きん張ちようとはもはや別種の緊張が走る。

　そして、ミカヅチとセイ姉ぇの二人分の福引券分を回し終わり、結果は──

「三十三回回して七等が五本かぁ。まぁ、ボチボチかな？　けど、中々数が集まらなかったアリーナ券を六等で揃えられたのはよかったかもな」

　ミカヅチはそう言って、袋ふくろ一いつ杯ぱいの黒飴あめ、八等のＭＰポーション、五等の硬貨が数枚、四等の生産素材二つを持ってセイ姉ぇのところへと戻もどって来る。

「ほら、こっちのやつは全部、セイにやる」

「え？　いいの？　半分に分けなくて？」

「いいさ。それに、欲しかったんだろ？　四等の素材の【蓬萊の玉の枝】が」

「うん。でも二つだけだと杖つえを作るのには足りないからね。あと一つあれば作れるんだけど……まぁ、私も今度から福引やってみるわ」

　ミカヅチは、手に入れたアイテムの大半をセイ姉ぇに渡して、身軽になって俺の方へと向いてくる。

「さてと、ちょうど嬢ちゃんもいることだ。少し場所を変えて話をしようか」

「なんか、ミカヅチに、話をしようか、って言われると怖こわいんだけど……俺に何をさせる気だ」

　それも、本人は警けい戒かい心を解くために笑顔で言っているのだろうが、こちらとしては、獅し子しが牙きばを剝むいているようにしか見えない。

　そんな、少し危険な気がして一歩後あと退ずさる。

「そんなに怯おびえなくていいだろ？　思わずイジメたくなっちまう」

「ひっ！」

　一いつ瞬しゆん、黒い笑みを見せるミカヅチに対して、引き攣つった悲鳴を上げる俺。

　そして、この状じよう況きようをぶち壊こわす声が俺の背後から響ひびく。

「ミカヅチさん！　ちょっと、待ったぁぁぁっ！」

　タックルするように俺の右みぎ腕うでに抱だき付いてくるミュウ。いつもは注意するが、この場面では逆に場の空気を乱してくれて安あん堵どする。

「ユンお姉ちゃんは、今は私たちのものなんだから、勝手に持って行こうとしないでよ！」

「ミュウ、俺は所有物じゃないから！」

　ミュウが抱き付く腕に力を込めて、渡さない、と全身で表現するが……

「おっと、さっきの福引で交こう換かんしたアリーナ券が一枚だけ余ってるな。私は、もう十枚持っているから挑ちよう戦せんできるけど、余っているこの券はどうしようかね」

　ミカヅチがひらひらと指に挟はさんで振っている赤い紙を見て、俺の背中を押して、ミカヅチの方へと歩かせるミュウ。

「はい！　ユンお姉ちゃんをどうぞ持って行ってください！　そして、好きに使ってください！」

「変わり身早っ！　てか買収された！」

　そして、俺は逃にげられないようにミカヅチに肩かたを抱だき寄よせられて、緊張で体が固まる。セイ姉ぇは、眉まゆ尻じりを下げてごめんね、と言いつつ、俺とミュウたちを近くの甘かん味み処どころへと案内した。

「嬢ちゃんに、ミュウちゃんたちも、好きに注文していいぞ！　私の商品券で全部払はらうから！」

「やったぁ！　ミカヅチさん、太っ腹！」

「ミュウさん、女性にそのような言い方は失礼です」

　こそっとミュウに耳打ちするルカートだが、ミカヅチが笑いながら、聞こえてるよ、と言うと、ミュウたちのパーティーに緊きん張ちよう感かんが走り、乾かわいた笑い声が上がる。

　その微び妙みような雰囲気を払ふつ拭しよくしようと甘味を注文していく一方で、ミカヅチとセイ姉ぇと向かい合って座った。俺はどんな面めん倒どう事が降りかかるのかと思い、身構える。

「そう警戒するな。私は、嬢ちゃんに生産職としての依い頼らいをしたいだけだ」

「頼み事をしたいなら、嬢ちゃんって呼び方は止やめろ。それで、俺に何をさせる気だ？」

　ミカヅチは、とあるアイテムをテーブルの上に置く。それは、先程の福引で手に入れていたアイテムだ。

「──福引屋の七等景品【イエローポーション】。こいつを作って貰もらいたい。それも数日中に、だ」







　　　五章　イエローポーションとアリーナ







「いきなり、作ってくれ、って。それも遠えん征せい期間中に、って。まぁ、一度手に入れた素材を調べるためにギルドの方に寄るつもりだったけど……」

　甘かん味み処どころでミカヅチから頼まれたことは、アイテムの作製だった。

　いきなりのことで混乱して、頭を冷やすために冷たいお茶を注文したが、今思えば、せっかく甘味処に入ったんだしミカヅチの奢おごりだったんだからあんみつでも頼めばよかった、と小さな後こう悔かいを感じつつ、ふぅ、と溜ため息いきを吐はき出す。

「それにしても、【イエローポーション】か」

　ミカヅチから頼まれたことを思い出す。




「──福引屋の七等景品【イエローポーション】こいつを作って貰いたい。それも数日中に、だ」

　そう言って取り出されたアイテムは、黄色い液体の入ったポーション瓶びんだった。

「これは？」

「この【鬼人の別べつ荘そう】内部の薬屋で購こう入にゆう、もしくは、福引の七等の景品で手に入る【イエローポーション】だ」

　テーブルに置かれたアイテムを手に取って【イエローポーション】のステータスを確かめる。

【イエローポーション】は、【ブルーポーション】の上位ポーションであり、回復量は、ハイポーションとほぼ同等だ。

　俺自身、先日の状態異常バツドステータス耐たい性せいセンスのレベリングで【ポーション】と【丸がん薬やく】の二種類が回復量制限に掛かかったために、いずれ更さらに来る回復量制限に備えて、上位の回復アイテムを作ろうと思っていたが、まさかミカヅチから作製依頼を持ち込まれるとは思わなかった。

「けど、なんで必要なんだ？　ハイポーションでも十分な回復量があるだろ。わざわざ【イエローポーション】を作る必要ないと思うけど……」

「実はね。ミカヅチが調子に乗ってレッド・オーガとブルー・オーガを周回で倒たおしたでしょ？　その時、レベルが上がって、ハイポの回復量制限に引っかかっちゃったのよ。だから、回復量制限がなくてハイポーションと同等のアイテムである【イエローポーション】が必要なの」

「ダンジョン内にある連続戦せん闘とう施し設せつ・アリーナの連続バトルへ挑戦するためにも、安定した回復手段は複数必要だからな」

　そう言われて、大体の理由は把は握あくした。だが、言われてすぐに作れるようなものではない。

「そもそも完成品を持ち込まれて、これと同じ物を作れ、って言われても困るぞ。素材のヒントとかもないんだから」

　そう言う俺の前に、ドンと一枚の石版が置かれた。

「骨こつ董とう屋やで買ったゴブリンの薬くす師しのレシピだ。所々傷いたんでいるけど、ヒントになるはずだ！　あとは頑がん張ばってくれ！」

　分厚くて重い石版には、文字と絵が刻まれており、所々剝はげたり、欠けたりしている。こんな石版をどこで見つけてきたんだ、と呆あきれているうちに、一方的に石版を押し付けられ、挙句に、ポーションの作成を任されてしまった。

　その後、溜息を吐きながら、所々削けずれた石版をギルド【ヤオヨロズ】の職人部屋に運び込んで解読を始めた。




「とは言っても、【言語学】センスの要求レベルはそんなに高くないんだよな」

　ミカヅチとのやりとりを思い出しつつ、石版から俺の【言語学】センスのレベルで読み解いた内容を写したノートを見ながら、溜息を吐く。

　石版の内容には、二種類のレシピがあり、一つは【イエローポーション】。もう一つは【鬼の妙みよう薬やく丸がん】といういわゆるハイポーションの丸薬版のようなアイテムのレシピだ。

　ところが肝かん心じんの【イエローポーション】のレシピのところを中心に石版が傷んでいるために、素材の組み合わせを特定するのに難航している。

「はぁ、難航しているからって、俺は何をやっているんだ」

　何度目かの溜息を吐きながら、ギルドの職人部屋の個室を借りてできた成果をテーブルの上に並べてみる。

　レシピ通りに再現した【鬼の妙薬丸】は、丸薬の作り方そのままで、素材は、ハイポの原料の薬やく霊れい草そうとマグマ・ベアのドロップである【溶よう岩がん熊ぐまの胆い】を混ぜ合わせて、少しずつ水を加えてて練り合わせ、成形すると完成する、比ひ較かく的簡単な丸薬レシピだ。

　こちらは、レイドクエストの報ほう酬しゆうである【民間薬学事典】の中にも記き載さいされていた。

　比較的簡単だから、完成したものに対する改善点が出てくる。

　そしてもう一つの成果は──大きめの樽たるとその中身だ。

「ほんと、俺は何をやってるんだろうな」

【イエローポーション】のレシピ解読後に使い道のなくなった石版を見ていて、漬つけ物もの石に使えそう、という出来心からやってしまった。

　短時間で作れるものとして、単純に、新しん鮮せんな野菜に適量の塩を馴な染じませて樽に入れ、上に木の蓋ふたと石版を置いて、後は寝ねかせるだけの漬物作りを優先してしまったのだった。

「本来やるべき【イエローポーション】作りが全然進まない」

　俺は、解読したレシピ内容を記したノートに再度目を通す。

　現在判明している素材は、【カルココの実】と【活力樹の実】の二つだけで、あとは石版が欠けていて解読不能だった。

「残りの素材が分からないんだよなぁ」

　石版が欠けた箇か所しよは二か所あり、小さく欠けた方からは辛かろうじて素材の一つが薬草系のアイテムだと予測できた。

　あと一種類素材が必要と思われるが、もう一か所は、石版の削れた面積が大きく、なんと書かれていたか全く分からない。

「一応、判明している素材で作ってみたけど、【カルココの実】は少し癖くせの強い素材だな」

　判明した情報を元に思いつく限りの組み合わせで素材を調合をしてみたが、低品質のポーションすらできない。

　その原因が俺が今手に持っている赤い芋いもの【カルココの実】だった。今までの失敗は【カルココの実】に毒が残っていたためで、全て毒薬となってしまったのだ。

「はぁ、まずは、こいつの毒抜ぬきから始めないとな」

　俺は、まず手持ちの【カルココの実】を綺き麗れいに洗い、皮と芽を取り除き、中の赤い部分だけを残していく。

　全ての実の皮を剝むいたところでブツ切りにして、予あらかじめ用意しておいたお湯が沸ふつ騰とうした大おお鍋なべに【カルココの実】をすべて投入する。

「ここからが重要だよな」

　俺は、【身体耐性】のセンスを装備して、大鍋の中で起こる変化を待つ。

　沸騰するお湯の中で浮うき沈しずみする【カルココの実】を搔かき混ぜていると、白い蒸気に薄うすい赤あか紫むらさき色いろが混ざり始める。

「始まったか。ここからは、耐たえないとな」

　カルココの赤い実が煮崩くずれてドロドロになり大鍋を搔き混ぜるヘラが重くなる。吹ふき上がる白い蒸気に混じる赤紫色が次第に濃こくなり、毒々しさを増す。

　息を止めているのが辛つらくなり、熱い大鍋の紫色の蒸気を吸い込むと、【毒】の状態異常バツドステータス特有の、視野が狭せばまるような症しよう状じように見み舞まわれる。

「やっぱり、【身体耐性】はレベル１のままだとあんまり効果が実感できないなぁ」

　こんなことなら、【毒耐たい性せい】のままにしておけば良かった。と思いながら、とろみの増した大鍋の中を一定の速さで大鍋を搔き混ぜ続ける。

　そのうち腕が少し辛くなってきたのを感じて、ＡＴＫのエンチャントを自身に施ほどこしてステータスを底上げし、搔き混ぜる速度を安定させる。

　継けい続ぞく的に【毒】の状態異常バツドステータスになるために、ＨＰの回復が必ひつ須すであり、大鍋の横に置いた【ハイポーション】を飲みながらの作業となる。

【イエローポーション】を作るために【ハイポーション】を使うとは矛む盾じゆんだ、と思いながらも、二十分以上混ぜ続けると、大鍋から上がる水蒸気の色に変化が現れる。

　赤紫色が薄れ始め、次第に元の白い水蒸気に戻もどっていく。

　完全に毒の水蒸気が無くなったところで、大鍋を火から下ろし、自然に冷ます。

　ある程度冷えてから大鍋を覗のぞき込めば、鍋底には白い塊かたまりが沈ちん殿でんしていた。

「毒抜き成功かな？」

　あとは、上うわ澄ずみの水を捨て、綺麗な布に取り絞しぼって乾かん燥そうさせれば完成である。

「【カルココの実】が【カルココデンプン】に変わったなぁ。まるでブルーゼラチンの時みたい」

　ブルースライムのドロップを薬草と合成して作った【ブルーゼラチン】という食材アイテムを思い出す。今回も分類としては、食材アイテムでもあった。

「なんだろうな。色付きポーションって食べ物関連とかあるのかね」

　俺は、そう言いつつ、毒抜きした【カルココデンプン】を大事に保管して、一休みする。

　あとは、【活力樹の実】と薬草系アイテム、そして最後の素材を探すために、手当たり次第に混ぜて調べることになる。

「お疲つかれさん。調子はどうだ？」

「【鬼人の別荘】で美お味いしい緑茶を買って来たけど、飲む？」

「って、ラングレイにオトナシ？　どうしてここに？」

「どうしてって、ここはギルド【ヤオヨロズ】なんだから俺らが居ても不思議じゃねぇだろ。それに、声掛けるのにドアを開けようとしたら赤紫色の毒どく霧ぎりが噴ふき出してきたからな。収まるのを待ってたんだよ」

「それは、御ご迷めい惑わくをおかけしました」

　深々と頭を下げる。まさか、個室から毒の蒸気が漏もれ出るとは。だが、漏れ出たのはラングレイが声を掛けるためにドアを少し開けたからで、すぐに閉められたようだからもう毒の影えい響きようはないはずだ。

　オトナシが緑茶を用意する一方で、俺は漬つけたばかりの漬物を一個取り出してお茶ちや請うけにする。

「漬け物に緑茶って、いいね」

「そうだな。ご飯が進むな。けど、なんかその漬物石って変じゃないか？　表面に模様とか図とか書いてあるぞ」

「気にしない、気にしない。それで何か用があったんじゃないのか？」

　まだ浅あさ漬づけといった感じの野菜をポリポリと食べつつ俺が尋たずねると、ラングレイが用件を話し始めた。

「ミカヅチさんからお前の様子を見るように言われてたんだよ。頼たのんだ手前、投げっぱなしにはしないだろうけど、本人は、ダンジョンや火山エリアを探たん索さくしているからな」

「それで僕は付き添そい。一応、ダンジョンで素材を手に入れたから、武器やアクセサリーでも作ろうと思ってね」

「つまり、【イエローポーション】の催さい促そくか。ミカヅチには悪いけど、まだ完成してないんだ」

　そう俺が言えば、眉み間けんに皺しわを寄せるラングレイ。すぐに、俺の考えを否定する。

「逆だよ、逆。気分転てん換かんに【ヤオヨロズ】に来たのにまた根を詰つめないように、注意してやってくれってさ。ミカズチさんギルド所属の生産職連中にも同じ依い頼らいをしてるんだ。だから、あんまり気張るなよ」

「大おお袈げ裟さだな」

　実際に引き籠こもっている時間など、大したことないのに、と苦笑を浮かべる。

「まぁ、僕もラングレイも生産職気質だから分からないでもないよ。それでどんな感じ？」

「あー、うん。まぁ、ここからは手当たり次第だな」

　石版から解読したレシピから、調合する素材の順番だけはある程度決めてあり、予想できる調合パターンをこれから絞り込む作業に入る。

「大変だけど大だい丈じよう夫ぶなの？　なんだったら手の空あいてるギルドの調合師を手伝わせる？」

「いいよ、別に。そんなに大変なことじゃないから」

　俺は、二人に簡単に説明する。

　これから行うのは、【イエローポーション】の素材から作る試薬を使い、手持ちの素材を順番に溶かし込んで反応を探す手当たり次第に混ぜる作業だ。

　やっていくうちに、正解の配合パターンが見つかるかもしれないという根気のいる作業だ。

　そして、見つかったら次に配合する分量を調整し、温度や加熱時間などの様々な要素を変えながら効果の高い作り方を模も索さくする。

「だから、単調な作業で誰だれでもできることだから大変じゃないぞ」

　俺は、自分のレシピの作り方を説明することで少し気分転換になりやる気が出てくる。

「あれ？　僕たちの知ってる作り方はもう少し大おお雑ざつ把ぱなはずだけど……」

「というより、なんか、研究職みたいな感じなんだな。手当たり次第とか気が遠くなるな。まぁわかった。それじゃあ、あまり無理はするなよ」

　気のいいお兄さんのラングレイは、こちらを心配してくれる。

「心配してくれてありがとな。でも大だい丈じよう夫ぶだ。こういうのは慣れてる」

「僕たちも生産活動に戻るよ。あ、あと、みんなに食べさせたいんだけど漬つけ物もの貰もらっていい？」

　オトナシが退室間ま際ぎわに漬物を欲しそうにするので、何個かの漬物を小さい容器に移して渡わたすと嬉うれしそうに受け取って出て行った。

　二人ともこの後、手に入れた素材で自分の生産分野のアイテムを作るのだろう。それに負けないように俺も頑がん張ばるとしよう。

「よし、やるか！」

　再度、【イエローポーション】作りの当たりを付けるために、サンプルの液体を作る。

　乾燥させた【カルココデンプン】に【活力樹の実の搾しぼり汁じる】を加えた液体に、【ハイポーション】の素材の【薬霊草】とＭＰポーションの素材の【魔ま霊れい草】の汁をそれぞれ加えたものを混ぜ、蒸留水の代用として【生命の水】で嵩かさ増しした薄うす緑みどり色の試液を作る。

　それを小さな試験管に少量ずつ加えて、それぞれに一種類ずつ素材を加えて反応を確かめて、【イエローポーション】の素材を探し当てる。

「まずは、火山エリアの素材で作る。次に、広い範はん囲いのエリア素材。最後に手持ちのポーション類だな。それでダメならもう無理だぞ」

　俺は、自分に気合いを入れるために呟つぶやき、【アトリエール】から取り寄せた試薬用の粉末加工した各種素材のサンプルを使って判別していく。

　すると、割とすぐに試薬の色に反応があったが、目当ての色とは全く違ちがうものができた。

「青だ。それもかなり澄すんだ青だぞ」

　火山エリアのマグマ・ベアのドロップである【溶よう岩がん熊ぐまの胆い】を入れたところ、二種類の試薬の内【魔霊草】の方で反応があり、メモ用のノートに今までの調合データを記した。

　薄めに作った試薬で、かなり少量でも反応して回復効果があったことをノートに記録して、目当ての【イエローポーション】の黄色を探す。

　ミカヅチの持っていた【イエローポーション】の黄色ほどではなくても、はっきりとした黄色になることを期待して、次々と素材を加えて、最適な組み合わせを探していく。

　そして、【アトリエール】から持ち込んだ試薬用の粉末の中で、薄いながら反応するのが見つかり、それに関連する素材を優先的に組み合わせ、やっと正しい組み合わせを見つけることができた。

「あはははっ、結構かかったな。それにしてもまさかこのポーションが最後の素材だったとは」

　混ぜる素材の約半分を調べ終わったところで、ブルーゼリーを加工した【青い粉末】を混ぜたところ、試薬が黄色の反応を見せた。

　今度は、ブルーゼリー関連のアイテムを優先して試し、【ブルーポーション】を加えたところ、一番強い黄色が現れた。

「なるほどね。一つ前のレベルの色付きポーションを素材にして作るタイプなのかな？　そうなると次の色付きポーションは、この【イエローポーション】が素材になるのかな」

　俺は一人で呟きながら、ノートに【イエローポーション】の素材を書き記し、最初の方ですぐに反応した【溶岩熊の胆】でできた組み合わせでポーション作りを試す。

「まずは一度普ふ通つうに作ってから、色々と回復量の高いポーションを探していくか」

　基本的なやり方として、【カルココデンプン】と【活力樹の実の搾り汁】、すり潰つぶした薬霊草、【ブルーポーション】を混ぜて小さい鍋で煮に込こんでいく。

　早速加熱すると色合いに変化が生まれ、黄色になっていくが、沸騰すると色の変化が止まるので、少し濁にごりが出始めたところで火から下ろし、鍋に浮うかぶゴミを取り除き、ポーション瓶びんに詰める。





イエローポーション【消しよう耗もう品】

回復【ＨＰ＋35％】






　非常に品質の悪いイエローポーションが完成した。

【ハイポーション】の劣れつ化か版であり、俺が加えた高品質の【ブルーポーション】よりも回復量が劣おとっている。

「完全に代だい替たいポーションだよな。まぁ、色々と作り方を変えてやってみるか」

　一度、【イエローポーション】の作り方を見直すだけではなく、【ブルーポーション】自体の改良も必要かもしれないと感じる一方で、もう片方の組み合わせのポーションにも着手する。

　青色に反応した【魔霊草】と【溶岩熊の胆】の組み合わせのポーションは、【イエローポーション】よりも反応が早く、しかも沸ふつ騰とうする前に反応が終わってしまい、薄うすい青色のポーションができた。





聖山の魔ま法ほう水【消耗品】

回復【ＨＰ＋10％、ＭＰ＋10％】






　できたポーションに目が点になる。

　まさかのＨＰとＭＰの同時回復のポーションだった。多くの【調合】系生産職が探し求めていたアイテムであり、ポーションとＭＰポーションを混ぜ合わせても作ることのできなかったアイテムだ。

　ついにこの日が来たか。と思いながらも、その効果の低さに低品質だと窺うかがえる。

　数日中に、と【イエローポーション】の作製をミカヅチに頼まれている中で、どれだけ高品質に仕上げるか。また偶ぐう然ぜん発見したＨＰＭＰ同時回復ポーションをどれだけ実じつ践せんレベルまで引き上げるか。に少し興奮し始める。

　だが、メニューの機能であるタイマーが音を鳴らし、ログアウトの時間を知らせる。

　予想以上に熱中して時間を忘れてしまっていたために、今日は諦あきらめてログアウトする。




　部屋のベッドから体を起こし、頭に着けているＶＲギアを外して、改めてベッドに横になる。

　眠ねむるまでの間、どのような組み合わせで調合すればよりポーションの回復量が上がるのか、またなぜ低品質なものができたのかを考えながら、眠りに着くのだった。




　　　　●




　ギルド【ヤオヨロズ】による遠えん征せい五日目。

【ヤオヨロズ】のギルドホームに辿たどり着ついた時には、ミュウたちはおらず、既すでにダンジョンの方へと向かったようだ。

「今日は、セイ姉ぇとミカズチがアリーナに挑ちよう戦せんする日だよな。時間はまだあるよな」

　二人は、何も情報がない状態でアリーナに挑いどむために、この二日間は入念な準備を行っていた。

　俺は、三日目に引き続き四日目も【イエローポーション】の改良に努つとめて、なんとか完成させることができた。

「セイ姉ぇとミカヅチがアリーナに挑戦する前に渡さないとな」

　借りているギルドの個室に入り、昨日のログイン時間の全てを費やして品質を向上させたレシピ通りに【イエローポーション】を作り始める。

【イエローポーション】の作り方は、先に【カルココデンプン】と【活力樹の実の搾り汁】を混ぜて、少し水分を加えて加熱する。この時、焦こげ付つかないように搔かき混ぜながら混合液の温度を60度から70度前後に保ち反応を促そく進しんさせる。

【カルココデンプン】が完全に溶とけて、とろみのある液体から水のようなサラサラになったところで【薬霊草】を投入する。

　この時、素材は生の状態の方が効果が高くなる。

　そして、緑色の液体ができたところで、加熱する温度を保って煮に詰つめていく。

　最後に、緑色の液体の中に、【ブルーポーション】を一対一の割合で投入して黄色に変化させる。

　後は、できた【イエローポーション】を自然に冷ましてポーション瓶に入れるだけだ。





イエローポーション【消耗品】

回復【ＨＰ＋60％】






　俺が作れる最高品質の【ハイポーション】と同等の【イエローポーション】に満足する。

　それにしても、緑色に色付く混合液に【ブルーポーション】を入れると何な故ぜ、鮮あざやかな黄色に変化するのだろう。やっぱりファンタジーだからなのか。

　俺は、【イエローポーション】を優先的に作成して、余った時間にもう一つのポーションである【聖山の魔法水】にも着手する。

【聖山の魔法水】の作り方は、【イエローポーション】と似ているが、【カルココデンプン】と【溶岩熊の胆】を反応させる温度は、35度から45度であり、ぬるま湯くらいの温度を保つ必要がある。

　そのために直じか火びではなく熱湯による湯ゆ煎せんにかけた鍋なべで搔き混ぜている。

　どろりとした赤茶色のものができたところで、加水して、また人肌の温度で温める。この時、使用される水は【生命の水】に限定されている。

　素材判別の時に、条件を揃そろえるための素材として【生命の水】を使ったが、ここで蒸留水を使っていたら見つけられなかったと考えると運がよかった。

　最後に、赤茶色っぽい液体が透とう明めいになったところで【魔霊草】を加えて、人肌程度の一いつ定ていした温度で温めて、澄んだ青色に変われば完成となる。





聖山の魔法水【消耗品】

回復【ＨＰ＋35％、ＭＰ＋35％】






　高品質なポーションとＭＰポーションの効果を併あわせ持っている。

　戦況が目まぐるしく変化する戦せん闘とうで、一つのアイテムでＨＰとＭＰを同時に回復できるのは大きな利点だ。

　ただ、ちょっと回復量が低く感じるが、これもＳＰの大量取得による回復量制限に引っかからないアイテムであるという特とく徴ちようを持つ。

　俺は、予定の時間内に【イエローポーション】を50本と、【聖山の魔法水】を20本揃えることができた。

「さて、セイ姉ぇに連れん絡らくを取らないとな」

　俺は、メニューからフレンド通信を選せん択たくし、セイ姉ぇへ通話を繫つなげる。

「セイ姉ぇ、今話す時間ある？」

『ちょっと待って。すぐに戦いが終わるから──《アクア・バレット》』

　タイミング悪く戦闘中に割り込んでしまったらしい。時折、魔法発動のための声が聞こえる。

『ユンちゃんからの連絡ってことは、ポーションのこと？』

「一応、頼たのまれてた【イエローポーション】ができたけど、間に合った？」

『ありがとう、ユンちゃん。ミカヅチ、ユンちゃんがイエポ完成したみたいだけどどこで受け取る？』

　セイ姉ぇがミカヅチに相談している様子が窺える。何度か相あい槌づちを打ち、決まったらしい。

『ユンちゃんが【鬼人の別べつ荘そう】の六番通り・アリーナの前まで持って来てくれる？　そこでポーションを受け取ったら、私たちはアリーナに挑戦するから』

「わかった。すぐに向かうよ」

　俺は、完成した二種類のポーションをインベントリに収納し、ギルドの個室から出て入り口付近に設置されているミニ・ポータルで【鬼人の別荘】の裏門へと転移しようとしたが、何やらその入り口が騒さわがしかった。

「ええい！　通さぬぞ！　招待状のないプレイヤーは通さぬ！」「折角、獲かく得とくできるチャンスのある美少女をみすみす渡わたすかぁ！」「彼女には居い心地ごこちのいい空間を提供して貰もらうんだ。そのためには、ギルド加入辞退の原因となる要素は徹底的に排はい斥せきする！」

　ギルドの門前で戦闘でも始まったのか、金属のぶつかり合う音が響ひびく。俺がそっと外を見ると、知り合いが複数の【ヤオヨロズ】ギルドメンバーに囲まれていた。

「ちょ!?　タク!?　何してるんだよ！」

「おう、ユン！　ちょっと様子を見に来たんだけどな。ユンと会えるように話を取り次いでもらおうとしたら、何か知らんがＰＶＰになった」

　そう言って楽しそうに笑っているが、タク本人は、集団で襲おそわれて攻こう撃げきを受けたのか、多少のダメージを負っている。しかも反はん撃げきはしなかったのか、ギルドメンバーたちは、ダメージらしいものは受けていない。

　それなのに、何故か悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめて、ギリギリと歯ぎしりでもしそうな表情で涙なみだを流しているのはギルドメンバーの方だ。

「幼おさな馴な染じみだからって、気軽に話しかけてぇ」「コミュ障の我らなど遠くから見ているだけなのに」「羨うらやましい、妬ねたましい、美少女三姉妹と知り合いとか、ゲームでもリアルでも勝ち組じゃねぇか」

　なんか、勘かん違ちがいと私し怨えんが原因だということが分かり、どうする？　とタクに目線だけで尋たずねれば、特に被ひ害がいらしいものも無いので、別にいい、と目線で伝えてくる。

　その目線だけのやり取りで、何故かタクを襲ったギルドメンバーたちが膝ひざを突いて轟ごう沈ちんしたのは、謎なぞだ。

「ただ会って話すだけなら、学校とかでもできるだろ」

「今日は顔みに来ただけで、またリアルでも話を聞くさ。けど、まさか顔見るだけでダメージ食らうとは予想外。今は、ハイポの回復効果が落ちてるんだよなぁ。まぁ時間経過で回復するだろ」

「まったく……ちょっと動くなよ」

　俺は、ダメージを受けたタクに、これまでに作った低品質の【イエローポーション】を使用する。

　セイ姉ぇやミカヅチに納品するのには恥はずかしい品質だが、こうしたちょっとしたダメージを回復するのには逆に使い勝手はいい。

「おっ？　新しいポーションか？」

「その失敗作だ。売れる品質じゃないけど、まぁ、劣れつ化かハイポとでも思ってくれ」

「それを少し分けて貰えるか？」

「ああ、レベル上じよう昇しようによる回復量制限を受けてるなら必要か。品質が安定したらその内【アトリエール】で売り出すつもりだからちゃんと買ってくれよ」

　俺は、性能にバラつきのある【イエローポーション】を何本かタクに渡す。

「それじゃあ、俺は帰るわ。調子良さそうで安心した」

「帰るの早いな。まぁ、俺も予定があるからいいけど」

　俺がそれだけ言うと、タクはすぐさま去って行く。

　俺は、セイ姉ぇとの待ち合わせに急がないといけない。

【ヤオヨロズ】ギルドのミニ・ポータルから【鬼人の別荘】の裏門近くのポータルへと転移して、ダンジョン内の指定された場所を目指す。

　俺は、二番通りから四番通りの比ひ較かく的穏おだやかな場所を選んで探たん索さくしていたが、五番通りにはＮＰＣによる武器や防具、アクセサリーなどの装備の販はん売ばいやクエストなどがあり、七番通りは、ゴロツキの人型ＭＯＢが襲ってくる場所である。そこに挟はさまれた六番通りにアリーナがある。

「おう、嬢じようちゃん！　こっちだ！」

「ユンちゃん、ポーション作りお疲つかれ様さま」

　ミカヅチが先に俺を見つけて手を振ふって居場所を示してくる。

　近づいた俺に対してセイ姉ぇが労いたわってくれるので、今までの苦労が少しだけ報むくわれた気がする。

「いやー、こっちもＮＰＣの薬屋でイエポを少しずつ集めたり、クエストの副報ほう酬しゆうの福引券で福引にチャレンジしたけど、あんまり数が揃わなかったからギリギリで助かった」

「そうね。アリーナ参加者一人につき、使用可能な回復アイテムは30個だから、これで数が揃えられたわ」

「50本作ったけど、もしかして作り過ぎた？」

「そんなことはないさ。今回は、半分くらいしか使わないが、アリーナ以外でも使い道がある」

「そうか、それなら良かった。それじゃあ、渡すな」

　俺は、二種類のポーションとその簡易レシピの紙を二人に渡す。

　ポーションの素材やヒントのための石版は、セイ姉ぇとミカヅチが買って渡してくれたものであるし、ポーションとそのレシピは研究ができたことへの対価だ。

　これでギルド内にこのレシピを広げれば、継けい続ぞく的、安定的に作ることができるだろう。

　俺の配はい慮りよで渡したのだが、ミカヅチは怪け訝げんそうに顔を顰しかめている。

「どうしたんだ？」

「なんか、【イエローポーション】とは別のポーションもあるが……それよりなんだこの紙は？」

　メニューからのトレードで受け取った紙をひらひらさせるミカヅチ。少し不ふ機き嫌げんそうに見えるのは気のせいだろうか？

「一応、セイ姉ぇとミカヅチの支し援えんを得てポーションが完成したから、その成果と報告書代わりのレシピ？」

　俺が首を傾かしげながら答えたら、ミカヅチに手招きされる。

「はぁ、おい。嬢ちゃん、ちょっとこっち来い」

「……？」

　何だろうと思いながらミカヅチの方へと二歩進むと、頭を片手で鷲わし摑づかみにされた。

　上から押しつぶすようにして力が加えられるために抗こう議ぎの声を上げる。

「イタタタッ！　ちょっと、縮む！　背が縮む！」

「生産職がホイホイレシピ配るな！　それにうちのギルドの変態生産職どもを見み縊くびるな！　何人かに嬢ちゃんと同じ内容の依い頼らいをしているんだ！　奴やつらはいずれ自力で見つけ出す！　だから、無む駄だな気き遣づかいだ」

「ご、ごめん」

　ふん、と頭から手を離はなして、レシピだけを突つき返かえされてしまった。

　初めて本気でミカヅチに怒おこられた気がしてびっくりした。

　なんか、俺をからかったり、酒飲みだったり、明るくてカリスマ性のある戦闘好きっぽい感じとは違って少し怖こわく感じた。

　そんな俺の反応に、隣となりのセイ姉ぇはクスクスと笑っている。

「ミカヅチは、ユンちゃんを心配しているのよ」

「……心配？」

「確かに、ギルドの生産職の人たちへの信しん頼らいもあるけど、ユンちゃんが不用心過ぎるから心配で注意しているのよ」

「……セイ」

　ミカヅチは、不機嫌さは変わらないが、少し気き恥はずかしそうにソワソワしている。

　その姿を見て、更さらにセイ姉ぇが肩かたを震ふるわせて笑いを抑おさえる。

　俺が新しいアイテムを作ったり、見せたりする時、必ずマギさんやエミリさんなどの知り合いがアドバイスしてくれていた。

　俺は、色んな知り合いのプレイヤーに守られていることを思い出す。

「ミカヅチ、その、ありがとう。心配してくれて」

「あー、もう、分かればいいんだよ。分かれば！」

　ガシガシと頭を搔かいてからすぐに普ふ段だん通りの表情を浮うかべるミカヅチ。

「けど、あんな短時間でよく【イエローポーション】を作ってくれたな。その点は改めて感謝する」

　真正面から改めて感謝を言われると、何か気恥ずかしくなって、今度はこっちが視線を外してしまう。

「それに、効果もデフォルトより高めだし、新種のポーションまで作って。早さつ速そくセイと分けるか」

「そうね。私は、普ふ通つうのハイポで十分だから、この【聖山の魔ま法ほう水】を多めに貰うわ」

　なんか、新しいアイテムを見せた場合、驚おどろかれるか、呆あきれられるかの二パターンが多いのだが、セイ姉ぇとミカヅチは普通に受け入れている。

「なんだ？　変な顔して」

「いや、もっと驚かないのかな？　と思って……」

「うーん。私は、十分驚いているわよ。けど、ユンちゃんだから」

「まぁ、嬢ちゃんだからな」

　なに、その納得できそうな理由として俺だからが出てくるの！

「さぁ、アリーナに殴なぐり込みだ！　ギルドの奴らが待ちくたびれる前に行くぞ！」

「ギルドの奴ら？」

　俺が首を傾げるとセイ姉ぇが教えてくれる。

「一応、観客席から見ることができるわよ。ミュウちゃんたちも先に入っているはずよ」

　今から思えば、ギルドホームを出る時人が少なかったような気がするし、先にログインしたミュウが居なかったのは、アリーナの観客席に集まっているためか、と納得する。

「アリーナって連戦形式で戦う場所だよな。挑いどむのは、やっぱりミカヅチとセイ姉ぇの二人だけ？」

「一応そうだな。人数が多いと景品の配分が大変だから」

　そう言って、連戦景品が展示されているアリーナの入り口近くに目を向ける。

　全部で十戦分の景品は、それぞれに相応ふさわしい珍めずらしいアイテムだ。

　俺は、その中の一つに非常に興味を引かれた。

「【祓はらいの水すい晶しよう】？」

　大きなクラスター状の水晶だ。

　水晶内部は罅ひび割れで白くなっているが、それが透とう過かする光を乱反射して、新雪のような美しさを持っている。

「ああ、六戦目の景品の強化素材ね」

　俺の視線の先に気が付いたセイ姉ぇが教えてくれる。

　強化素材【祓いの水晶】の説明文に書かれている追加効果は──【回復効果（小）】。

　この効果は、使用する回復魔法やアイテムの回復効果を引き上げる力を持つ。

　手持ちの強化素材や福引で手に入れた【魔貴晶】などと一緒に使えば、かなりいいアクセサリーができるかもしれない。

「……欲しいなぁ」

　強化素材と聞いて俺が無意識に呟つぶやくとミカヅチに聞かれてしまった。

「ほぅ、嬢ちゃんの目当ては、強化素材か。まぁ、渡わたしても別にいいかもな。私の狙ねらいは、三戦目と七戦目の景品だ」

「私の狙いは、八戦目だからね」

「そうなると、十戦目の景品はパーティー全員に配れる。どうせ私たち二人だと、九戦目までの景品を分けても一つ余る。それなら嬢ちゃんを戦力に加えて、三人で三つずつ、景品を均等に分けるか。よし！」

「えっ？　ええっ!?」

　俺がミカヅチとセイ姉ぇの会話に混乱している間に、パーティーの申し込みのメニューが送られてくる。

「さぁ、パーティー組もうか」

「いや、俺は組む気はないんだけど……」

「アリーナに挑もうか」

「えっ、あ、はい」

　なんか、ミカヅチの勢いに負けてパーティーを組んでしまう。

「よし！　アリーナに行くぞ！　三人で！」

「え、ええっ!?」

　ミカヅチに肩をがっちりと押さえられて、アリーナの入り口で挑ちよう戦せん券を十枚渡し、中へと連れて行かれる。
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「どうしてこうなった」

　アリーナの受付を通って奥に進むと、地下へと下る階段へと通される。

　松たい明まつの明かりだけの薄うす暗ぐらい階段を降りて通路を進んだ先には、広い円形状の闘とう技ぎ場が広がっていた。

　一段高くなった観客席は、向かって右手に、ゴブリンやゴブリナ、ホブゴブリンなどの人型ＭＯＢが集まり、左手には、人型ＭＯＢに混じりギルド【ヤオヨロズ】の面々がいて、俺たちの入場と共に歓かん声せいを上げる。

「欲しいものを手に入れるには相応のリスクがあるんだ。さぁ、覚かく悟ごを決めろ！」

「それは、もう少し前に言ってほしいんだけど……」

　はぁ、と深い溜ため息いきを吐つけば、セイ姉ぇが慰なぐさめてくれる。

「あれ？　ユンお姉ちゃんも一いつ緒しよに出るの!?　頑がん張ばってー！」

　と、ミュウが観客席から大声で叫ぶ。

「ほら、ユンちゃん。ミュウちゃんも見ているんだから、年上としての威い厳げんを保つチャンスだよ」

「ううっ、こうなりゃ泥どろ臭くさくてもいいから戦って景品受け取って帰る！」

　俺がやる気を出したところで、アリーナの連戦バトルが始まる。

　一戦目の相手が反対側の出入り口から姿を現す。

　現れたのは、武器持ちのチンピラゴブリンが十体だ。よく目にする薄うす汚よごれたゴブリンに比べて小こ綺ぎ麗れいにして装備も手入れのされたものを使っている。

「最初はゴブリンかぁ。まぁ、俺でもゴブリン程度なら相手にできるかな？」

「ユンちゃん、油断は禁物だよ。普通のゴブリンよりもレベルは高いはずだからね。剣けんが三人、斧おのが二人、槍やりが二人、弓が二人に、杖つえが一人ね」

「じゃあ、ノルマは、一人最低三体ってところだな。準備はいいか？」
















　ミカヅチの声に、俺は自身の武器である長弓の握にぎりを確かめて、矢や筒づつから矢を手に取って、戦せん闘とう開始の合図を待つ。

　審しん判ぱん役のホブゴブリンが銅ど鑼らの前に立ち、その中心を力強く叩たたく。

　金属の音がアリーナ全体に響ひびき渡ると同時に、前衛のゴブリンたちが駆かけ出してくる。

「「「グゲゲゲゲッ──！」」」

「──《連射弓・二式》！」

　俺は、迫せまるゴブリンの合間を縫ぬって、後衛のゴブリンに対して先制するためにアーツを発動させる。

　張はり詰つめた弦つるから放たれる二本の矢は、鋭するどく一直線の軌き道どうを描えがいて後衛にいた二体のゴブリンの額を捉とらえる。

　人型ＭＯＢのウィークポイントに攻こう撃げきを受けたゴブリンは、一いつ瞬しゆんの出来事に反応できず、そのまま後ろに倒たおれながら光の粒りゆう子しとなって消える。

「まずは二体……」

　小さな呟きと共に、ミカヅチが俺たちの前をゆっくりと歩いている。

　近づいてきた前衛のゴブリンたちの額、首、胸部にすっと六角棍こんを突き出す。

　軽く速い連続の突きによって一瞬にして四体のゴブリンが後ろへと吹ふき飛び、地面に倒れてから起き上がることなく光の粒子となる。

「やっぱり脆もろいな。七番通りの奴らと殆ほとんど変わらんじゃないか」

　軽い動きとは裏腹に重い打だ撃げきを放つミカヅチは、残ったゴブリンたちに目を向ける。

「後は、斧と槍が二体。それに弓か──ってもう終わりか」

　ミカヅチは、弓使いのゴブリンの放った矢を弾はじいてからセイ姉ぇに振り返り、どのゴブリンを倒すか尋たずねようとしたが、その前にセイ姉ぇと俺で全てを倒してしまう。

　斧と槍のゴブリンたちは、セイ姉ぇの生み出した氷ひよう槍そうに腹部を貫つらぬかれ、残った弓のゴブリンは次の矢を放つ前に俺が額を射い貫ぬいて終わりだ。

「なんだ、嬢じようちゃん。最初は嫌いやそうにしてたのに、結構ノリノリじゃないか」

「俺は、痛いとか、やられるのが怖こわくて嫌なんだよ。でも、やるからには全力で挑む」

　俺に圧のし掛かるようにして肩を組んでくるミカヅチが、指先で俺の頰ほおを突つついてくるのが、鬱うつ陶とうしい。

　俺は、逃にげるようにセイ姉ぇに助けを求める視線を送る。

「ほら、次の相手が出て来たわよ」

　一戦終わるごとに、続行かリタイアかの選せん択たくをする時間が設もうけられ、その時間が過ぎると自動的に続行されるアリーナ闘技場。

　二戦目の敵は、町中を歩く衛兵のゴブリン・ソルジャーが六体だ。全員統一した装備で横一列に並んで攻せめてくる。

「中々楽しいなぁ！　はぁ！」

　じりじりと足並みそろえた動きで迫って来るゴブリン・ソルジャーたちに向って駆け出すミカヅチ。

　横一列に並んだゴブリンたちが盾たてを構えて、その隙すき間まから、近づいてくるミカヅチへと長ちよう剣けんで突きを放つが、ミカヅチは六角棍を棒ぼう高たか跳とびの棒の要領で利用して高く跳び上がり、ゴブリンたちの頭上を越こえて背後に回る。

「──《マッド・プール》！」

「──《アイシクル・ロック》！」

　ミカヅチに振ふり返り対処しようとするゴブリンたちの足元を、俺が泥どろ沼ぬまで沈しずめ、さらに、セイ姉ぇの魔法が沈んだ足首ごと凍らせる。

「ナイス、足止め！　はぁ！」

　ミカヅチは、後ろに向き直れないゴブリンたちに背後から襲おそい掛かかり、次々と殴り倒していく。

「一方的だな」

「最初が簡単なだけよ。次はちょっと厳きびしいんじゃないかな？」

　ここまでは、使用個数に制限を掛けられているポーションを消しよう耗もうせずにすんだ。

　二戦目が終わり、すぐに三戦目だ。

　確かに、いくら弱くてもこう次々と敵が現れると息いきつく暇ひまもない。

　敵側の入場口をくぐるように現れたのは、一体のマグマ・ベアだ。

　色合いも強さも火山エリアのマグマ・ベアと変わりはないようだが、その両手や体の各所には、金属製のプロテクターが付けられており、背中の溶よう岩がんも含め、有効打撃を与あたえる部位が少ない。

「よしよし。私の狙いの三戦目の相手だな。セイ！　嬢ちゃん！　ここは私一人で戦う！　少し休んでな！」

　そう言って、ミカヅチは、俺たちの了りよう承しようを得ずにマグマ・ベアへと六角棍で殴なぐり掛かる。

　六角棍でマグマ・ベアのプロテクターを殴り付け、硬かたい音が響く。反はん撃げきするマグマ・ベアの爪つめは赤熱しており、地面の土を易やす々やすと切り裂さく。

　それを回かい避ひするも、余熱に炙あぶられて小さなダメージを蓄ちく積せきさせるミカヅチだが、【イエローポーション】を使いつつマグマ・ベアのプロテクターの隙間を狙って打撃を加え続ける。

「いっけぇ！　そこだ！　ミカヅチさん、頑張れー！」

「ミカヅチの姉あね御ご！　そこだ！　いけぇ！」

「ギルマス！　負けるなよ！　俺たちが戦う時の情報を十分に引き出してくれよ！」

　観客席からのギルドメンバーの応おう援えんに、片手を振って応こたえながら、直ちよく撃げきだけは避さける余よ裕ゆうがある。

「ミカヅチの奴やつ、やっぱり人気なんだな」

「そりゃね。ミカヅチを慕したってギルドに入る子もいるくらいだから」

「そうなんだ。まぁ、何となくは分かる。それにしても……」

　すさまじい声援を受けるミカヅチの戦闘に圧倒されてしまう。

　マグマ・ベアの爪による斬撃が起こす熱風は、後衛の俺たちのところにまで届くほどだが、声援を受けたミカヅチは、更さらに動きにキレを見せて、直撃を回避し続ける。

「ふははははっ！　当たらなければ、どうってことないな！」

「いや、確かにそうだけど。怖いだろ、あの中に突っ込こむの」

「そんなのは慣れと訓練だ！」

　マグマ・ベアの攻撃を搔い潜くぐり、その膝ひざや腕うで関節などを六角棍で突いていくミカヅチ。

　それにしてもなぜ三戦目は一人で戦うなどと言い出したのか。

　ダメージを受け、使用個数に制限のあるポーションも無む駄だに消費する。そこまでする意味があるのか？

「ミカヅチに、マグマ・ベアに個人的な因いん縁ねんでもあったような様子は見られなかったけど……」

「ミカヅチの場合は、マグマ・ベアじゃなくて三戦目の景品が目当てだからね。それと、単独で三戦目を勝ち抜けるだけの実力があるか確かめたかったんじゃない？」

　そう推測するセイ姉ぇ。ミカヅチが欲しがる景品は何だったか、思い出そうとしている間に、ミカヅチとマグマ・ベアとの戦いに変化が起こる。

「ガウッ！」

　短い悲鳴を上げたマグマ・ベアは、鼻先を両手で押さえて蹲うずくまっている。

　度たび重なる手首や膝への攻撃を受けたことによって部位ダメージが蓄積。

　動きが鈍にぶりガードできずに急所である鼻先を強打された結果、マグマ・ベアは、膝をついて一時的な戦意喪失状態になった。

　痛みでしゃがみ込んだ無防備なマグマ・ベアに対して、ミカヅチは無む慈じ悲ひにも首裏の弱点である延えん髄ずい付近を六角棍で打うち抜いていく。

「──《六連旋打》！」

「ガァッ！」

　目を見開き、体を痙けい攣れんさせて横よこ倒だおしになるマグマ・ベア。

　延髄へのアーツでＨＰがゼロになったマグマ・ベアが光の粒子となって消えるとアリーナ中から歓かん声せいが巻き起こり、ミカヅチは嬉うれしそうにこちらに戻もどって来る。

「よーし！　この強さまでなら安定して倒せるな！　お酒ゲット！」

「全く、一人で無駄に消耗するなよ。ほら、回復ヒール」

「それくらい自分でやるからいいよ」

　俺はミカヅチの消耗したＨＰとＭＰをポーションで回復させようと世話を焼くが、ミカヅチに拒きよ否ひされてしまう。

　そっぽを向いてしまうミカヅチの態度に、唇くちびるを尖とがらせる俺を見て、セイ姉ぇは肩かたを震ふるわせて笑うのを堪こらえている。

　なぜ笑う？　と首を傾かしげていると、観客席から小さな声が聞こえる。

「あのミカヅチさんを子ども扱あつかいとかユンさんすげぇ」「ああ、やっぱり【保母さん】」「そう考えるとギルマスがはしゃぐ子どもに見えてちょっと萌もえたかも」「ユンちゃんはやっぱり【保母さん】だったんだ！」

　俺が、その声を聞いて、不服な顔をしていると、セイ姉ぇは、我が慢まんできずに小さな笑い声を漏もらした。

「ほら、セイも嬢ちゃんも四戦目が始まるぞ」

　ミカヅチが伝えて来たことで、俺はすぐに気持ちを引き締しめて相手を待つ。

　四戦目には、ゴブリンの上位ＭＯＢであるホブゴブリンが徒党を組んで現れた。それも一戦目よりも数が多く、装備も充じゆう実じつしていて、全体を指揮するポジションのＭＯＢも混ざっている。

「職業持ちが混じってるな。ホブゴブリンナイトが一体にソルジャーが複数か」

　普ふ通つうにプレイヤー三人で対処するのは難しい。立ち回りを考えれば何とかなるにしても、作戦を詰めるには時間がない。

　開始の銅ど鑼らが叩たたかれ、その直後にホブゴブリンナイトの指示によりソルジャーたちが両翼に広がりつつ駆けてくる。

「包囲かよ。セイ、嬢ちゃん！　後ろに抜けられるから注意しろよ！」

　ミカヅチが正面から走ってくるソルジャーたちに攻撃を仕し掛かけるが、ソルジャーたちは武器や盾によってダメージを軽減しつつ、一体はミカヅチの正面に、他は左右や背後へと回り、距きよ離りを詰めることでミカヅチを取り囲む。

　ミカヅチの武器である六角棍は長なが物ものであるために、距離を詰められると取り回しに手間取る。その隙すきに残りのソルジャーたちが脇から抜けていく。

「くそ！　マジか！」

「それにホブゴブリンナイトが仲間のステータスを上げているみたいね！　──《アクア・バレット》！」

　俺は矢や継つぎ早ばやに矢を放ち、セイ姉ぇが水すい弾だんを撃ち出すが、その攻こう撃げきで何体か仕留めることができても全体の包囲の動きを鈍らせることはできなかった。

　ならば、司し令れい塔とうを狙ねらえばと、ホブゴブリンナイトへと矢を放つが、左右に控ひかえるソルジャーやナイト自身に防がれて無駄打ちになってしまう。

「くぅ、囲まれたか。なら」

「仕方ないかな。接近戦は得意じゃないけど──《グラム・ソード》」

「俺だって後衛だから得意じゃないさ。《付加》──アタック、ディフェンス、スピード」

　包囲されている中でセイ姉ぇと軽口を叩きながら、互たがいに迎げい撃げき準備を行う。

　セイ姉ぇは、武器である杖つえに水を纏まとわせ、水の刃やいばを形成して槍やりのように構える。

　俺は、自身に三重のエンチャントを施ほどこし、武器を長弓からインベントリ内から取り出した包丁へと切り替える。

「ホント、あって良かった、サブウェポンだな」

　俺の左手にずっしりと掛かかる重さは黒鉄製の肉断たち包丁・重じゆう黒こく。その握にぎりを確かめつつ、じりじりと包囲を狭せばめてくるホブゴブリン部隊を警けい戒かいする。

「ゴブゴブッ──」

　ホブゴブリンナイトの号令と共に、武器を振り上げて同時に攻撃してくるソルジャーたち。

「──《食材の心得》！」

　それに対して俺は、ウィークポイント発見の補助スキルである《食材の心得》を発動して、エンチャントで強化された速度で一気に接近する。

　同時攻撃のタイミングを、前に出て空から振ぶりに終わらせ、踏ふみ込んだ先にいるソルジャーに向かって重厚な肉断ち包丁を力任せに振り回す。

　エンチャントで引き上げられた速度で肉にく薄はくする俺の攻撃を、ソルジャーは武器の柄えを引き戻して防ごうとするが、俺はそれを力任せに両断してウィークポイントの首を切り裂く。

　すると、ソルジャーは叫ぶこともできずに、一撃で光の粒子へと変わる。

「俺でも運が良ければ一いち撃げきで倒たおせるのか」

　弱点へのクリティカルとはいえ倒せるとは思わなかったので自分自身驚おどろいている。

　その隙を突ついて、隣となりのホブゴブリンが長剣を振り下ろしてくる。

「ユンちゃん、油断しない！」

　セイ姉ぇの[image: しつ]しつ責せきを耳にしつつ、振り下ろされる長剣を視認して【空の目】が自然と発動する。

　引き延ばされた体感時間の中で、左ひだり腕うでを上げて、肉断ち包丁の側面で長剣を受け止める。

　続いて、空あいた右手を腰こしのベルトに回して、普ふ段だん使いの包丁を逆さか手てで抜ぬき取り、相手の懐ふところに潜り込むようにして顎あご下から首筋へと包丁を突き立てて、そのまま搔かき切る。

　離はなれる時に、ソルジャーの腹部を蹴けり飛ばして距離を取る。

　引き延ばされた体感時間の中では、徐じよ々じよに光の粒りゆう子しとなって消えていくソルジャーの体から血ち飛沫しぶきでも噴ふき出しているみたいだ。とぼんやりと思いながら、次のソルジャーへと向き直る。

　体感時間が元に戻り、残りの敵を見回す。

　そして、次の相手が襲おそってくるのを左手の肉断ち包丁で受け止めて、右手の包丁で反撃をしていく。

　最初の二体は運よく弱点へのクリティカルが決まっただけで、リーチや手数の差、そして近接戦せん闘とう慣れしていない俺の技量不足のために上う手まくソルジャーたちを突とつ破ぱできずに、地味にＨＰの削けずり合いの状じよう況きようになっている。

「くそっ！　結構ダメージをくらうな」

「ユンちゃん、ポーション使ってもうちょっと耐たえて！　すぐにこっちの敵を片付けるから──《アイス・ランス》！」

　セイ姉ぇは、正面の相手には水すい刃じんを纏まとった杖で斬きり合いを行い、背後や左右から襲ってくる敵には、待機させた氷槍を牽けん制せいとして放っている。

　最初に包囲されていたミカヅチは、彼女を包囲していたソルジャーを既すでに倒して、ゴブリンナイトとその取り巻きの一体を殴なぐり掛かっているところだった。

「セイが大だい丈じよう夫ぶなのは分かってたけど、嬢じようちゃんも粘ねばるな！　これなら心置きなく司令塔を狙える！」

「それより先に雑ざ魚こ倒すのを手伝え！　ＲＰＧの基本は、弱い奴から倒すことだろ！」

「時には、無理してボスを倒した方が早い場合もある！」

　そう言って、ミカヅチは、ゴブリンナイトたちとの打ち合いを始める。

　俺は、何とか耐え続ける。幸いにして、しばらくこちらが耐えてダメージを与あたえていたために、ソルジャーの一体が脱だつ落らくして敵の攻撃の手数が減り、少し余裕が生まれて来た。

　また、こっちには個数制限はあるが回復アイテムという強みがあるために、粘り強くソルジャーと打ち合いをすることができた。

「こいつで、ラスト！」

　この長い泥どろ仕じ合あい。最後に残った一体に対して、エンチャントだけではなく、カースドも併へい用ようしてのゴリ押しで戦う。

　最終的には、敵の脳天に肉断ち包丁を振ふり下ろしてオーバーキルで倒してしまった。

「はぁはぁ……終わった。くそっ、四戦目なのに結構消しよう耗もうした」

　肩で息いきをしながら、四戦目を終えた俺だが、セイ姉ぇもミカヅチも平気な顔で立っている。

「お疲つかれさん。嬢ちゃんには、いい経験になったんじゃないか？」

「そうね。パーティー人数が少ないから一人の負担が大きいけど、これはいい練習ね。それに、ユンちゃんが戦っている姿を見て、みんな応おう援えんしていたよ」

「はぁ、はぁ……結構スパルタなこと言う。それと全然、応援に気が付かなかった」

　戦闘による緊きん張ちよう感と絶えず回かい避ひしていた疲れから、まだ呼吸が整わない。

　顔を上げて見た観客席では、ミュウやルカートたちが確かに応援しており、その他にラングレイとオトナシを始めとするギルドメンバーも俺の健勝を讃たたえている。

「ユンちゃん！　よく頑がん張ばったよ！」「次も頑張ってね！　それと無理はしないでね」「かわいいユンちゃんのちょっと違ちがう一面見せてくれてありがとう！」

　なんか、少し普通の応援とは違うものも混ざっているが、俺の参加が肯こう定てい的に受け止められている。

　そもそもギルドの部外者の俺が、ギルドマスターのミカヅチと組んでアリーナに出場する時点でおかしいと思うのに……

「なんで、みんな俺を応援してくれてるんだ？」

「まぁ、ユンちゃんが可愛いからじゃない？　それにもう一つの理由としては──」

　セイ姉ぇが観客席の方へと尋たずねるように言葉を掛けるとその答えが返って来る。

「ミカヅチさんとセイさんが強すぎて、敵の行動パターンを全部見る前に倒しちゃうから、アリーナ攻こう略りやくの参考にならない」「その点、ユンちゃんは、程よく粘り強く戦ってくれるから敵の行動パターンを引き出してくれる」「あとは、初見らしい初うい々ういしい反応とかも見れてこっちまで楽しくなるもんな」

　次々と上がる声に納得して、苦笑いが自然と浮うかぶ。

「なんだ、そりゃ。弱くて喜ばれるなんて初めてだよ」

「みんな勝手に打算が働いちゃうんだよ！　だから、お姉ちゃんは気にしないで胸張って戦って！」

　アリーナの観客席からこちらに声せい援えんを送って来るミュウ。

「……うん。もう少し、頑張ってみる」

「その意気だ！　目指せ、アリーナ制せい覇はだな」

「いや、俺は、そこまで考えてないから」

　みんなの声援を受けて、アリーナの五戦目が始まる。







　　　六章　呪いと温泉







　五戦目は、既すでに何度も戦ったことのある敵だ。

「……レッド・オーガと、ブルー・オーガか」

「この程度は何度も周回したんだ。今いま更さら、手こずるはずがないよな」

「でも五戦目でこの相手ってことは、六戦目以降は、ボスより強いってことよね。私は八戦目が終わったらリタイアして景品を貰もらえばいいけど、どうする？」

「行けるところまで行く！　そして駄だ目めならもう一回挑ちよう戦せんでいいだろ！」

「なら俺は、全力で二人をサポートするよ。《付加》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　俺は、ミカヅチに三重エンチャントを施して、彼女が駆かけ出すのを見送る。

　裏門の番人であるレッド・オーガとブルー・オーガとの戦い方を最適化したセイ姉ぇとミカヅチの動きを見ながら、俺は弓矢による攻こう撃げきで戦闘に貢こう献けんする。

　早い段階で特とく殊しゆ攻撃封ふうじとして【呪のろい】の矢による俺の援えん護ご射しや撃げきも加わり、五戦目は、難なく抜けることができた。

　ここまでで、敵の強さは、五戦目のレッド・オーガとブルー・オーガが最強であるが、四戦目のホブゴブリンの集団も、一人が一度に対たい峙じできる数に限界があるために、面めん倒どうさで言えば、そちらの方が強かった。

　次の六戦目では、俺の求める景品である強化素材【祓はらいの水すい晶しよう】が貰える。その相手とは──

「恨うらみ狸だぬき？　今度は、初めて見るＭＯＢだ。それも動物型か」

　現れたのは、体長二メートルはありそうな巨きよ大だいな化け狸だ。

　ふわふわの毛を纏まとい、でっぷりと太ったお腹を隠かくすような茶ちや釜がまの鎧よろいに十字槍やりを構えた二足歩行の狸だ。

　シルエット的には可愛いのだが、その名前の通り恨み辛つらみの籠こもった瞳ひとみでこちらを射い殺ころさんばかりに睨にらんでくるので、その目がかわいさ要素全てをぶち壊こわしている。

「ほほぅ、初見のＭＯＢが出て来たな。可愛くない狸など絞しめて狸汁じるにしてやる。無論、料理は、嬢ちゃんの役割だ」

「アリーナの敵は、倒してもドロップ出ないから料理作れないぞ」

「ユンちゃん。ツッコミはそこなのね。それよりも始まるよ！」
















　今度は、俺がセイ姉ぇからツッコミを貰う。

　直後、六戦目開始を告げる銅ど鑼らの音が響ひびき渡わたる。

　戦闘開始と共に、恨み狸が高くに跳とび上がった。

　俺たちが見上げる先で、恨み狸は、ボフンというコミカルな音と共に体から白い煙けむりを広げ、一いつ瞬しゆんその姿を隠す。

「何が来るか分からない。気を付けろ！」

「目め隠かくしの煙なんて消えろ！　──《弓技・疾風はやて一いち陣じん》！」

　ミカヅチの警告と共に、俺は、攻撃を伴ともなう風圧を生み出すアーツを発動させる。

　白い煙の中心を射い貫ぬく弓矢は、ただ白はく煙えんを散らすだけで上空へと消えていく。

「なっ!?　消えた！」

「と言うより分ぶん裂れつか？　ほら、私たちが取り囲まれた」

　セイ姉ぇがそっと俺とミカヅチの死角を守るように移動し、三人が背中合わせで周囲を見つめると、小さくなった恨み狸が俺たちを取り囲んでいる。

　腰までの高さの恨み狸が五体。それぞれの体格に合った十字槍を持ってジリジリと距きよ離りを詰つめてくる。

　だが──

「ゴブリンの包囲と同じ戦い方をしても無む駄だだ！」

「馬ば鹿か！　初見の敵に不用意に攻撃するな！」

　俺は、弓から肉断たち包丁へと武器を切り替かえて、正面に立つ恨み狸へと斬り掛かかる。

　すっと肉断ち包丁の一いち撃げきが入ると共に、文字通り煙のように姿を消す恨み狸。

　それと共に切り裂さいた白煙の中から嘲ちよう笑しようと共に十字槍の一撃が飛び出して、俺の脇わき腹ばらを掠かすめる。

　流石さすがにゼロ距離で放たれる一撃には【看破】や【空の目】を駆く使ししても槍先をギリギリ回避するのが精一杯で、俺は、十字槍の幅はば広ひろい刃はに脇腹を切り裂かれた。

「痛っ！　それに攻撃に【呪い】の追加効果付きかよ」

　俺が反はん撃げきを受けたことで観客席から小さい悲鳴が聞こえるが、俺は、切られた脇腹を押さえながら、一歩引く。

「分裂というより影かげ分身だったか。こうなると分身時は本体を見つけ出さないと駄目だな」

　ミカヅチは、白煙と共に消えて一つの本体に纏まとまっていく恨み狸を冷静に分ぶん析せきしている。

　その一方で、俺は、セイ姉ぇに回復してもらい、万ばん全ぜんの状態に戻もどす。

「本体ってどうやって見つけるんだよ」

　俺への攻撃を成功させた恨み狸は、口元を皮肉げに歪ゆがめて笑っている。

「影分身全部に同時攻撃して紛れている本体を狙ねらう。そして影分身を解いた直後に攻撃。あとは、特とく殊しゆ攻撃を使えなくする。とか、思いつく限りではこんなところだな」

　あるいは、正せい攻こう法ほうとして本体だけに存在する違いを見つけるとか、と呟つぶやくミカヅチは、呟き終えると同時に恨み狸へと駆け出し、六角棍こんを突つき出す。

　得え物もの同士の激しい応おう酬しゆうの果て、ミカヅチが恨み狸の槍を弾はじき上げて、その胴どう体たいに殴なぐり掛かかるが、最初と同じように白煙と共に取り逃にがすと、再び俺たちを取り囲むようにして影分身が現れる。

「ホント、どうするんだ！　こいつら！」

　十字槍の一撃を受けた俺が必死で避よけながら攻撃するも、白い煙に紛まぎれた反撃にジワジワとＨＰを削けずられる。

　影分身の攻撃には、俺たちを一撃で倒たおす威い力りよくは無いが、【呪い】の状態異常バツドステータス付ふ与よと、槍の穂ほ先さきの形状が厄やつ介かいだ。

　状態異常バツドステータスの【呪い】は、ＭＰの減少の他に、ランダムなマイナス効果も同時に発生するために、あまり何度も攻撃を受けると致ち命めい的なマイナス効果を受ける可能性がある。

　今はアイテムで回復でき、セイ姉ぇも【回復魔ま法ほう】を使えるために安全マージンを維い持じできているが、それでも敵にダメージを与あたえられそうもない。

　十字槍は、尖せん端たんを避けても横に広がる三日月状の刃があるために攻撃範はん囲いが広く、余よ裕ゆうを持って回かい避ひしないと先ほどみたいに引っ掛かってダメージを受けてしまう。

　また、四方八方から少しずつ包囲を狭せばめながらその槍で突いてくるので、だんだんと防ぼう御ぎよするのが厳しくなる。

「くそっ！　──《ゾーン・ボム》！」

　俺はやけくそ気味に【空の目】と地属性の最下級魔法を組み合わせた魔法を使用する。

　視認する範はん囲いの複数の敵に同時に照準を合わせ、一気に《ボム》の魔法を発動させる。

　これにより、視認する範囲の四体の影分身の狸が《ボム》の黄色い爆ばく発はつに包まれて、僅わずかなダメージを受けるが、同じタイミングで攻撃したために、今度は四本の十字槍が同時に俺の方へと突き出される。

「のわっ！　危なっ！」

　もう、恥はじも外がい聞ぶんもなしに、しゃがみ込むようにして避けると、頭上では四本の十字槍が交差しており、俺は、這はうようにして、その下から抜ぬけ出した。

「嬢じようちゃん、何やってるんだ」

「何って、色々と試し行こう錯さく誤ごしてるだけだ！」

「今の攻撃は、危なかったな。同時に放たれるあの十字槍の攻撃を受けていたらどうなっていたか想像してみな」

　そう言われて俺は、あの四本の十字槍の同時攻撃を受けた場合に起こる事態として、連続で呪い攻撃を受けることによる重度の【呪い】を受ける可能性に思い至った。

　間を置かない連続攻撃の連れん鎖さダメージによるダメージ量の増加だ。

「理解したようだな。まぁ、失敗例としては、上出来だ。ギルドメンバーたちが攻こう略りやくする時の注意点がよく分かる」

　くくくっ、と押し殺した笑いを漏もらすと、ミカヅチは恨み狸の分身体の攻撃を捌さばきながら、再び攻略の糸口を探しだす。

　それからの俺は、恨み狸の反撃を幾いく度ども受けて、ポーションでダメージを回復しながら、単体の《ボム》の魔法を使って微び量りようなダメージを恨み狸たちに蓄ちく積せきさせていく。

「くそぅ、《ボム》の魔法攻撃じゃあ、ダメージの割が合わない。もっと効率的なダメージの与え方はないのか」

「嬢ちゃんの【看破】で本体見つけられないのか？」

「無理。さっきから全部見ているけど、それらしい狸がいない。結構【隠いん蔽ぺい】系のセンスレベルが高いのかも」

「ここに来てトリッキーな敵の出現って厄介よね。下へ手たに嵌はまると無駄に消しよう耗もうする。でもこれならもしかして……」

　俺とミカヅチが恨み狸に手を拱こまねいている間に、セイ姉ぇは打開策を見つけたようだ。

「──《ハイ・ヒール》」

　杖つえの先に白い光が宿り、単体回復魔法である《ハイ・ヒール》が発動する。

　その対象は、俺でもミカヅチでもなく、影分身していた恨み狸だ。

　──ギャァァァァッ！

　悲鳴を上げてその体が搔かき消えて白い煙へと変わるが、反撃の槍が出てこない。

　他の恨み狸の影分身も白煙となって本体へと戻れば、残った本体に全影分身分のダメージが蓄積されている。

「気づいちゃえば簡単かな？」

「セイ姉ぇ、どういうこと？」

「恨み狸は、不死属性の敵だから物理無効化していたんじゃないかな。それに特定の魔法以外の効きは悪いみたい」

「なるほどな。種タネが分かれば簡単だ。嬢ちゃん、私に火属性だ」

「了りよう解かい。《属性付加》──ウェポン！」

　俺とミカヅチが敵の弱点を理解してからの反撃は早かった。

　俺は、火属性の属性石を消費して、ミカヅチの武器にエレメント・エンチャントを施ほどこす。

　そこからの戦いは、ミカヅチが火属性の属性ダメージで恨み狸を追い込み、セイ姉ぇが回復魔法で攻撃を行い、俺が不死系に効く銀の矢を放ってダメージを与え続けた。

　最後に恨み狸は、断だん末まつ魔まの叫さけびを上げて、体から白煙を噴ふき出しすと、その姿が崩くずれていく。

「結構タフだったな。【イエローポーション】がかなり減ったぞ」

「私も《ハイ・ヒール》を結構撃ったからＭＰポーションの残りがかなり少ないかも」

　セイ姉ぇとミカヅチは、ステータスは万全でもそれを支える消しよう耗もう品が少し足りなくなっている様子だ。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　【イエローポーション】は、どれくらい残っている？」

「今は、10本だ。今のペースで戦った場合、ギリギリ十戦目まで戦えそうだな」

「とりあえず、途と中ちゆうリタイアは考えなくても済みそうね」

　二人の意見を聞いて、この調子なら七戦目を越こえて、セイ姉ぇの求める八戦目の景品も手に入りそうだし、もしかしたら、最後まで勝かち抜けるかもしれない。

　俺の目当ての強化素材も手に入れることができて安心していた俺は、背中からドンという衝しよう撃げきを受ける。

「──はぁ？」

　それは、俺たちのアリーナ挑戦への甘い考えを打うち砕くだくに十分な衝撃だった。

　俺の腹から突き出た紫むらさき色いろの十字槍やり。

　セイ姉ぇとミカヅチも同じものに背後から貫つらぬかれており、観客席から悲鳴のような声が上がっていた。




　　　　●




「ユンお姉ちゃん！　セイお姉ちゃん！」

　ミュウの悲鳴が響く中で、俺は冷静に自身を分析する。

　ドンという衝撃と共に紫色の十字槍に貫かれたが、痛みやダメージを受けた感じはない。

　体を捩ねじるようにして背後を振ふり返ると、恨うらみ辛つらみの籠こもった眼で睨にらんでくる紫色の半はん透とう明めいな恨み狸だぬきがおり、最後に満足げな皮肉たっぷりの笑みを浮かべて霧む散さんした。

「なんだったんだ、今の……」

　痛みが無い腹部を摩さすりながら茫ぼう然ぜんとしている俺を正気に戻したのは、ミカヅチの声だった。

「ちっ！　やられた！」

　ミカヅチが真っ先に悪態を吐つき、メニューで自身のステータスを確認していた。

「最後にとんでもない【呪のろい】を残していきやがった！　セイはどうだ？」

「一応【呪い】耐たい性せいのアクセサリーを装備していたから多少は軽減されているけど……」

　二人の視線が俺へと向き、メニューでステータスを確認する。

　そこに映る【呪い】の効果に言葉を失う。

「……なんだ、これは」

　俺のステータスは現在【呪い】が発生しており、強度を示す数値もない。

　そして通常の【呪い】とは違ちがい、固定された様々なマイナス効果を受けていた。

「【技能封ふうじ】に【回復スキル・アイテムの使用禁止】、【ステータス低下】。それから【ＨＰ減少】と【ＭＰ減少】？　なんだこれ」

　あまりに強力な【呪い】の効果に啞あ然ぜんとしてしまう。

　これでは、ＨＰやＭＰ、状態異常バツドステータスの回復ができない。ＨＰの減少は【毒】ほど速くはないが、それでも着実に減ってきている。

　ミカヅチも俺と同様の【呪い】を受けているようだった。

「嬢ちゃんは、抵抗レジストできずにそのままか。セイは？」

「【ＭＰ減少】だけよ。だけど、今もＭＰが減っているから、戦せん闘とうではそれほど多くの魔法は使えないわ」

「ちっ、恨み狸のファイナルアタックかよ。リタイアを選せん択たくする間もなく発動して、七戦目突とつ入にゆう。実質、時間制限ありの戦闘かよ」

　ファイナルアタックとは、ＨＰがゼロになった瞬しゆん間かんに、強制的に発動する特殊攻撃などの総そう称しようで、【死に際ぎわの攻こう撃げき】や【道連れ攻撃】などと呼ばれるものだ。

　アリーナの戦闘中には、回復アイテムの受け渡わたしはできない。

　今ミカヅチと俺の持っているアイテムは使えず、使えるのはＭＰポーションに比重を置いているセイ姉ぇ一人だけだ。

「今までが温ぬるすぎたからもっと疑問に思うべきだった」

　ミカヅチがぼそりと呟くが、今の呟きは静まりかえったアリーナ全体に響ひびく。観客席から、温く感じるのはミカヅチだけ、というツッコミが入り俺も同意する。

　今はっきりしていることは、余裕のあった状じよう況きようから一変して、恨み狸の【呪い】で窮きゆう地ちに追い込まれたということだ。

「現れた。七戦目の相手が……」

　セイ姉ぇの視線の先にいる七戦目の敵は──双そう胴どう武む者しやというＭＯＢだった。

　背中合わせに張り付いた二対つい一体の鬼おに武者がその両手に湾わん曲きよく刀とうを持ち、二面四手の四刀流を体現している。

　正面を向いている鬼武者が重厚な武者鎧よろいを身に着けるのに対して、背中側の鬼武者は、緩ゆるい着流しの格好をしている。

「後ろにくっ付いている奴やつは、あの足でどうやって動くんだ？　って疑問があるんだけどツッコんでる余裕がないな」

「背中にくっ付いている奴の足は、ロボゲーによくある逆足関節と同じだろ。あれ、意外とジャンプ力があるんだぞ」

「ユンちゃんもミカヅチもそんなこと話している余裕はないわよ。それでミカヅチ、どうするの？」

「セイは、万が一の回復手段だ。攻撃は控ひかえてＭＰは温存で頼たのむ。嬢ちゃんは、使えるアイテム全部使ってくれ。私が速そつ攻こうでケリを着ける！」

　俺は、すぐさまインベントリ内にある回復アイテム以外の使用できるアイテムをミカヅチに渡す。

「エンチャント・ストーンと強化丸薬ブースト・タブレツトだ。それに【身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪】も貸すから使ってくれ。三回までなら攻撃を防げる」

「エンチャント・ストーンと強化丸薬ブースト・タブレツトは使い方を知っているから問題ないけど、この指輪は、嬢ちゃんの虎とらの子だろ」

【身代わり宝玉の指輪】は、台座に嵌はめ込まれた宝石のサイズに応じて攻撃を完全無効化するユニーク装備だ。

　戦闘が下手な俺の持つ強力な防ぼう御ぎよアイテムである。

「ミカヅチが倒たおれたら、後ろにいる俺とセイ姉ぇじゃあ勝てないんだ。ミカヅチには倒れられるわけにはいかないんだよ。それに、俺はサポートキャラだ。支し援えんするんだから、戦闘職が最高のパフォーマンスで戦えるように整えるのが俺の役割だ」

「嬢ちゃん……わかった。貸してもらうぞ」

　そう言って、ミカヅチは、右手の人差し指に【身代わり宝玉の指輪】を嵌める。続いて、強化丸薬ブースト・タブレツトを嚙かみ砕きキーワードを唱えて、エンチャント・ストーンに籠こめられた攻撃、防御、速度のエンチャントを発動させる。

「ステータス低下はエンチャントでほぼ相そう殺さいしたって感じだな」

　軽く腕うでを振り、屈くつ伸しんして自分の体を確かめるミカヅチ。

　俺もセイ姉ぇも事前に使える強化アイテムを使いステータス低下を緩かん和わして、準備を整える。

　時間になり、審しん判ぱんのホブゴブリンが銅ど鑼らを打ち鳴らし、七戦目が始まる。

「それじゃあ、私は行ってくる」

「行ってこい、俺もできる限り援えん護ごする」

　俺は、この戦いを乗り切るために全力で弓矢による援護射しや撃げきを行う。

　駆かけ出すミカヅチの頭上を超えて飛ひ翔しようする矢は、双胴武者の湾曲刀によって次々と切り払はらわれるが、それでも休むことなく放たれる矢は無視できるものではない。

　そして、ミカヅチが双胴武者の目の前へと躍おどり出ると、両者の間で武器の打ち合いが始まった。

　ミカヅチは、六角棍による速く的確な打ち込みと回かい避ひで翻ほん弄ろうし、双胴武者は、湾曲刀の大おお振ぶりによって広い範はん囲いを薙なぎ払うように斬撃を放つ。

　四刀という手数の多さが本来ある攻撃後の隙すきをカバーして、ミカヅチは双胴武者を攻せめきれないでいる。

　だが、ミカヅチに掛かかりっきりになる双胴武者は、俺の放つ矢を防ぐ余よ裕ゆうをなくし、正面側の、武者鎧に防がれていない体の各所に矢が刺ささり始めた。

　一部、状態異常バツドステータス薬を合成した矢を混ぜているために、矢が刺さり始めるようになって、それらの効果が見られ始めた。

　矢自体のダメージは小さいが、【毒】のスリップダメージや【呪い】のランダム発生するマイナス効果、行動を阻そ害がいする【麻ま痺ひ】と【眠ねむり】、【気絶】などが一いつ瞬しゆんだけ双胴武者の動きを鈍にぶくして、こちらに有利な状況を作り出すことができる。

　それでも双胴武者はオーガ以上の状態異常バツドステータスからの回復力があるためにそれほど効果が見込めていない。

「パワーは、オーガ以上！　キツイな！　これが完全に弱体化状態のままで正面から当たりたくないな！」

　ミカヅチは、【身代わり宝玉の指輪】の完全防御を温存するために双胴武者の攻撃を避よけ続ける。

　そのために、万が一の時の回復役のセイ姉ぇが攻撃に参加できずに、見守るだけになっている。

「「──ＶＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！」」

　双胴武者の前後の顔が咆えながら、前面の武者が斜ななめに湾曲刀を振り下ろす。続いて、一歩踏ふみ出して、もう一方の腕の湾曲刀を横に振り抜ぬく。

　ミカヅチがその攻撃を避けて、双胴武者の脇わきを抜けるように回避するが、その回避先では、背面に位置する鬼武者が突つきを放ち、それを回避するために、ミカヅチは更さらに横へ跳とぶように避ける。

「ふぅ、危ない危ない。後ろにもう一つの体があるんだから死角に回り込むこともできやしない」

　今度は、背面に位置する着流しの鬼武者と対たい峙じするミカヅチ。

　そして、俺とセイ姉ぇは、前面の武者鎧を着た鬼武者と遠くから向き合い、三人で前後から挟はさみ撃うちするような位置取りになった。

「これって、ミカヅチを無視してこっちに来られたらヤバイ？」

「その時は、可能な限り時間稼かせぎしないと駄だ目めかもね」

「その時は、その時だ。はっ──」

　ミカヅチは、ジリジリとすり足で動いて相手の湾曲刀の攻撃範囲ギリギリを計りつつ、短い掛け声と共に突きを放つ。

　俺は、その攻撃に合わせて正面側の鬼武者へと矢を放つ。

　ここで双胴武者は、今までにない動きを見せる。

　ミカヅチ側の鬼武者は、両手の湾曲刀でミカヅチの攻撃を防ぐが、俺たち側の鬼武者は、それに加勢するのではなく、先ほどまで無視していた俺の放った矢を打ち落としていく。

「これは……正面と背後で動き方が微び妙みように違う？」

　先ほどまでなら、四刀全てをミカヅチの迎げい撃げきに当てていたが、それを現在は分散している。

　そして、背面の二刀だけでは、ミカヅチの猛もう攻こうを押さえられず、ミカヅチの接近を許している。

「吹ふっ飛べ！　はっ！」

　気合いを込めて放たれる六角棍の突きが着流しの武者鎧の腹部に突き刺さり、双胴武者の体全体が僅わずかに浮ういて水平にこちらへと飛んでくる。

　俺は、俺とセイ姉ぇのいる位置に近づけさせないために、慌あわててマジックジェムを投げた。

「間に合え！　──【クレイシールド】！」

　投げた宝石を起点として地面から迫せり上がる土つち壁かべに双胴武者が叩たたき付けられる。

　土壁を崩くずしながら、その場に倒れた双胴武者は、ノロノロと起き上がった。

「すげぇ威い力りよく。今の攻撃でＨＰが一割削けずれたぞ」

「嬢じようちゃんの方からは見えてなかったみたいだけど、その半分は、嬢ちゃんが作った土壁に叩き付けられてのダメージだぞ」

　そう言って、六角棍を肩かたに担かつぐミカヅチは、再度、武器を構えて腰こしを落とす。

　双胴武者の残りＨＰは、七割。そして恨うらみ狸だぬきの【呪のろい】によりＨＰが時間経過と共に減少しているミカヅチのＨＰは、残り六割。

　そろそろ安全を脅おびやかすＨＰ残量であるために、待機していたセイ姉ぇがここで動く。

「ミカヅチ、回復よ──《ハイ・ヒール》！」

「おう、サンキュー。それじゃあ、もうちょっと頑がん張ばるか！」

　セイ姉ぇの回復魔ま法ほうによってＨＰを回復したミカヅチは、双胴武者との打ち合いを再開する。

　そして、俺は、矢を放つ一方で、敵のＨＰ減少の推移を観察していた。

「双胴武者って、正面と背面で防御面に微妙に違ちがいがある？」

「ユンちゃんも気づいたんだね」

　俺は、状態異常バツドステータスの矢が尽つきたために、一度手を止めて、通常の矢束を取り出す。その僅かな間にセイ姉ぇの分ぶん析せきに耳を傾かたむける。

「背面は、物理攻撃に弱い。ミカヅチもそれに気が付いているのか、正面に向き直ろうとする双胴武者の動きに合わせて、背後を取り続けている」

　その時、背面の鬼武者が大きく横よこ薙なぎするように湾曲刀を振ふるい、そのまま左に半回転した。その動きでミカヅチの前に回った正面の鬼武者が湾曲刀を振るうが、ミカヅチもそれに合わせて転がるようにして回避したために立ち位置が入いれ替かわり、ミカヅチは再び背面の鬼武者と対峙した。

「ちっ、また正面に戻もどされた」

「ミカヅチ。ＨＰを回復するわよ。──《ハイ・ヒール》」

「サンキュー、セイ」

「それから、ユンちゃんも【ＨＰ減少】の呪いを受けているでしょ？　──《ハイ・ヒール》」

「セイ姉ぇ、ありがとう」

　俺は、自分が後衛だからとＨＰ管理を疎おろそかにしていたために、気が付いた時には四割まで減っていた。

　ミカヅチより最大ＨＰが少ない俺に同じタイミングで魔法を使えばオーバーヒールになってＭＰの無む駄だになってしまうので、ミカヅチ二回に対して俺一回の割合でセイ姉ぇの回復魔法が使われる。

「私のＭＰは、もう少ないから、なくなるまでに決着をつけてね」

　セイ姉ぇの言葉を聞いて、ひらひらと手を振りながら、ミカヅチは一歩前に進む。

　再び始まる双胴武者との打ち合いだが、ＨＰが三割を切ったところで、また双胴武者が今までとは異なる動きをする。

「一歩引く？」

　大きくバックステップを踏んだ双胴武者は、腰を低くして、飛び出す勢いのままミカヅチへと湾わん曲きよく刀とうによる薙ぎ払いを放つ。

「ちっ、速い！」

　勢いのついた湾曲刀の風を切る音が後衛の俺のところまで届く。ミカヅチが、後ろに上体を反そらすことで紙一重でその攻こう撃げきを躱かわすも、双胴武者は、体を捩ひねりながら更に一歩前に進む。

「ユンちゃん、準備！」

「わかった！　──【クレイシールド】」

　万が一に備え、セイ姉ぇと共に動く。

「ちっ、追ってくるのかよ！」

　ミカヅチが更に下がって避けるが、双胴武者は、正面と背面を絶えず切り替えるように回転を続けて、次々とミカヅチに重い斬撃を放つ。

　二撃目は、六角棍で受け止めるが、力負けして弾はじかれて、ミカヅチの体勢が崩れる。

　三撃目で初めてのダメージを受けて【身代わり宝玉の指輪】の効果で薄うすい壁かべが破られるような音が響ひびく中で、四撃目、五撃目と、双胴武者が回転しながら放つ斬撃が、容易たやすく【身代わり宝玉の指輪】の許容量を超こえるダメージをたたき出す。

　ミカヅチは三回の攻撃無効の間に態勢を立て直せず、六撃目の薙ぎ払いを受けて、ＨＰを大きく削られる。

「ぐぁっ！」

　そして、七撃目を放とうとする双胴武者だが、俺がミカヅチの足元に投げた複数のマジックジェムが発動して土壁が迫り上がる。

　多重の土壁は、勢いの乗った湾曲刀の連撃に脆もろくも崩れてしまうが、ミカヅチの足元に迫り上がることで、彼女を上へと逃にがすことができた。

「──《ハイ・ヒール》、《ハイ・ヒール》！」

　セイ姉ぇが、ミカヅチへの二回の回復魔法を発動させ、受けたダメージ分のＨＰを回復させる。

「セイ、ユン。助かった」

「……噓うそ。俺のこと、名前で呼んだ」

「さっきの攻撃は、しつこくて、嬢ちゃんが貸してくれたこの指輪がなかったら、二人の支し援えんが間に合わなかった。次の攻撃を受けたら終わりだったよ。それと嬢ちゃん、指輪ありがとな」

「それじゃあ、あっちの残りＨＰを削れる？」

　セイ姉ぇは、回復魔法を立て続けに使用して、ＭＰが底そこを尽いたために、手持ちのＭＰポーションを使って回復した。

　それでも【呪い】の効果でジワジワと減るＭＰに、早期決着を求めている。

「それなら全員が今決められる最大火力を一気に相手にぶつけるしかないだろう」

　そう言って、台座に嵌はめ込まれていた宝石が砕くだけ散っている【身代わり宝玉の指輪】を指から抜いて、俺に返してくる。

　再度使うには、数時間のクールタイムが必要となる【身代わり宝玉の指輪】に、俺は、ありがとう、それと、お疲つかれ様さま、と小さく呟つぶやき、インベントリに仕し舞まい込む。

　双胴武者の方へと目を向けると、大技を使い終わった後だからなのか、地面に膝ひざをついて、十秒ほど完全に無防備になっている。

「私は、ここからは回かい避ひを捨てて、物理攻撃で殴なぐりに掛かる」

「私は、残りのＭＰポーションを使って魔法をばら撒まくわ」

「お、俺は、手持ちのマジックジェムをばら撒いて、奴やつを爆ばく発はつに巻き込む」

「なら、決まりだ！」

　ミカヅチは、現在装備している燃えるような赤い軽装から仄ほの暗ぐらい狼おおかみの意い匠しようを持つユニーク装備【冥めい狼ろうの鎧よろい】へと切り替える。

【冥狼の鎧】は、レイドクエストの報ほう酬しゆうであるユニーク装備の防具で、そのデメリット効果である【技能封ふうじ】は、恨み狸の【呪い】の効果と重複しているためにデメリットになりえず。また、ＡＴＫを大おお幅はばに引き上げる【剛ごう力りき】の効果がある。

「それじゃあ、行くぜ！」

　駆かけ出すミカヅチの後を追うように、俺も双胴武者に向けて走り出す。

　セイ姉ぇは、水すい弾だんや氷ひよう槍そうを大量に生み出し、消費したＭＰをポーションで回復させながら、それらを一いつ斉せい掃そう射しやするその瞬しゆん間かんまで待機させ続けている。

「嬢ちゃん、セイの魔法と合わせる。それまで攻撃を喰くらうなよ！」

「安全なところからチクチクとやってるよ」

　中ちゆう距きよ離りでの長弓による移動打ちをしていくと共に、双胴武者の足元に少しずつ【ボム】のマジックジェムを投げて配置する。

　ミカヅチは、振るわれる湾曲刀を鎧の腕うでの部分で受け流して双胴武者の背面側に回り込むと、【剛力】によって引き上げられたステータスで背面の鬼武者を六角棍こんで突く。すると、双胴武者は、体を回転させ、ダメージ軽減のために正面の鎧で打だ撃げきを受け止める。

「ちっ、だが……押し切る！　だぁぁらっしゃっ！」

　正面の鬼武者の腹へと突き込まれた六角棍が、ベコッと武者鎧の正面を凹へこませる。

　ドスンという鈍にぶい打撃音を立てて、その場で膝から力が抜ぬけるように崩れる双胴武者。

　前方からの衝撃を後ろに下がって逃がすことでダメージ軽減できるが、それすらできない打撃が全身を巡めぐっているらしい。

　正面の鬼武者が両りよう腕うでの湾曲刀を地面に突き刺さして体を支え、すぐさま背面の鬼武者の二刀で反はん撃げきをする。

　その一いち撃げきに対しミカヅチが六角棍こんを全力で横に振るい、背面の鬼武者の湾曲刀を半ばから叩き折った。

「今よ。──《アクア・バレット》《アイス・ランス》一斉掃射！」

「いくぞ。──【ボム】！」

　セイ姉ぇの背後に待機していた幾いく十という魔法が一斉に双胴武者に飛んで行く。

　高速で飛来する水弾が打撃となって正面の鬼武者の鎧を凹ませ、鋭するどく尖とがった氷槍が四し肢しを穿うがち、その冷気が弾はじけた水を凍こおらせて、双胴武者の全身が凍り付く。

　そして、動けない双胴武者の足元では、【ボム】のマジックジェムが一斉に起動し、その多重爆ばく撃げきを避さけることができない双胴武者は、黄色い閃せん光こうと爆発に飲み込まれて輪りん郭かくが歪ゆがんで見える。

「何十個というマジックジェムを投げ込んだんだ。これでやっただろ」

「まだよ！　ミカヅチ、ラスト！」

　閃光と爆発が徐じよ々じよに引く中で、ボロボロの武者鎧の正面と着流しの服を着た背面の双胴武者が生き残っていた。

　残りＨＰは、一割もない状態で立ち上がった。半ばから折れた四本の湾曲刀を構えて、連続回転攻撃をミカヅチに仕し掛かける。

　だが、折れた湾曲刀の範はん囲いで余よ裕ゆうを持って躱し、逆に湾曲刀が折れたことでリーチで優位に立ったミカヅチが最後の一撃を放つ。

「いいタイミングだ！　吹ふっ飛べぇ！」

　回転して側面を晒さらす双胴武者の脇わき腹ばらにミカヅチが六角棍で全力の突きを放つ。

　上半身の回転が加えられた打撃は、双胴武者の武者鎧を砕き、脇腹に深くめり込んでいく。

「「──ＶＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！」」

　双胴武者は二つの口から響く叫さけび声と共に吹き飛んで、アリーナの壁にぶつかり、ズルりと地面へと落ちる。

　そこでぱっと光の粒りゆう子しへと体を散らし、双胴武者が消えた。

『『『うおおおおおっ──』』』

　第七戦開始時からアーツやスキルを抑おさえられていたところにきて、最後の攻こう勢せいが派手だったために、観客席からの歓かん声せいが今までで一番大きい。

「よし、このまま、八戦目──「リタイアするわ」──セイ姉ぇ!?」

　七戦目が終わり、次はセイ姉ぇの狙ねらう景品の付く八戦目と意気込んだが、セイ姉ぇ自身がリタイア宣言を出す。

　そのまま、そのリタイアが受理されたが、俺はセイ姉ぇに尋たずねる。

「いいのか？　だって、次の景品が、目当てのアイテムだったんだろ？」

「仕方ないわよ。恨み狸の【呪のろい】の効果はまだ継けい続ぞくしている。それに残りＭＰは、魔ま法ほう一回分だけ。ポーションも少ない。ミカヅチもユンちゃんも、ＨＰ的には戦えても、アイテムは使用不能のままでしょ？」

「けど……」

「ここで無理に挑いどんで負けたら、全部の景品がパァだ。なら、ここで撤てつ退たいするのも英断ってやつだ」

　そう言って、後ろから俺の頭をぐりぐりと乱暴に撫なでてくるミカヅチの手を振ふり払はらい、俺も納得する。

「うん、わかった。俺が冷静じゃなかったかも」

「ううん。ユンちゃんは、私に気を遣つかってくれたんだよね。ありがとね」

　セイ姉ぇに髪かみを梳すくように優しく撫でられると、なんだか気き恥はずかしい気分になる。

　視界の端はしでは、手を振り払ったミカヅチが不服そうに口元を歪めているが、ミカヅチの手付きは乱暴だから嫌きらいだ。

　ミカヅチは、ふっと短い息を吐はき出して、アリーナ全体に響き渡わたるような声を上げる。

「さて、私たちが一番にアリーナに挑ちよう戦せんしたが、どうだ？　攻こう略りやくの参考になったか！　私たちは、ほとんど何も対策を立てずに来て、七戦目でリタイアって結果になった。この情報を活用してくれ。それと、次にアリーナに挑戦した奴やつを見て、私たちは対策を立てる。だから、頑がん張ばれよ！」

　ミカヅチの最後の締しめの言葉と共に、アリーナの観客席から様々な歓声の声が響き、その熱狂ぶりに苦笑いを浮うかべながら、退場する。




　　　　●




　アリーナへの挑戦の後、俺たちは、景品を配分した結果──

「七戦目まで戦って得た景品で、それぞれが必要とするアイテムを抜いていくと、残るのは四つか」

　俺は【祓はらいの水すい晶しよう】を先に受け取り、ミカヅチも三戦目と七戦目の景品を受け取った。セイ姉ぇだけは、欲しいアイテムの前でリタイアしたので、他の四つのアイテムから優先的に選ぶ権利がある。

「私は……四戦目と五戦目のアイテムを貰もらうわ。次は、ユンちゃんよ」

「えっ？　俺は……じゃあ二戦目の景品かな」

「欲よくないなぁ。私たちは欲しいアイテム確保しているんだから、セイ嬢ちゃんは残り全部持っていってもいいのによ」

　そう言って最後に、残った景品をミカヅチが受け取り、配分は終わった。その日は、三人とも疲れてくたくたなので、ゆっくりと休むことにする。

　そして、翌日。ダンジョン遠えん征せい六日目の夜。

　俺は、ギルド【ヤオヨロズ】の職人部屋でアクセサリーの最後の調整を行っていた。

「ふぅ、セイ姉ぇ用とミュウ用のアクセサリーは、結局ほとんど作り直すことになっちゃったな」

　テーブルに載のっている出来上がったアクセサリーを見つめる。

　蒼あおと銀のアクセサリーは、使っているブルライト鉱石のインゴットに水属性の【属性石】を合成することでより水属性を強化した。

　ビーズのブレスレットの方は、最初は透とう明めいなガラス製のビーズで作っていたが、アリーナで手に入れた強化素材【祓いの水晶】の内部がひび割れて白く乱反射する様子は、ミュウに似合いそうだと思い、一部のビーズに更さらに加工を加えた。

　出来上がったビーズをフライパンで炒いるように加熱して、氷で急速に冷れい却きやくすると内部にひびが入り、【祓いの水晶】のようなクラックガラスを作ることができる。

　オトナシとラングレイのアドバイスを参考にして、遂ついにミュウのアクセサリーができた。

　また、こちらにも光属性の【属性石】を素材の段階で合成することで【光属性向上（小）】の追加効果が付いた。

「後は二つのアクセサリーに手持ちの強化素材を使うだけだ」

　俺が取り出した強化素材は、四つだ。

　高原エリアのグランド・ロック山頂のコカトリスのボスＭＯＢであるキングコカトリスのドロップである【王おう鶏にわとりの鶏冠とさか】。

　グランド・ロック内部のイソギンチャクのようなボス・電でん撃げき寄生蟲ちゆうのドロップである【パラサイト・ペースメイカー】。

　そして、火山エリアのダンジョン【鬼き人じんの別べつ荘そう】で手に入れた【魔ま貴き晶しよう】と【祓いの水晶】を用意して、それぞれに効果を付けていく。

　その結果──






蒼と銀のミスティックリング【装そう飾しよく品】（重量：１）

ＤＥＦ＋７　ＩＮＴ＋３　ＭＩＮＤ＋12　追加効果：【ＩＮＴボーナス】【水属性向上（中）】【魔法上じよう昇しよう（小）】




スノーホワイト・ブレスレット【装飾品】（重量：１）

ＤＥＦ＋８、ＭＩＮＤ＋12　追加効果：【回復効果（小）】【範囲強化（小）】【光属性向上（中）】








　セイ姉ぇ用の【蒼と銀のミスティックリング】には、【魔貴晶】を使い、魔法ステータスを向上させる追加効果とする。

　他【ＩＮＴボーナス】は、【彫ちよう金きん】センスを持つ生産職が付けられる追加効果で、【水属性向上】は使われているブルライト鉱石由来の追加効果だ。

　水属性と魔法特化のアクセサリーとなっている。

　ミュウ用の【スノーホワイト・ブレスレット】には、残りの三つの強化素材を使っており、回復・光魔法補助のアクセサリーとなっている。

　光属性の【属性石】と強化素材【パラサイト・ペースメイカー】の追加効果が重複したことで、一段階【光属性向上】の効果が上がっている。

「セイ姉ぇは更に魔法の威い力りよくが上がるかな。ミュウは、一応パラディンになるとか言ってるから、それに合わせた汎はん用よう的な組み合わせにしているんだよな」

　二人が喜ぶ顔を想像して、自然と笑みが漏もれる。

　ぐっと体を伸のばして、気が付くと既すでに深夜の時間帯を回っていた。

「ああ、そろそろ寝ねないとなぁ……お風ふ呂ろは入ったからもう寝るだけだし」

　そう呟つぶやいて、ふとあることを思い出す。

「火山エリアの温泉建たて屋やって、今の時間帯は人が居ないかも……」

　最前線エリアでプレイヤー人口が少ない。更に人の集まりが悪い深夜なら、誰だれの目も憚はばかることなく温泉を堪たん能のうできるんじゃないだろうか。と思い、早さつ速そく行動を開始する。

　人目につかないようにポータル経由でダンジョンの裏門へと転移して、一気に温泉建屋に向かう。

「……誰も居ないよな。おじゃましまーす」

　俺は、周囲や建屋内部に人が居ないことを確認して、簀すの子この敷しかれた入り口で靴くつを脱ぬいで忍しのび足で中に入る。

　そして、脱だつ衣い所のある一線を越こえると──

「おおっ!?　装備が全部切り替かわるのか」

　俺の装備していたものが、強制的にバスタオル一枚巻かれた状態になっている。

　水着などを着ていれば、バスタオルの下に装備されるらしいが、生あい憎にくとそういう装備を持っていないので……

「下は、裸はだかだよな……って何考えているんだ俺は！」

　慌あわてて頭を振って余計なことを考えそうな自分を[image: しか]しかり付けてお風ふ呂ろ場ばへと向かう。

　心こころ許もとないバスタオルを両手で押さえながら、ゆっくりと進んでいく。

「うわぁっ……中はこうなっているんだな」

　脱衣所からお風呂場へと入ると、そこにはゴツゴツとした岩で作られた露ろ天てん風呂が広がっていた。

　俺は、人が居ないか改めて確認して、近くの桶おけを取り、掛かけ湯をしてから湯船に足を入る。

「リアルでは、バスタオル浸つけちゃいけないんだけど、外れないから仕方ないよな」

　俺は、心許ないが絶対に外れないバスタオルを手で押さえながら、湯船に体を浸ける。

「はぁ、極ごく楽らくだなぁ。【鬼人の別荘】は俺に合っているのかもしれない。うーん、この一週間、のんびり過ごしたなぁ」

　戦せん闘とうも、ボスの周回か、アリーナに挑戦するくらいで、それほど大変というわけじゃなかった。グロい敵ＭＯＢやダンジョンよりも何倍もマシだ。

「なんか、温泉街みたいな雰ふん囲い気きとか、美お味いしいお店もあって楽しめたな」

　明日あしたでギルドの遠征は終わりかぁ、と夜空を見上げながら、白い湯気が消えていくのを何の気なしに見送る。

　そして、ぼんやりと過ごしている間に【看破】のセンスが脱衣所に人の気配を感じ取り、俺は慌てた。

「えっ！　この時間帯に俺以外の人が、どうする!?　見られたら」

　男の俺が女湯にいることを知られたら、社会的に終わる、と考えて、どこか隠かくれる場所はないか、と探す前に、相手がお風呂場に入って来る。

「やっぱり、嬢ちゃんか」

「ユンちゃん、こんばんは」

「ミカヅチ、セイ姉ぇ……」

　知り合いだと分かり、ほっとすると同時に、このままではいけないと思い、慌てて湯船から立ち上がる。

　肩かたまで浸かっていたお湯が体に沿って流れ落ち、お湯を吸ったバスタオルが重く感じる。

　ずっしりと重いバスタオルを手で押さえながら、脱衣所の方へ向かおうと足を進めるが──

「へっ？」

　ミカヅチとすれ違ちがったかと思うと、バスタオルの端を摑つかまれて、そのまま再び湯船へと投げ込まれてしまった。

　大きな水音を上げて落ちた俺は、慌てて立ち上がり、抗こう議ぎの声を上げる。

「ぷはっ！　危ないだろ！　それにバスタオルが取れたらどうするんだ！」

「なにを恥はずかしがってるんだ。それより入ったばかりで出るな。少しは私らにも付き合え」

　そう言って、俺の隣となりで湯船に浸かり始めるミカヅチ。

　再び立ち上がろうとするが、頭を押さえられて、湯船の中にいることを強要される。

　ステータスの差から抵抗できずに、俺は諦あきらめて、自分の体を隠すように白く濁にごるお湯の中に口まで浸かってブクブクと泡あわを出す。

「何でセイ姉ぇたちが来てるんだよ」

「うーん。ユンちゃんが走っているのを見たから気になってついてきちゃった」

「だからって、風呂の中まで来て恥ずかしくないのか……？」

「私たちは、この下に水着を着ているからね。ほらっ」

　そう言って、セイ姉ぇは、巻いているバスタオルから見える肩かた紐ひもを見せてくる。

　その時の胸を強調する格好に、俺は視線を逸そらす。

「ああ、分かった。もういいから──ひっ！」

「くくくっ、初う心ぶだな。かわいいじゃないか」

　俺の背中をつつっと指先で撫なでるミカヅチ。俺は、反射的に体を仰のけ反ぞらせて、ミカヅチへと振ふり返り睨にらむ。

「ミカヅチ！　って、なんで見せてくるんだよ！」

　セイ姉ぇと同じようにバスタオルをズラして水着を見せてくるミカヅチからすぐに目を逸らす。

「そんなに過か剰じよう反応するなよ。かわいくてイジメたくなる」

「うるさい」

「なんだ？　実は、貧乳にコンプレックスでもあるのか？　安心しろ、私もそれほど大きい方じゃないから」

　そんなわけあるかぁ！　と内心叫さけびながらもミカヅチを睨んでいると、ミカヅチは、インベントリからお盆ぼんを取り出して湯船の縁へりに載せる。

　次に取り出したのは、朱しゆ塗ぬりの盃さかずき、そして酒さか瓶びんだ。

「またミカヅチは、酒かよ」

「夜空を見上げながら月見酒ってのも乙おつなものだろ」

　ミカヅチは、朱塗りの盃に酒瓶の中身を注ぎ、盃を満たしていく。

「それは？」

「アリーナの七戦目の景品──【魔ま法ほうの盃】だ」

　そう言って、少ない酒を呷あおるように飲み、再び盃を水平に掲かかげれば、何もない盃から泉のように液体が湧わき出してくる。

「直前に注いだ液体をＭＰ消費して生み出す盃だ。ポーションならポーション、酒なら酒を生み出す。もちろん、注いだアイテムに応じたＭＰ消費が必要だけどな」

　盃に口を付けて今度は少しずつ飲んでいく。

「ミカヅチは、本来とは違う使い方をするんだから。しかも、このためだけにアリーナの三戦目と七戦目の景品を狙ねらってたのよ？」

　はぁ、と溜ため息いきを吐つくセイ姉ぇ。俺とセイ姉ぇの選んだ二戦目と五戦目の景品は、大小二種類の葛籠つづらだ。

　蔓つるで編んだ宝箱の中身はランダムで変化して、セイ姉ぇの大サイズなら五つ、俺の小サイズなら三つのアイテムが手に入る。

「私の、四戦目の景品は、【名もなき鬼おにの角】って素材。五戦目の景品の葛籠は、運がないから多分ハズレアイテムなんだろうなぁ」

　気持ち良いお風呂に浸かっているのに、どよんとした空気を放ち出すセイ姉ぇに対して、俺はおろおろする。

「セイ姉ぇ、大だい丈じよう夫ぶだよ。その……要いらないアイテムがあったら、俺の葛籠の中身と交こう換かんしてあげるから」

「ううっ、ユンちゃんの優しさが身に染みる。それと同時に、やっぱり私の運は期待されてない」

　更さらにしょんぼりとするセイ姉ぇとは対照的に、ミカヅチが楽しそうに笑っている。

「遠えん征せい終わりの宴えん会かいで全員の前で開ければいいだろ。当たりでもハズレでも盛り上がりのネタにはなる」

「ううっ、ミカヅチは他ひ人と事ごとだと思って」

「事実、他人事だからな。それとユン嬢じようちゃんも明日の宴会に参加してくれよ」

　また、名前で呼ばれた。アリーナでも一回呼ばれて、ここでも呼ばれたのが少し嬉うれしくなると同時に、今までと違う呼び方で気き恥はずかしくなり、再び口元まで湯舟に沈しずむ。

「それと、そろそろ嬢ちゃんはどうするか決めないとな」

「決める？」

「ギルド【ヤオヨロズ】に正式に加入するのか、そろそろ去るのか」

「……大丈夫。もう、決めてあるから」

　あまりに居い心地ごこちが良過ぎてたまに忘れそうになる事実。だから、俺は、最初から結論を決めてある。

　そして、俺の言葉を聞いて、ミカヅチは、そうか、とニヤリと笑い、残りの酒を一気に飲む。

「それじゃあ、俺は先に上がらせてもらうな」

「ああ、おやすみさん。明日の宴会には遅おくれるなよ」

「ユンちゃん、おやすみなさい」

　俺は、ずっしりと重いバスタオルを手で押さえながら、脱衣所へとペタペタという足音を響ひびかせながら歩いていく。

　その背後で、セイ姉ぇとミカヅチの言葉を聞く。

「ユンの嬢ちゃんは、強いな」

「そうね。流されているようだけど、昔から自分の中で決めたことは、絶対にブレないのよね」

　二人の言葉を聞いて、俺は内心否定する。俺は、強くなんかないよ、と。







　　　終章　宴会とアクセサリー







「無事に火山エリアの遠えん征せいを行うことができた。その結果、人海戦術でクエスト情報や店、アイテム、施し設せつ情報も集まった。これも一ひと重えにギルドメンバーの働きのお蔭かげだ。──乾かん杯ぱい！」

　ミカヅチが酒の注がれたコップを片手に、ギルドによる遠征の終わりと同時に宴えん会かいの始まりを告げる。

　俺を含ふくむ【料理】センス持ちたちが、全力で事前準備に走り揃そろえた料理を中心に、ギルド【ヤオヨロズ】のメンバーは幾いくつかのグループに分かれていた。

　この遠征で手に入れたアイテムを自じ慢まんするグループ、早さつ速そくオークションを開いているグループ、冒ぼう険けん話を聞かせ合うグループなどだ。

　その中で俺とセイ姉ぇは、目立つ場所に居た。

「それじゃあ、アイテム【葛籠つづら】の開かい封ふうやります！」

　セイ姉ぇは大きな葛籠を、俺は小さい葛籠を取り出す。

「ユンちゃん、いい？」

「いつでもいいよ」

「「せーの！」」

　タイミングを合わせて蓋ふたを開けると、一いつ瞬しゆんだけ光を発した葛籠の中にアイテムがあった。

「……ううっ、これは!?」

　セイ姉ぇの開けた大きい葛籠の中には、レアな生産素材である【蓬ほう萊らいの玉の枝】が三本入っていた。

「セイ姉ぇ、よかったじゃん。欲しがってた素材だよ」

「よかった、運が悪くなくて！　最後の最後で欲しいアイテムが手に入った。でも……」

　嬉しそうに微笑ほほえむセイ姉ぇだが、少し表情を曇くもらせる。

「杖つえ作るのには、三本で十分だから、手持ちの二本を合わせると余っちゃうんだよね」

「ああ、それは……」

　元々希少な素材は、使い道が限られるため多く手に入れると持て余してしまう。

「それで、ユンちゃんの方はどうなの？」

「俺の葛籠の中身は……」

　小さい葛籠の中には、イヤリングとネックレス、髪かみ留どめの三種類のアクセサリーが入っていた。

「アクセサリーだけど、ちょっとレアっぽい？」

　アクセサリーの効果は、ＨＰの最大値が半分になる代わりにステータス増加とか、ＨＰが一定割合を下回るとステータス増加とか、ＭＰを常時消費する代わりにＳＰＥＥＤ上じよう昇しようとか、少しピーキーだ。

「ユンちゃんの装備は、ユニークアクセサリーね」

　俺には使い難にくい効果に、アクセサリー作りの参考資料にはなるか、と密かに溜ため息いきを吐つく。

　だが、俺たちの開封を見守っていた人たちにとっては、俺とセイ姉ぇの葛籠のアイテムは、大当たりの分類に入るようで、アリーナへの挑ちよう戦せんにやる気を出している。

「それじゃあ、私たちはミカヅチのところに戻もどろうか」

「そうだな。折角用意した料理を食べられるうちに行こう」

　俺とセイ姉ぇは、ミカヅチの居るホールの一角へと移動する。

「おう、中々愉ゆ快かいなアイテムの当て方したな、お二人さん」

「ユンお姉ちゃんもセイお姉ちゃんもおかえり～」

　ミカヅチとミュウたちのパーティーは、先に料理を食べ始めており、それぞれグループを作り談笑をしていた。

「二人ともレアなアイテムを当てて羨うらやましいなぁ。私もアリーナでレアな装備を手に入れてみせるから！」

「くくくっ、ミュウちゃんは、元気で良いなぁ」

　既すでに若じやつ干かんお酒を飲んで酔よいが回っていそうなミカヅチが、俺たちが席について料理を食べ始めたところで尋たずねてくる。

「ギルドの遠征も終わったことだし、嬢ちゃんやミュウちゃんは、どうする。このままギルドに正式加入するか？　それとも去るか？」

　昨日の夜尋ねられた内容だ。俺は、既に決めていたことを口にする。

「俺は──【アトリエール】に帰るよ。悪いな、ギルドでは良くして貰もらったのに」

「私たちも元の遊び方に戻ろうかな、って相談して決めたんだ。今回楽しかったからまた遠征に行くときは声を掛かけて下さいね」

　ミュウたちも【ヤオヨロズ】に加入しないことを決めたようだ。

　俺たちの選せん択たくに、話を聞いていたギルドメンバーが、悲鳴のような叫びを上げる。

「お前ら、煩うるさい！　いくら美少女の勧かん誘ゆうに失敗したからって騒さわぎ過ぎだ！」

「だって！　かわいい子がいる方がやる気出るじゃないですか！　それにギルマスには、カリスマ性はあっても色気はないです！」

「[image: あ゛]ぁっ──！」

　俺たちがギルドに加入しないことに落らく胆たんしたギルドメンバーたちが、ミカヅチにギロッと睨にらまれる。このまま楽しい雰ふん囲い気きを壊こわすのは良くないな、と思い、助け船を出す。

「あっ、ミカヅチ。その……ギルドで知り合いができたから……たまに遊びに来てもいいか？」

「「「──もちろん。大だい歓かん迎げいです！」」」

　宴会場の全体から響く息の合った返事にホッとする。それと同時に、俺の言葉に毒気を抜ぬかれたのか、長い溜息を吐き出すミカヅチ。

「あー、もう、ここからは大人の時間だから、子どもは帰れ帰れ。折角、勧誘できると思ったのに、こうなりゃやけ酒だ。それとセイは、嬢ちゃんたちをちゃんと外まで見送れよ」

　ミカヅチは不ふ機き嫌げんそうにして手をひらひらと振ふって、帰れ、と言ってくる。その姿に、天あまの邪じや鬼くだな、とか、寂さびしいんだろ、とギルドメンバーから図星を指されて、ミカヅチは、今度こそ六角棍こんを持って立ち上がる。

「ありがとな、ミカヅチ」

「ありがとうございました。また面白いことがあれば全力で駆かけ付けますね！」

　最後のお札は無視されてしまったが、ミカヅチの耳が少し赤くなっているところを見ると照れているのだろうか。そう思いながら、セイとミュウたちと共にギルドの入り口の方へと移動する。

　背後で、ギルドメンバーたちが悲嘆の声を上げるのが聞こえる中で、俺は、ミュウとセイ姉ぇを呼び止める。

「ミュウ、セイ姉ぇ……」

「どうしたの？　ユンお姉ちゃん」

「なに？　ユンちゃん」

「その……俺を工こう房ぼうから引き摺ずりだしてくれてありがとうな」

「ふふふっ、それじゃあ、お礼を貰えるのかな？　何かすごいレアアイテムとか」

　ミュウが冗談めかして言うので、俺は、間を置かずに、はい、とミュウのために作ったビーズのブレスレットを渡わたす。

「えっ、本当にくれるの!?」

　白いビーズのブレスレットを受け取ったミュウは、じっとそれを見て嬉しそうにすると共に、俺からのお礼に照れている。

「嬉うれしいけど、なんかズルい！　冗談で言ったのに、本当にアイテムを用意しているなんて！」

「えっと、一応感謝の言葉として受け取っておくよ。それとセイ姉ぇにも」

「あら、嬉しいわ。ちゃんと装備して使うからね」

「わ、私だって大事に使うもん！」

　ミュウとセイ姉ぇに喜んで貰えてよかった。

「それじゃあ、俺たちは──」

「ユンちゃん、ミュウちゃん。ちょっと待って」

　ギルドを去ろうとする俺たちに声を掛けるセイ姉ぇ。

「実は、ミカヅチから預かっているの。だから、また遊びに来てね」

　俺とミュウたちは、【ヤオヨロズ】のフリーパス券とも言える金の招待状をセイ姉ぇから受け取り、ギルドホームを出た。

　俺は、一度、【アトリエール】へと寄ってからログアウトすることにする。

　ミュウたちは、そのままどこかへ冒険に出かけるというのでそこで別れ、見送りのセイ姉ぇも【ヤオヨロズ】のギルドホームへと戻っていく。

「さぁ、俺も帰ろう。自分のホームに」




　　　　●



















　そして俺は、久しぶりに【アトリエール】へと戻って来た。

　こんなに長い間、【アトリエール】から離はなれたことがなかったために少し不安ではあったが、お店の中に入ればいつも通りのカウンター式の店てん舗ぽと、それを管理するＮＰＣのキョウコさんの姿に安あん堵どする。

「ユンさん、お帰りなさいませ」

「うん。キョウコさん、お店の様子は？」

「販はん売ばい・委い託たくどちらも普ふ段だん通りです。報告としては、畑に植えていた果くだ物ものの種が芽を出し始めたということですね」

「分かった。後で確認するよ。それと、これは新しい商品とその素材のサンプルなんだけど、今度市場でその素材を見つけたら確保してくれないかな？　あと、【カルココの実】の栽さい培ばいできるかな？」

　俺は、ギルド【ヤオヨロズ】で作り上げた三種類のアイテムを取り出し、生産・販売体制を整えるためにキョウコさんと相談する。

　その時、【アトリエール】の入り口付近が少し騒がしくなり、次の瞬しゆん間かんには、入り口のドアを力強く開けて人が流れ込んでくる。

「ユンくん、お帰り！　もう帰ってこないかと思ったぁ～」

「ユンっち、【ヤオヨロズ】の見学はどうだった？」

「ふむ、何やら新商品が入荷しているな。値段も問題ない。幾いくつか買わせてもらおう」

　俺が【アトリエール】に戻って来たことを聞きつけたマギさんたちが一気に集まって来た。

【アトリエール】の常連プレイヤーたちも、俺がカウンター席に座っている姿を見て、戻ってきてくれて良かった、と口々に言いながら店に入って来る。俺はいきなりの事態に混乱して、あたふたしてしまう。

「な、なんだ!?　みんな！」

「みんな、ユンくんが帰って来たのが嬉しいんだよ！」

「タ、タクまで！」

「さぁ、早さつ速そく仕事だ！」

　そう言って、タクは、俺が以前渡した【イエローポーション】を取り出して見せてくる。

「この【イエローポーション】は、グランド・ロックの心臓を治すのに効果が高い。だから、早く販売してくれ！」

「マジで!?　それなら──「ユンくん、ちょっと待ったぁ！」」

　タクからの驚おどろきの一言に、【アトリエール】を離れる前に悩なやんでいたことがこうもあっさり解決するとはと、思わず舞まい上がりかけたところに、マギさんの待ったが入った。

「まだ、適正価格も決まっていないアイテムを売買するのは、マズいよ！　それにユンくんをタクくんだけが独どく占せんするのは、ズルい」

「そう言えば、適正価格の相談は必要か。あ、そうだ、これ、マギさんたちに、ダンジョン行って来たお土産みやげです」

「えっ、嬉しいなぁ。何かな」

　俺は、マギさんたちに【鬼き人じんの別べつ荘そう】で手に入れたアイテムを渡す。

　それを羨ましそうに見るタクだが、俺は一言。

「タクにはないからな。と言うか、その【イエローポーション】がお土産ってことで」

「マジかぁ」

「あともう一つ言うと、【イエローポーション】の素材が足りないから、今は作れる個数が限られているぞ」

　俺の言葉を聞いたタクは項うな垂だれていたが、顔を上げてやる気を見せてくる。

「よし、それじゃあ、素材を集めてくるから、その素材で優先的に作ってくれよ！」

　俺の返事も聞かずに飛び出していくタクに、仕方ない奴やつだな、まったく、と苦笑する。

「やることが多すぎるなぁ。まぁ一つずつやっていきますか」

【ヤオヨロズ】で気分転てん換かんをして気力を補ほ充じゆうした俺は、店に集まって来た知人・常連プレイヤーたちとやり取りを再開する。

　それから数日間、【アトリエール】は大盛せい況きようの状態が続いた。

　俺の日常がまた始まる。





─ステータス─

　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒乙女おとめの長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉断たち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：ＣＳクロード・シリーズ[image: なんばー]６オーカー・クリエイター




　アクセサリー装備容量　２／10

・フェアリーリング（１）

・身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪（１）




　所持ＳＰセンス・ポイント53

【弓Ｌｖ48】【長弓Ｌｖ27】【空の目Ｌｖ12】【俊しゆん足そくＬｖ16】【看破Ｌｖ20】【魔ま道どうＬｖ15】【付加術Ｌｖ37】【地属性才能Ｌｖ28】【調薬Ｌｖ50】【料理人Ｌｖ11】

　控ひかえ

【錬金Ｌｖ43】【合成Ｌｖ43】【生産の心得Ｌｖ50】【調教Ｌｖ17】【彫ちよう金きんＬｖ25】【泳ぎＬｖ15】【言語学Ｌｖ24】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ３】【精神耐性Ｌｖ１】




　インフォメーション

・New：【調薬】のレベルが50に到とう達たつ。上位センスが発生。

・New：【生産の心得】のレベルが50に到達。上位センスが発生。




　遠えん征せい結果

・【アトリエール】に新アイテム【イエローポーション】【鬼の妙みよう薬やく丸がん】【聖山の魔法水】が入荷しました。

・知り合いプレイヤーにお土産を沢たく山さん買って帰りました。









　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。




　この本を手に取って下さった方、担当編集のＡさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、コミカライズ版の羽は仁に倉くら雲うん様、またネットで私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　現在、ドラゴンマガジンにて連れん載さい中の主人公の妹・ミュウが主役のＯＳＯの外伝『白銀の女神ミユ─ズ』が文庫にて登場。また、コミカライズ二巻も発売中ですので、こちらもよろしくお願いします。




　今回の八巻は、前巻のお話を書いた段階で入りきらなかった内容に、新規要素を加えて新たに再構成しました。楽しんで頂けたでしょうか。楽しんで頂けたのなら幸いです。




　今回の話のテーマは、ユンたちもＯＳＯの中で満まん喫きつした『温泉』にしようかと思います。

　私の実家の周辺には、温泉が幾いくつもあります。

　有名なものだと駅中に足湯があるところや、間欠泉が噴ふき出しているようなところまでありました。ですが、間欠泉は、地域の工事か何かで地中の状態が変わったのか、噴き出すことはなくなり、今は整備された跡あと地ちと看板が残っているだけです。

　そんな温泉と密接に繫つながる地元には、会費を払はらうと使える地域の共同温泉があります。

　小さい頃ころは、その温泉に出かけては、熱めのお湯に浸つかることが多かったです。しかし、それなりに時が経たち、家のお風ふ呂ろに一人で入るばっかりになると、そうした場所に行くことはなくなりました。

　それからまただいぶ時が流れて、久しぶりに懐なつかしくなって、再びその温泉に一時期通っていました。

　小さい頃は、気にも留めなかった温泉の効能が書かれた張り紙をじっくり読んでみたりと、昔の記き憶おくよりも小さく感じた湯船で、伸のび伸びと過ごすことができました。

　子どもの頃は熱めに感じた温泉も今では、丁ちよう度ど良い温度。更さらに、早朝に行けば誰だれもいない貸し切り状態で静かにまったりと入れるという贅ぜい沢たく。

　そして、ポカポカな状態で家の布団に入ってぐっすり寝ねるのが、その当時のマイトレンドとなっておりました。

　最近は、面めん倒どうでお風呂はシャワーで済ませてしまうことが多いので、どこか美お味いしいものを食べに行って温泉にでも浸かってダラダラと過ごしたい願望は少しあります。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取ってくれた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に出会える日を楽しみにしております。





二〇一五　十二月　アロハ座長
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